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　大学卒業後、一年目の夏。

　埃ほこりっぽい木造アパートの一室にて。

　ぼくは、げっそりした面持ちで部屋を片付けていた。

　雑に積み上げた紙束から、『今後一層のご活躍をお祈り致いたします』と書かれたコレクションを発見し、ため息混じりにそれをゴミ箱へと突っ込む。

「んーむ」

　悩ましげに唸うなってみる。

「んーむむむ……」

　試ためしにもう一度。

　そうしていれば、魔法みたいに何もかも解決してくれると信じていたのかもしれない。

　もちろん事態は好転しなかった。

　ぼくは就活に敗退した哀あわれな無職であり、貯金はとうの昔に底をついており、今週中に実家へ戻ることを余よ儀ぎなくされていて、人生には救いがなく、夢も希望もない、と。

　胃の中がでんぐり返りそうだ。

「むむむーむむむ。………………む？」

　と。

　そこでぼくは、大量の紙くずに紛れて、一冊の古ぼけたノートを発見した。

　少し水が染しみたそのノートの表紙には、『現国用』というタイトルをバッテンで消した上に、




『人類が消滅した世界を、魔女と京都へ旅した時のはなし』




　と、雑な文字で書かれている。

「うわっ。懐なつかしい……」

　思わずそれを手に取る。

　それは、……ぼくが記憶の彼方かなたに置いてきた闇の歴史、……の、ようなもの。

　まだ物書きに憧あこがれていた時分、──高校のころに書かれた一編の小説だ。

　小説といっても、作中の登場人物はすべて実在していて、物語の内容もノンフィクションである。

　とはいえ、この話の当事者はぼくではない。

　これは、ほとんど伝え聞いた情報を元に書き上げた一作なのだ。

　内容は実に単純というか、……王道というか。

　主人公である〝ぼく〟が、なんやかんやあってクラスで一番の美少女と恋をする、……という内容である。

「………うわぁ………」

　全身をめちゃくちゃに掻かきむしりたくなる気持ちを抑おさえて、ノートを開く。

　数ページほど現国の授業の板書が続いた後、




『まず断っておく。

　この物語は、ぼく、──四し条じよう陸りく太た郎ろうが、クラスメイトの士し道どう花か織おりとともに、〝鏡の国〟を旅した際の記録を元に構成したものである。』




　こんな仰ぎよう々ぎようしい書き出しで、唐とう突とつに物語は始まった。

「ははっ。……何が、『まず断っておく』、だ……」

　たかが一いつ介かいの高校生の分際で、ずいぶんと偉えらそうな。……と、苦々しく思うのは、若かりし日の自分が書いたからこそ、だろうか。

「いくらなんでもこれ、香ばしすぎる……」

　しかし一方で、ぼくの心には当時の鮮やかな感情が蘇よみがえっている。

　あの時、ぼくは、──恋をしていた。

　それもきっと、昔の少女漫画みたいに初う心ぶなやつ。

「士道、──花織、か」

　今でも忘れられずにいる〝魔女〟の名をつぶやく。

　目をつぶれば、あの娘こが目の前にいるみたいに思い出された。

　彼女の白い肌。彫刻みたいに整った目鼻立ち。黒い艶つやのある髪。薄うす桃もも色いろの唇くちびる。

　そして、──この世界に存在するあまねく全てに敵意を抱いてるみたいな。

　あの、意志の強い目が放つ輝きを。














　まず断っておく。

　この物語は、ぼく、──四条陸太郎が、クラスメイトの士道花織とともに、〝鏡の国〟を旅した際の記録を元に構成したものである。





















　ことのおこりは、なんてことのない初夏の昼下がり。

　坊ぼうさんのお経きようのように間延びした口調でしゃべる、伊い藤とうという現国の教師の授業中に起こったできごとである。

　ぼくは頭部周辺に泥どろのようにまとわりつく眠気と戦いながら、なんとか黒板の内容を書き写していて。

　その他、よく覚えているのは、──隣となりの席の林はやし原ばらくんが描く、やたら精せい密みつなアサルトライフルの絵とか。

　前の席のちょっと地じ味みめな女子の背中にてんとう虫が張り付いていたこととか。

　右みぎ斜ななめ前のやつがこっそりジャンプを盗み読んでいるところとか。

　風になびくクリーム色のカーテンとか。

　陽光のぬくもりとか。




　………………………。

　………………。

　…………。




　結局ぼくは、眠気に負けて少し眠ってしまったらしい。

　夢は観みなかった。

　ただただ、甘いまどろみの中、世界が一瞬、暗転したように思われて。

　はっと目を覚ますと──




　──教室から、ヒトの気配が消失していた。




　映画で、人通りの多い場所から静かな場所にカットが変わったみたいに。

　しばらく阿あ呆ほうみたいに教室を見回した後、

「は？」

　ようやく出てきたのは、その一言だけ。

　──どうやら寝過ごしたらしい。もう放課後か。

　なんて。

　いくらなんでも、昼過ぎからずっと眠り続けていられるわけがないのに。

　いくらなんでも、誰か一人くらい起こしてくれるやつがいるだろうに。

　それにそもそも、みんな荷物を片付けていないじゃないか。

　現国のノートやら、

　学生鞄かばんやら、

　隠されたジャンプやら、

　緻ち密みつなアサルトライフルの絵やら。

　──なにもかも置き去りにしたまま、みんなどこ行っちまったんだ？

　これはどう考えてもおかしい。異様な事態が起こっている。

　で、次に考えたのは、──質たちの悪いいたずら説。

　これにはかなりの信しん憑ぴよう性せいがあった。うちのクラスは、時々よくわからない団結力を発揮することがあったから。……だが、それもどうやら違うらしい。

　おかしいのは、この世界そのものだ。

　ぼくが違和感に気づいたのは、目を覚さましてから数分後。

　教室の間取り、時間割表、黒板の内容、みんなのノートの内容、ロッカーに書かれた名前、掃そう除じ用よう具ぐ入いれのらくがき、机の形、体操着の名前、誰だれかが落とした「肉うどん」と書かれているはずの食券──。

　一つ残らず、……全て。

　全てのものの、左右が反転していた。

　まるで、鏡の中に見える世界みたいに。

　こうなってくるともう、冗談の領域を遙はるかに越えている。

　時間割やら黒板の内容を鏡文字に置おき換かえるのはまったくできない話じゃないが、教室の間取りまでひっくり返すなんて、どう考えても不可能だ。

　恐る恐る窓から外の風景を見たところ、予想通り、街全体がぼくの記憶しているものと違っている。

　それまで右にあったものが左に。

　左にあったものが右に。

　三度ほど「ぜんぶ夢であってくれ」と頭で念じてみたが、どうにも目を覚ます気配はない。

　ぼくは捨て犬みたいに怯おびえながら、その場でしばらく固まっていることしかできなかった。

　何かはわからない。

　ただ、とにかく恐ろしかった。

　震えが止まらなかった。

　きっと、ぼくがそれまで後ご生しよう大事に取り扱ってきた〝常識〟が、ガツンと一発、粉々に砕くだかれるのが怖かったんだろう。

　まず単純に、ぼく自身の頭がどうにかしてしまったんだと思った。

　脳の……なんかよくわからない致ち命めい的てきな部分がおかしくなって、物事を全て鏡映しにしか認識できなくなってしまったとか、そういう。

　だが違った。

　ぼくの手元にあった現国のノート。それだけは、記憶通りの形、──要するに鏡文字になっていなかったからだ。

　それまで面倒ごとの代名詞でしかなかったノートが、唯一ぼくの正気を裏付けてくれる重要アイテムになるとは、皮肉な話だが。

　その後、自分の席でぼんやりしていたのは、十分ほどだったか。……あるいは、数十分ほどだったか。

　──とりあえず、あちこち見てまわってみよう。

　そう決心し、「よーし、歩くぞ」と、実際に口に出してから立ち上がる。

　それから、一、二時間にも渡る孤独な探索が始まるとも知らずに。





　　　　　＊






　そこら中を歩きまわって、ぼくが得ることができた情報が一つ。

　──ひょっとするとここには……、生き物がいないのか？

　ってことだ。

　この世界には、人間の姿はもちろん、学校で飼っていた亀かめや鯉こいの姿もない。

　花壇を覗のぞいてみても、蟻あり一匹いなかった。

　──どうなってる……？

　混乱のあまり気が変になりかけていたぼくの耳に、何か、──金属が擦こすれるような音が届いたのは僥ぎよう倖こうだった。

　どうやら、誰かが正門をこじ開けようとしているらしい。

　慌あわてて音がした方向に向かうと、学校の正門前に少女の後ろ姿が見える。

　内心に安あん堵どの想いが広がっていった。

　どうやら、この奇妙な世界にたった一人で取り残されてしまったわけではないらしい。

　だが、足音を聞きつけてこちらへ振り向く彼女の顔を見て、──喜ばしい気持ちがみるみるしぼんでいく。

「君、ひょっとして、………………〝魔女〟か……………………？」

　ただでさえ暗い色の学生服に、吸い込まれそうなほど黒いカーディガン。

　艶つややかな漆黒のロングヘアが揺ゆれて、昏くらい瞳ひとみが、こちらをじっと見つめている。

「……………ん？」

〝魔女〟が三十度ほど首を傾かたむけて、こちらを見た。

　ちなみに〝魔女〟というのは悪口で言ってるんじゃない。同じ学年の生徒であれば、みんな彼女のことをそう呼ぶ。本人もそれを望んでいるフシがあるらしい。

　そんな彼女の名は、……確か。

　──士し道どう花か織おり。

　自然、苦い笑みが浮かぶ。

　正直、「よりにもよってコイツかよ」という想いが生まれた。

　そう思わせる程度には、彼女は一ひと癖くせも二ふた癖くせもあるクラスメイトであったためだ。

　──いつも不機嫌に眼光鋭するどく。

　──男子に命令ばかりしていて。

　──そのくせ、女子からはカルト的な人気を誇ほこり。

　──誰に対しても上から目線。

　──だが、その他もろもろの欠点を補おぎなって余あまりある美人。

　──雑誌の読者モデルに誘われたこともあるらしい。

　我が三年六組においては最大の権けん勢せいを誇る士道さんだが、基本的に男子の受けは良くない。

　なにせ彼女、誰に対しても高圧的なのだ。

　かくいうぼくも、何度か一方的に叱しかりつけられたことがある。

　──声がでかい、ゴミ虫！　とか。

　──ちゃんと隅すみまで掃除なさい！　愚ぐ図ず！　とか。

　──もっと空気読んで発言なさい、腐くされオタクが！　とか。

　記憶をたどれば今でも鮮明に蘇よみがえる、胸に突き刺さる台詞せりふの数々。

「……まさか」

　しかし、ぼく以上に驚いていたのは〝魔女〟の方だ。

「まさか、まさか、まさか……あなたが……？」

「………………？」

　もちろん、その時のぼくには彼女の真意などわかろうはずもなく。

　いかにも「ポカーン」という言葉が似合いそうな表情で突っ立っていると、

「ちっ！」

　殺意の込もった舌打ちを叩きつけられた。

　そして士道さんは、くるりと背を向け、スタスタとその場を歩み去っていく。

　まるで、──轢ひき殺ころされた鼠ねずみの死し骸がいから目を背そむけるみたいに。

「お、おい！」

　慌ててその背中に声をかける。だが、士道さんは歩調を緩ゆるめない。

「ちょっと待てよ！」

　きっと動揺していたんだろう。

　気づけばぼくの右手は、かなり強い力で彼女の二の腕を摑つかみ取っていた。

　すると士道さんは、親の仇かたきでも見るような目でぼくを見て、

「痛い！　離して、変質者！」

「なっ……！」

「変質者」とはひどい言われようだ。たぶん「死ね」の次くらいにひどい。

　言葉のナイフで引ひき裂さかれているぼくを捨て置き、士道さんは再び歩き始める。

　車の気配が消えた二車線の道路を横切って、……少しでもぼくから距離を置きたい、とばかりに。

　しばらくぼくは、その場で立ちすくんでいた。

　どうやら彼女、ぼくとのコミュニケーションをまったく望んでいらっしゃらないご様子で。

　ぼくの方も、もうこれ以上あいつとは関わりたくない、と思っていた。

　それでも、

「……さすがに、……放っておけないよな」

　とか独ひとり言ごちつつ、結局は彼女を追う。

　あるいは、本能的に察さつしていたのかもしれない。

　今だけは、彼女を一人ぼっちにしてはいけない、と。





　　　　　＊






　それからぼく達は、お互い一言も発さずに五分ほど歩いた。

　士道さんは、数メートルほど後ろをぼくが歩いていることに気づいているはずなのに、こちらを見ようともしない。

「……………………………………………………………………………………………」

　と。

　ふいに、彼女が足を止めた。

　どうやらコンビニに用があるらしい。そこは学校から一番近くにあるローソンで、一時期うちの学校の不良がたむろしたせいで全校生徒が出入り禁止になったことがあるところだ。

　士道さんは無言のままコンビニへと近づき、自動ドアの前で止まる。

　そこでようやくぼくも気がついたのだが、どうやらこの世界、電気が通じていないらしい。外から見えるコンビニの内部は暗く、ぱっと見たところ閉店しているようだ。当然、自動ドアはうんともすんともいわなかった。

「………………………………………………？」

　士道さんはしばし、不思議そうに自動ドアの前を行ったり来たりして、……最終的にぴょんぴょんその場で飛とび跳はねたりしていたが、やがて、コンビニに入れない理由に思い当たったらしく、

「ちっ！」

　と、先ほどぼくに向かってしたのと同じ舌打ちをして、地じ団だん駄だを踏ふむ。

　そして何をするかと思いきや、──近くにあった『工事中』の看かん板ばんを引っ摑み、コンビニの入り口に叩きつけ始めたのだった。

「開けっ！　開けっ！　開け開け！　開きなさい！」

　狂きよう態たいである。

　普段の凜りんとした彼女からはとても想像できない姿だ。

　どうやら、気が変になりそうだったのはぼくだけじゃなかったらしい。

　彼女もまた、この異常な状況下にいて、狂気に囚とらわれつつあるのだ。

　がつん、がつんと音を立て、コンビニのドアが揺れる。

　ガラス製のそれは、見た目よりよっぽど頑がん丈じようにできているようだ。士道さんの力では表面に傷がつく程度で、びくともしない。

　……このまま放っておくのも忍びないな。

　止めるか。

「おい、もう十分だろ」

　すると彼女から、

「うるさいっ！　あなたなんて嫌いよ！」

　という、あんまりな返事を承った。

　──ああ、そうだな。ぼくだってお前のことなんて嫌いさ。

　なんて、そう言い返してやりたい気持ちをぐっとこらえる。

「……とりあえず、頭を冷やそうぜ」

　彼女がわかりやすく感情を爆発させているせいだろう。ぼくは先ほどに比べて、いくぶん冷静さを取り戻していた。ここで二人とも感情的になってしまっては、恐らく共倒れになるだろうし。

　ぼくはまず、士道さんの手から『工事中』の看板をむんずとつかみ取り、

「あっ…………」

　と、か細い悲鳴を上げる彼女を無視して、横に放り投げる。

　それから、コンビニの自動ドアの真ん中に手を突っ込み、ぐっと力を入れた。

　ぐぐぐぐぐ……と、僅わずかな音を立て、扉が開く。

　見よ。我らの眼前に道が示された。

「こういう自動ドアって、災害とかで停電した時のために手動で開くようになってるんだぞ」

　勝ち誇った表情で、そう言ってやる。

　これこそ後世に語かたり継つがれて然しかるべき英雄的行動であった。ぼくはこの時、文明人とはかくあるべきだという規き範はんを示したのである。

　士道さんはというと、「ぐぬぬ」と顔に書かれた表情で、唇くちびるをへの字にしていた。

　そして、より一層不機嫌オーラを身にまとい、コンビニのカゴを乱暴に摑むと、片かたっ端ぱしから甘いものを突っ込み始める。

「……うわ。そんなに食うのか」

　これは完全に独り言のつもりだったが、

「甘いものが必要なの。たくさん。何か文句ある？」

　と、針はりで刺さすような言葉が返ってくる。

　こりゃ、あんまり突っ込んだ話をしない方が良さそうだ。

　ぼくはというと、雑誌コーナーにある本も残らず鏡文字になっていることを確認しながら、今後の予定を練ねっていた。……といっても、「とりあえず家に帰って苦悩する」以外の選択肢は浮かばなかったけど。

　やがて、必要なものの厳げん選せんが済すんだらしい士道さんが、コンビニのカゴを抱かかえたまま、その場を立ち去ろうとする。

　慌ててぼくは叫んだ。

「おいっ……支払いはいいのか？」

〝魔女〟が振り向き、こう応える。

「必要ない」

「……でもせめて、持っていったものをメモに残しておくとか」

「必要ない」

「持ち合わせがないなら、少しくらい貸してやってもいいんだぞ」

「必要ない」

　………………。

　なんだろうこの、根本的に嚙かみ合あってない感じの会話は。

「逮捕されても知らないぜ」

　すると彼女は、唇を斜めにして、こう言った。

「逮捕？　されっこないわよ」

　それは、ぼくがこれまで見たことがないくらい虚きよ無む的てきな笑顔だった。

「だってこの世界には、……あなたと私以外、人っ子一人いないんだもの」

　そして士道さんは、ぼくに向かってカゴの中身を一つ投げつけた。

　両手でそれを受け取ると、シュークリームだった。生クリームがたっぷり入っているタイプのやつ。

「それ、おすすめ。──さっきはありがと。さよなら」

　それきり、彼女は風のように立ち去っていった。

　ぼくは、シュークリームのパッケージをじっと見つめてから、

「……帰るか」

　士道さんとは別方向に歩きだす。

　なんだかすっかりくたびれていて。

　頭も身体からだも、休息を必要としていた。





　　　　　＊






　それからぼくは、士道さんのオススメだというシュークリームを食はみながら、重い足取りで帰宅する。

　左右が反転してしまった我が家に強烈な違和感を覚えつつ、勉強机の前で一息ついていると、再び混乱が忍び寄ってきた。

　気がつけば、ほとんど鬼き気き迫せまる表情で現国のノートを開き、現状の説明と疑問点、それに対する推すい察さつを列れつ挙きよしている。




《異常な事態が発生した件》

　その１　全て鏡映しの世界。


　→完全な鏡映し。ご丁てい寧ねいにもベッドの下に隠していた自作の小説まで鏡映しになってる。いたずらとかドッキリの可能性はほとんどゼロ。ここまでする理由がない。

　→原因は？　なんでぼくがこんな目に？　宇宙人に選ばれたとか？　あるいは神様に？　何かの実験？　罰ばつ？　謎……。






　その２　人間や動物がいない。


　→地震とか災害の前に動物が逃げ出す、みたいな話を聞いたことあるけど、水槽の中の金魚までいなくなってる。

　→やっぱり宇宙人の仕し業わざ？

　→動物がいないなら、細さい菌きんや微び生せい物ぶつは？

　→ちょっとまてよ？　動物が存在しないなら、食物連鎖もしなくなってる？

　→じゃあ、木や花はそのうち枯かれていくんじゃないのか？






　その３　電気、ガス、水道などが通じていない。


　→くそったれ、これが一番困る。さっきトイレに行ったら、一回流しただけでそれっきりになってしまった。……今後、トイレは庭にすることになるのか。

　→晩飯についてはなんとかなった。母さんが用意してくれたものがあったからだ。味み噌そ汁しるは冷たかったけど、まあそういう飲み物だと思って飲めばわりとうまかった（意外な発見）。

　→試しに電池で動くラジオをつけてみたが、どの局もやってなかった。携帯ケータイもオフラインになってるし、恐らくテレビも同じだろう。






　その４　鏡映しになっていないもの。


　→ぼくの私物だったもの、……時計とか、制服とか、生徒手帳とか現国のノート、学生鞄なんかは鏡映しになっていない。

　→これはどういう意味だ？　ここが異世界だというなら、現実世界から私物だけ持ち込むことができたってことか？　わけがわからん。






　その５　ぜんぶ〝魔女〟の仕業？


　→士道花織。あだ名は〝魔女〟。

　→なぜそんなあだ名がついたんだったっけ。

　→女子の間で、彼女の占いは当たる、的な盛り上がりがあって。そっからだったかな？　ぼくはそういうの、アホみたいだと思って無視してたけど。なんか、いろんなまじないをするってウワサは聞いたことがある。

　→っていうか、全部あいつの仕業なんじゃないのか？

　→絶対そうだよな。なんかあいつ、ワケ知り顔だったし。

　→必要なら、ひっぱたいても情報を聞き出してやる。

　→と、思ったけど、やっぱ暴力はよくない。

　→女の子に暴力ふるうやつはろくな末まつ路ろを辿たどらないことはホラーの鉄板だし。

　→紳士的に話を聞き出すことにしよう。






《この世界について》

　詳くわしく情報を集める必要がある。

　この世界で起こったことは全て、現国のノートにまとめておくこと！


　→現実に戻ってから出版社とかに持ち込んだら、お金もらえないかな？

　→たぶん頭のおかしいガキだと思われるので止めとこう。




　※今後、この世界については、〝鏡の国〟と呼ぶことにする。






　こういう時、自分の考えを外部に出力することがいかに重要か。

　情報をノートにまとめていくにつれて、心にまとわりついていた恐怖は、いつしか霧のように晴れていく。

　気がつけば、外は日が沈しずみかけていた。

　さすがに電灯一つない状況で外に出る愚ぐは犯おかせまい。

　──今日は早めに寝て、明日また、〝魔女〟に会ってみよう。

　それが、その夜に考え至いたった結論で。

　ぼくは、かつてないほど早い時間にベッドで横になる。

　ずっと歩き回っていたせいだろうか。

　精神的に参まいっていたせいだろうか。

　ぼくの意識が暗闇に呑のみ込こまれていったのは、それから間もなくのことであった。





















　どんどんどんどんどんどん！

　ドアを何かが打ち付ける音で目を覚さます。

　時計を見る。時刻は五時前。夜明けと共に出かけるつもりだったのに、ちょっと寝ね過すごしてしまったらしい。すでに窓の外は明るくなっていた。

　どん！　どん！　どん！

　それにしても、……随ずい分ぶん乱暴な訪ほう問もん客きやくだ。

　相手が誰だれかはおおよその見当がついている。




「だってこの世界には、……あなたと私以外、人っ子一人いないんだもの」




　士し道どうさんのあの言葉を信じるのなら、我が家を訪問する人間はたった一人しか存在しない。

　玄関のドアを開く。

　そこには、当たり前みたいな顔をして、〝魔女〟が立っていた。

「おはよう」

「………………ああ。おはよう」

　どうやら、こっちから会いに行くまでもなかったみたいだ。

　寝ぼけた頭でそう理解すると、士道さんは詰きつ問もんするような口調で、こう言った。

「ねえ、四し条じようくん。……あなた確か、バイクに乗れたわよね？」

「バイク……？」

　ぼくは一瞬だけ首を傾かしげて、

「ああ、スクーターのことか」

「似たようなものでしょ」

　ちょっと違うけど。

「この前、松まつ村むらくんに自じ慢まんしてたのが聞こえたの。二人乗りできるバイクを、……親しん戚せきのおじさんかなんかから譲ゆずってもらったって」

「ああ……」

　よく覚えてるな、こいつ。

　原付を手に入れてはしゃいでたのなんて、わりと前の話なのに。

　──二人乗りはいいぞ！　女の子にめっちゃモテるぞ！

　……という言葉を真まに受けて、二種原を一発試験で取得したのが二ヶ月前。

　まあ、女の子を後ろに乗せる機会なんて、これまで一度もなかったけども。

「正確には、親父の友達の、田た中なかさんっていう人からもらったものだよ」

「うん。おっけー。その辺の詳くわしい事情はどうでもいいわ」

　ああ、そうですかい。

「でも、車庫で埃ほこりかぶってるようなやつだぞ」

「運転はできるんでしょ」

「そりゃまあ」

　自転車の乗り方と一緒で、一度覚えれば中々忘れられるものではない。

　すると士道さんは、ほっと胸をなでおろして、

「実は、あなたに折り入ってお願いがあるのよ」

「なに？」

「私を、京都へ。──京きよう丹たん波ばまで連れてってほしいの」

「キョータンバー？」

　聞きなれない土地名に、疑問符が浮かぶ。

「京都の北西のほうにあるところよ。ちょっと山奥なんだけど……」

「なんだって？」

　ぼく達が今いる場所は、都内にある光が丘という土地だ。

　ここから関西圏まで行くとなると、……ちょっとした長旅になる。

「……詳しく、理由を話してくれるよな？」

　近所のコンビニに連れていくのとはわけが違うのだ。

「理由？」

　士道さんは一瞬目をそらして、不安そうに顔を背そむける。普段、何事にも強気でいる彼女にしては珍めずらしい仕し草ぐさだ。

「昨日から、何もかもおかしい。どこもかしこも鏡の中の世界みたいになってるし、ぼくらを除のぞいて、みんな消えちまった。……一つ一つ指摘していく必要があるかな？」

「……。ないけど」

「じゃあ、今のこの状況、君の中に何か心当たりがあるって考えてもいいんだよな？」

　すると士道さんは随分長い間を作った後、よくよく注意して見ればわかる程度にこくりと頷うなずく。

　──やっぱりか。

　占いがよく当たる。クラスの女子から崇すう拝はいされている。

　不可思議な呪いの術を知っている。

　つまり、……彼女は……、

「君は本物の〝魔女〟なのか？」

　今度の反応は素す早ばやかった。

「違う」

　士道さんは、ほとんど敵意に近い表情でぼくを睨にらみつけて、首を横に振る。

「私は〝魔女〟じゃない」

「じゃ、なんで……」

「聞かないで」

　それは、実に明確な拒きよ絶ぜつの意志であった。開きかけた扉がピシャリと閉しまったのを感じる。

「私たちは今、のっぴきならない状況にいる。このままここにいても元の世界には戻れない。でも、京丹波に行けば道が開ける。それだけわかっていればいい」

　淡々としたその口調はまるで、形式的な事務手続きについて話しているみたいだ。

　まるで、こっちの事情などお構いなし、といった感じ。

　時々思う。

　──この娘こ、せっかく可愛いんだからもうちょっと言い方に気をつければ良いのに。

　と。

「道順はすでに調べて、メモにまとめておいたわ。椎しい名な町まちから首都高速都心環状線に乗るの。案内は任まかせて」

　ぼくの気も知らずにまくし立てる彼女に向かって、気がつけばぼくは、

「嫌だ」

　そう応こたえていた。

「え？」

　少女が、目を大きく見開く。

「え？　え、え、え？」

　言葉の意味がよくわからなかったらしい。

　だからぼくは、改めて言ってやる。

「ぜったい嫌だ。そんなふうに頭ごなしの命令に従ってやる義理はないからね」

　するとどうだろう。

　士道さんの顔面が硬直し、かつてぼくが見たことがないような雰ふん囲い気きを帯おびた。

　怒っているわけじゃない。

　悲しんでいるわけでもない。

　ただただ、彼女の瞳ひとみが泥どろを混ぜたみたいに光を失って……。

　しまった、と思った時にはもう遅かった。

　士道さんが膝ひざを折る。──悲鳴一つ上げずに。

　そのまま、吸い込まれるように玄関前の石いし畳だたみに頭を打ち付けた。

　こつんと音を立て、それきり、彼女はぴくりとも動かなくなる。

「お、おい！」

　彼女に駆け寄って、助け起こす。

「大丈夫か？　なんでそんなふうになる……？　しっかりしろ！」

　しかし、〝魔女〟は身じろぎ一つしない。

　完全に気を失っているようだ。

　どうやら、さっきのぼくの言葉がよほどショックだったらしい。

　──信じられん。あれくらいで気を失うなら、ぼくなんか百万回は泡を吹かなきゃならん羽は目めになってるぞ。

　遠慮がちに頰ほおを叩く。目を覚ます気配はない。

　士道さんの頰は、幽霊みたいに血の気が失せていた。

　──とにかく、救急車を……。

　と、反射的に思い浮かべて、初めて気づく。

　ぼくたちは、この世界にたった二人きり。

　電気は通じていない。もちろん電話も通じていない。

　一一九番を呼んでも、永遠に救急車は駆かけつけないのだ。
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　やむなくぼくは、士道さんをお姫様抱だっこして、エッチラオッチラ自室へと運び込む。

　ベッドに彼女を寝かせると、「うーん……」と小さく唸うなったきり、身じろぎもしなくなった。

　しばらくの間、勉強机の前でうなだれて、自分の不用意な発言を反省する。

　──人間が、誰かの言葉を引き金に気を失うことなんてありえるのか。

　平時なら、そうそうお目にかかれるものではないだろう。

　だが、今は状況が状況だ。

　いつも気き丈じように振る舞っている彼女もまた、精神的に追い込まれていたということか。

　無理もない。

　何が原因でこうなってしまったにせよ、こんな異常事態がそうそう起こって良いはずがないのだ。

　これは、それを察さつすることができなかったぼくのミス……と、言えるかも知れない。

　台所にある、まだ僅わずかに冷気が残っている冷蔵庫から麦茶を取り出し、コップ一杯分だけ飲み干す。

　──落ち着け。教室の中での関係を引きずってどうする。

　いまは、自分の感情を優先してる場合じゃないだろ。

「………………すー。…………はー。………………………」

　大きく深呼吸。そして、部屋に戻る。

　すると、士道さんが半身を起こして、ベッドの上から外の風景を眺ながめていた。

「……………あっ」

　なんと声をかけるべきか迷う。

　なんでか、彼女はしばらく起き上がれないだろうと思い込んでいたのだ。

　とりあえず、さっきの言葉を謝るべきか。でも、なんて言えばいい？

　先に口を開いたのは士道さんの方だった。

「ちょっと意識が途と切ぎれてるんだけど。私が寝てる間、ヘンなことしてない？」

　その時ほど機き敏びんに首を左右に振ったことはない。

「ない、ない。嫁入り前の娘さんにそんな……」

「そう」

　士道さんと目が合う。薄く笑っている。いつもの彼女だ。

　だが、その内面には、ぼくの想像もつかないほどの激情を秘ひめている。

「なんというか、……さっきはその……すまん。ちょっと冷静じゃなかった」

「そう」

「京丹波だっけ？　スクーター、出すよ」

「そう」

　どうせこの場所にとどまったって、やることはないのだ。

　士道さんはというと、再び外の方に視線を移してから、消え入るような声で呟いた。

「私も、悪かったわ」

「………………なに？」

「四条くんの言うとおり。あなたを道具みたいに扱あつかおうとして……あなたが怒るのも、無理ない」

　実のところ、それはぼくにとって驚くべき発言であった。

　それまでずっと、彼女はそうした人間味のある気遣いとは無縁の生命体だと思いこんでいたのだ。

「一昨日おとといね」

　彼女の言葉は続く。

「ほら、吉よし岡おかっているじゃない。いがぐり頭の」

　吉岡。吉岡公こう平へいか。サッカー部の。あんまり仲良くしてないからよくは知らないが、いつもテンション高くて目立つやつだ。

「私ね。あいつのことずっと、ちょっとだけ『いいな』って思っててさ」

「へー……」

　興味深げに頷く。

　これはいわゆる、恋バナというヤツか。ぼくの友人は基本的に、高校生活における異性との甘あま酸ずっぱいコミュニケーションを諦あきらめた連中ばかりなので、少し新鮮だ。

「でも、この前、──あいつに性格ブス呼ばわりされちゃってさ」

「なんと」

　吉岡のやつ、蛮ばん勇ゆうにもほどがあるぞ。士道一派の女子勢に聞かれたら、残りの学生生活、決して無事には済まされないだろうに。

「それで、いまはちょっと反省してる。私、言い方に問題あるんだな、って。……だからお互い、この話はもうおしまいにしよう」

　──教室ではいつも自信たっぷりって感じなのに、こいつも他人の意見に心揺ゆさぶられたりするんだな。

　ちょっと意外に思いながらも、首を縦に振る。

「とにかく、京丹波に向かえば、元の世界に戻れるんだな？」

「うん」

「じゃあまず、いろいろ用意しなくちゃいけない。ぼくのスクーター、ほとんどガソリン入ってなかったはずだし」

「そう」

　たしか、車庫に給油ポンプがあったはずだ。それを持っていこう。

　きっとガソリンスタンドは使えないから、道中燃料が足りなくなったら、そのへんの車からガソリンを拝はい借しやくすることになる。

　頭の中であれこれ計画を立てながら、

「あ、それと」

　立ち去り際ぎわ、ぼくは言った。

「たぶん、士道さんもいろいろ事情があって話せないんだろうけど。……いつか話せる時がきたら、話してほしい。いまのこの状況はどういうことなのか。君が何者なのか」

　士道さんは、──「うん」とも「そう」とも言わなかった。

　だが、それでもいい。

　元の世界へ帰還。……それこそが第一に優先すべきことで、それ以外のことは、すべて些さ末まつな情報に過すぎないのだ。
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　実を言うと、準備に必要なものはほとんどなかった。

　ちょうど暖かい時期で、ツーリングに出かけるには都合のいい気候であったためである。

　服装も、学生服のままで問題なさそうだ。

　ぼくは薄暗いガレージの奥でカバーを被せられていた原付を玄関先まで引っ張りだし、簡単に埃を払う。

「久しぶりだな、相あい棒ぼう」

　なんて言ったりして。

　ヘルメットはしっかり二人分用意してある。片方はほぼ新品だ。いつか彼女ができた時のためにと用意しておいたものだが、結局、それが使われることは一度としてなかった。

　原付の収納スペースを開き、中に放り込んであったゴミを片付け、代かわりに麦茶を入れた水すい筒とうと、飴あめ玉だま、ガム、給油ポンプ、それと念のためのレインコートを二着つっこむ。あと、教科書やノートの入った学がく生せい鞄かばんなんかも。

　その後、家の車から燃料を拝借。

　──たしか、……東京～大阪間が、およそ五百キロ強だったっけ。

　ぼくの原付はガソリン満タンでだいたい二百キロくらい走るから、道中、何度か給油の必要が出てくるだろう。

　原付を譲ってくれた田中さんに、口を酸っぱくして言われたことがある。

　──休憩は多めに。眠くなったら運転を止めてしばらく歩け。コーヒー飲め。できるなら仮眠とれ。

　たかが原付と侮あなどるなかれ。下手に転べば、天国への直行便にもなりかねない。しかもこの世界では、救急車を呼ぶことだってできないのだ。

「準備はどう？」

「いつでも行ける」

「そう。私も、いつでも出られるわ」

　士道さんは、小さな鞄を抱かかえただけのかなり身軽な格好だ。

　そこで、はたと思いつく。

「あっ、そういや、着替えとかいるかな？」

「いらないわ」

　独り言のつもりだったが、返答があった。士道さんは、もう十分に元気を取り戻しているらしい。

「着替えが必要になったら、その都つ度ど、どこかでかっぱらえばいい。そうでしょ？」

　そうか。それもそうだな。

「道案内は任せていいんだな？」

「うん。ここからの道順は完全に暗記したし、ポケットサイズの地図を持ってる」

　準備の良いことで。

「じゃあ、……いつ、出る？」

「すぐにでも」

「了解」

　そうしてぼくは、実に数ヶ月ぶりに原付にまたがる。

　いつも通りキーを差し込んだ後、──原付の構造が左右反転していることに気づき、ちょっと戸と惑まどった後、スターターを押す。

　股またの下で、愛車がぶるんと脈動した。

「よい………しょっと……」

　ずいぶん艶なまめかしいため息と共に、士道さんがぼくの後ろに腰掛ける。

　そして、一いつ拍ぱくの間の後、

「……ひょっとして私、あなたに抱きつかなくちゃいけないの？」

「死にたくなければそうすべきだな」

「あら、そう」

　士道さんの両腕がぼくの胴体に巻かれる。ほとんど密着する形になる。ぼくの全神経が背中に集中し、彼女の身体からだのデコボコが、学生服越しに伝わってきた。

　──やわらかい。

　保健体育の教科書の〝オンナノコのからだ〟の絵がフラッシュバック。

　──いけない。これはけしからん。

　ぼくは一瞬、パニックになっていた。

　──こんなことをしてしまったら、もう彼女と結婚するしかないじゃないか。

　だが、

「……大丈夫？」

　士道さんの心配そうな言葉に、かろうじて平静を取り戻す。

「大丈夫だ。問題ない」

　同時に、軽くスロットルを絞る。今度は左右を間違えないように。

　──田中さん。ありがとう。

　心の中で言って、原付が走り出す。

〝鏡の国〟の旅が始まった。
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「そこ右。そこ左。ちょっといって大きく左」

　車のナビゲーション機能のように機械的な案内で、士道さんは道を指し示していく。

　椎名町までの道中は、補助輪が付いた自転車の運転よりも容易たやすく、安全だった。

　なにせ、自分たちの他に走っている車が一台もないのだ。

　信号待ちだってする必要がない。

　時々、静止している車を避さける必要があったが、それだってちょっと注意すれば済すむ話だ。

　フルスロットルで道路を突っ走りたい気持ちだったが、

「……安全運転でね」

　と、しきりに士道さんが不安がるので、スピードはあまり出さないことにした。

　原付で高速に乗るのは初めての経験だったが、さほど違和感はない。

　あんまりにも異常事態が続いたせいで、感覚が麻ま痺ひしているのかもしれない。

　味も素っ気もない首都高を抜け、東名高速に入ると、さらに特筆すべきことが何もない風景が続いた。

　取ってつけたみたいに緑が植うえられた斜面に挟はさまれた、片側三車線の広い道路。

　道の真ん中でピタリと静止した車があることを除のぞけば、実につまらない道のりだ。

　士道さんとも、

「こっから先は……、日が暮くれるまでずーっとまっすぐ」

　という会話をしたきり、しばらく話さなかった。話す必要もなかったためである。

　だが、一時間半ほど高速を走ったあたりで、しびれを切らしたみたいに士道さんの方から声をかけてくる。

「ねえ、四条くん」

「陸りく太た郎ろうでいい。ぼくも花か織おりって呼ぶよ」

「……ばか言わないで。下の名前で呼び合うなんて、夫婦みたいじゃない」

　そうだろうか？

　あんまりそういう距離感がわからないから、男友達感覚で言ってみたのだが。

「じゃあ、好きに呼んでくれ……なんだ？」

「ええっと。四条くんは最近、楽しいこととかあった？」

「あったよ」

「なに」

「シャドブルのガチャでバハムート引いたことかな」

「ばはむー……？　それってゲームの話？」

「うん。いま身内でいちばん流は行やってるやつ」

「なにそれ。つまらないわ」

　まあ、君ならそう言うだろう。

「でも、確率○・○一六パーセントの激レア召喚石なんだ。宝くじでいうなら、百万円くらいの大当たりだぞ」

「でもゲームなら、いつかは飽あきていらなくなっちゃうでしょ」

　そりゃまあ、な。

「思うんだけど、四条くん、勉強はそこそこなんだから、ゲームとかしない方がいいんじゃないかしら。もっと実のある趣味を見つけた方が……」

「なんだそりゃ。お母さんみたいなこと言うなぁ」

「おかあ……っ。なんですって？」

「良いじゃないか、実なんてなくても。道楽に意味を求めるなんてナンセンスだ」

　この議題には、ずいぶんと助けられた。

　ぼくも士道さんも、お互い意見を曲げないため、ほとんど平行線と言って良い議論を延えん々えんと続けることができたためである。

　お陰で、道中はまったく退たい屈くつせずに済んだ。

　士道さん曰いわく、この世で人間が許されている道楽は、本を読むこととスポーツすること、音楽を奏かなでることだけで、それ以外の趣味にはほとんど価値がないらしい。

　対するぼくは、昨今のゲームはスポーツ的な楽しみ方もできるという点を指摘した。

　だが、士道さんによるとそれは欺ぎ瞞まんの一種であるという。ゲームに夢中な人間の多くは、性格に問題があり、何事にも批判的で、そのくせ無口で、空気が読めなくて、現実逃避願望があるためだ。

　これにはぼくも、ゲーマー代表として徹底的に抗議する必要があった。

　士道さんがそんな風に言うのは、教室の勢力図に於おいて何者にも与くみしない我らがゲームオタク集団を指してのことだろう。

　だが、ぼくたちが文化祭とかで後ろ向きな発言を頻ひん発ぱつするのは、何も空気が読めないからじゃない。どのような集団行動にも、冷水を浴あびせる立場の人間がいるからこそバランスが保てているのだという側面もあって……。

　なお、その日の会話で得た、士道さんに関する情報は、わりと詳しよう細さいな形で手記に記録されていたため、それをそのまま、ここに掲けい載さいしておくことにする。




《士道さんについて》

　文学……海外の作家を好む。アガサ・クリスティとかスティーブン・キングとか、あとはほとんどぼくの知らない人ばかり。最近の作家にはあまり興味がない、とのこと。

　漫画……ほとんど読まないらしいが、手て塚づか治虫おさむはいくらか図書館で読んだことがあるらしい。

　アニメ……ほとんどゼロ。〝低てい俗ぞくな趣味〟とのこと。ただ小学生の頃、年相応に女児向けの作品はいくつか見ていたようだ。

　映画……どうやら彼女の中では、映画もアニメと同じく〝低俗な趣味〟にカテゴライズされているらしい。

　絵……ルネ・マグリットを好む。ぼくはよく知らないが、なんだかヘンテコな絵を描くベルギー人だという。

　音楽……ピアノを少々。「あんまり自信ないけど」とのこと。ただ、なんかのクラシックの曲の演奏をYouTubeにアップロードしたことがあるらしい。「自信がない」ヤツがそんな真ま似ねするか？

　スポーツ……学年ではほとんどトップと言って良い運動能力。ただし、何か特定の部活に所属している訳わけではないという。アニメのキャラクターみたいなスペックだ。

　食べ物……基本的に好き嫌いはなく、なんでも食べる、とのこと。




　気づけば、ぼくの原付は都内を抜けていて、神奈川を通り過ぎようとしていた。
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「止まって、四条くん」

　そう、士道さんが提案してきたのは、午後三時すぎだったか。

　ぼくが高速道路の真ん中に原付を停車させると、田園風景の真ん中に、ぽつんと大きな建物が見えた。

　目を細めて見るとそこは、──いかにも郊外にありがちな、大きめのショッピングモールらしい。

「今日はあそこで休みましょう」

「いいのか？　急がなくて」

　こちとら、徹てつ夜やでだって運転し続けられるぜ……なんて。

「いいの。……四条くん、もう疲れちゃってるし」

　図星だった。

　慣なれない二人乗りで昼前からぶっ続けで運転していて、口にしたものといえば飴とガムと麦茶のみ。

　さすがにそろそろ体力的に限界が近づきつつある。

「それに、ここから先、しばらく山道が続くわ。電灯一つない暗闇の山道を走るのは、さすがに危険よ」

「確かに……」

　ぼくたちはすでに、ここに来るまでの間に明かりのないトンネルを通っている。

　原付のライトがあるとは言え、暗闇の中ひた走るというのは、ぞっとしない体験だった。

　幸い、ショッピングモールはインターチェンジを降りてすぐのところにあるらしい。

　ぼくは最後の力を振り絞って、原付のハンドルを握る。

　それから数分もせず、モールの入り口までたどり着くことができた。

　歩行者道に突っ込み、雑に原付を停車すると、どっと疲れが押し寄せてくる。

　同時に、ぐうー、と腹が鳴った。

「とにかく食事にしよう。二食分食うぞ」

「うん」

　二人してモールの内部へ。

　まずぼくたちが行き当たったのは、生鮮食品がずらりと並んだコーナーであった。

　休日は多くの人で賑にぎわうであろうその空間は、今やひっそりとしていて暗い。日が沈しずむ前にここに来たのは正解だった。暗闇の中、手探りで食べ物を探すような真似はさすがにごめんだ。

「うわっ。やっぱり、アイスはみんな溶けちゃってるわね……」

　士道さんがかなり残念そうに言う。

「アイスクリームが食べたいなら、意地でも元の世界に戻る必要があるってことだな」

　つぶやくと、今の発言がちょっとだけツボにハマったらしく、〝魔女〟がくすくすと笑った。

　その顔は、思ったよりもずいぶん幼くて。

　──こいつ、こんな顔もできるのか。

　とか、密ひそかに感心してみたり。

「ところで、夕飯はどうする？　適当に弁当で済ませようか？」

「それでもいいけど、せっかくだし、ちょっと良い考えがあるの」

「考え？」

「今日は屋上でバーベキューにしない？」

「バーベキュー？」

　つぶやき、……すぐ近くにある、『最上級肉』というＰＯＰが掲かかげられた肉の山を見る。

「なるほど。確かにこのまま腐くさらせちまうのはもったいないな」

「でしょ？　それにこのショッピングモール、屋上から富士山が見えるらしいの」

　そうと決まると、ぼくの判断は早かった。

「じゃ、ぼくはこれからバーベキューセットと炭を拝借してくる」

　さっさと準備を済ませて、さっさと食事にしちまいたい。

「あと、ライターと着火剤もね。火さえ点つけてくれたら、あとは全部私がやるから」

「いいのかい？」

「もちろん。移動は任せっきりだから、お料理は私の仕事ってことにしましょ」

「ああ……」

　さすがにここは、お言葉に甘えさせてもらおう。

　ぼくの両手は、ハンドルから手を離している今もじんじんしている。

　こんな状態では危なっかしくて、まともに包丁も握れないだろうし。
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　モールの三階にあったアウトドアショップから、三万円くらいする高めのバーベキューコンロその他を抱え、非常階段を通って屋上に向かう。

　一般客に開放されているその場所は、子供の遊び場が併へい設せつされていて、士道さんの言葉通り、富士山が一望できた。

　着火剤をふんだんに使って炭に火をつけ、ベンチに座り込む。

　拝借した常温のコーラで乾かん杯ぱい。

「…………………ふう」

　一息ついていると、ほとんど間を置かずに士道さんが現れた。見ると、食材を少し過か剰じようなほどカゴに積つんでいる。

　一応、少しは彼女を手伝うつもりでいたが、士道さんはそれを頑がんとして受け入れなかった。

「明日はたぶん、今日よりずっとハードな運転になると思う。下手に消しよう耗もうされると、むしろこっちが困るわ」

　とのこと。

　士道さんの手際はなかなか大したものだった。包丁の扱あつかいも危なげない。日常的に料理している感じだ。

「士道さんって、料理とかけっこうする人？」

「別に、普通だけど」

「そうかな。他の女子より手て慣なれてる気がする」

「他の女子が料理してるとこ、見たことあるの？」

「うん。家庭科の授業でね」

「……ああ、そういうこと」

　士道さんは、少しだけ視線を宙に泳がせて、

「両親が共働きだから。趣味も兼かねて、時々ね」

　話している間も、準備は目まぐるしく進んでいた。

　一口サイズに刻きざまれた野菜と、塩コショウで簡単に味付けされた肉が鉄てつ網あみに並べられていく。

　餌えさを待つ雛ひな鳥どりみたいな気分で待っていると、胃を刺激する香ばしい匂いがモールの屋上に満ちていった。

「おまたせ」

　やがて、ぼくの目の前に一枚の盛皿が置かれる。

　薄く切った玉ねぎとピーマン、キャベツを付け合わせに、……おそらくこのショッピングモールで最高級のものであろう霜しも降ふり肉。

　──にく。にくだ。サイコーだ。

　原始時代にまで思考レベルを退化させつつ、割わり箸ばしを摑つかむ。

「では、いただきます」

「うん」

　ご丁てい寧ねいなことに、士道さんはちゃんと白飯も用意してくれていた。

　米はさすがに少し冷たくなっていたが、十分だ。むしろそれがいい。

　よく火の通った牛肉と白飯を一緒にかっこむと、熱が口の中で混ざりあって、お互たがいの味を引き立て合うかのようだ。

　──考えてみれば、温かい食事は一日ぶりか。

　脂あぶらののった肉が舌の上で溶とけていく。あまりの柔やわらかさに、ほとんど咀そ嚼しやくの必要すらないくらい。

　一口食べるごとに、手と足の先までエネルギーが行き渡っていくのがわかった。

　お世せ辞じでもなんでもなく、ぼくがこれまで食べた中で最高の焼肉だと思う。

「…………素晴らしいな。世界で一番ウマいんじゃないか、これ」

　率そつ直ちよくな感想を言うと、士道さんは少しだけはにかんで、

「大げさね」

「でも、間違っちゃいないはずだろ？　この世界じゃ、他に飯を食ってる人間なんていないんだから」

「……ああ。確かに。それもそうね」

　士道花織は、少しだけ物もの憂うげに微笑ほほえんで、──箸を手に取る。

「私も、いただきます」

　気が遠くなるほど静かな、モールの屋上にて。

　二人ぼっちの夕食が始まった。
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　食事を終えると、ぼくたちはしばし、その場でゆっくりすることにした。

　時計を見ると、すでに五時を回っている。

　日はすでに傾かたむきつつあって、世界をオレンジ色に染めていた。

「綺麗だ……」

「えっ？」

「富士山がね」

「ああ……そう」

　とか。

　そういう、ぼんやりした会話を愉たのしみながら。

　ぼくの頭の中に浮かんでいるのは、

　──もし、この世界で一生暮らすことになったら？

　という、実にボンヤリした空想。

　以下は、ぼくがその日のうちに書いた手記の内容である。




《〝鏡の国〟の永住について》

　問題点１　食べ物


　→ぼくたち二人が生きていく分くらいはある？

　　特に問題なし？

　→さすがに食べ物とかそこらはいずれ腐っていくだろうけど、一部の密閉された容器の食糧であれば死ぬまでの分くらいは残ってるかもしれない。

　→だが、いずれは新鮮な野菜が食べたくなって、畑を耕たがやす羽目になるのかな。

　→そういう時のために、資料をどこかに集めておく必要があるかもしれない。






　問題点２　衣服


　→たぶんこれは一生不自由しないだろう。好きなファッションを選び放題だ。見せる相手が、この世に一人しかいないのが難点だけど。






　問題点３　住居


　→これも不自由はしない。ぼくも士道さんも、好きなところでのんびり暮らせばいい。

　→どのへんで暮らすのがベターかな？　やっぱ緑が多いところがいいかな？

　→都心だと夜が怖いんだよなぁ。

　→やっぱり、一人きりでいるのは怖い。できるなら、士道さんがいるところのそばがいいだろうな。困ったことがあったら助け合えるだろうし。






　問題点４　娯楽


　→本。漫画。様々な観光地。多分この世には、ぼくが一生かかっても遊びきれないほどの娯楽が溢あふれているだろう。

　→さっきアウトドア用品のショップで、自家用発電機のチラシを見かけた。考えてみれば、そういう設備がちゃんとしてる建物に住めば、ゲームとか映画とか見放題なのか。さすがにソシャゲはできそうにないけど。自慢する相手もいないし。

　→勉強も不要。仕事も不要。

　→あんがい、〝鏡の国〟での生活もなんか悪くない気がしてきた。






　問題点５　人間関係


　→多分、一番の問題はこれだろう。

　→人恋しさのあまり、いずれ頭がおかしくなるんじゃないのかな。

　→士道さんがそんなに悪いやつじゃないことはわかってきたけど、長く付き合ってくとお互い、嫌な面が目立ってきたりするのかね。

　→いまいちあいつが何考えてるかよくわからないのがなぁ。うーむ。






　結論。

　まあ、「やっぱりお家が一番」ってことだよな。

　何より、せっかくバハ引けたんだからさっさと闇パ完成させて古戦場でドヤ顔しないといかん。
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　日が沈み、辺りが暗くなり始めたころ。

　ぼくたちはいったんショッピングモールの中に引き返して、今夜の寝床を探すことになった。

　幸い、士道さんがすでに目星をつけてくれていたらしく、一晩明かす場所はすぐに見つかる。主に寝具を専門に取り扱うショップがあったのだ。その店はちょうどガラス側に面していて、月の光が差し込むようになっている。そのため、店内はかろうじて視認できる程度には明るい。

　ぼくは、ＮＡＳＡが認定しているというスウェーデンのメーカーのマットレスと枕まくらを選んで、ごろりと横になった。その際、夜にトイレに行きたくなった時のために非常用の懐中電灯を枕元に用意しておく。

　士道さんは、ぼくから少し離れたベッドを選んだようだ。

「それじゃ、また明日」

「うん」

「一応言っておくけれど、ヘンなことしに来たら防犯スプレーを噴ふきかけてやるから」

「しない、しない」

　言いながら、内心ではちょっとドキドキしている。

　ぼくだって健全な男子だ。士道さんに対して、まったくそういう気持ちを抱いていないというと噓うそになる。

　加えて、……この状況。

　暴力に頼って彼女をモノにしたところで、彼女を守ってくれるものは何もないワケで。

　もちろん、ぼくはそんな考えをおくびにも出さずに、

「ぼくだって相手を選ぶさ」

「あら、そう」

　一瞬、士道さんは視線をそらして、実に不ふ愉ゆ快かいそうな顔をした。

　──む。

　その顔は、よく教室とかでぼくと話す時にする顔だ。「角のところを丸く掃はくんじゃないわよ、この社会不適合者が」とか、そういう風なこと言う時の。

　──いまの、ひょっとして無神経だったか？

　そう思っていると、

「それじゃあ、あなた、……いまから、私とキスしてみる？」

　耳を疑う提案が、士道さんの口からまろび出た。

「は？」

　ぼくはベッドから跳ね起きて、彼女の様子をうかがう。

　士道さんは顔をそむけたままで、どういう表情かはわからない。

「君、何を言って……」

「キスよ、キス。唇くちびると唇をぺたって引っ付けるやつ」

　いやいや。さすがに意味くらいは知ってる。

「なんで？」

「別に。意味なんてないけど」

　暗闇に呑のまれつつある寝具店で、士道さんのお誘いはあまりにも魅惑的であった。

　少なくともぼくの下半身は、全力でその申し出を受け入れるべきだと言っている。

　が、

　──やっぱり、士道さんくらい容姿が整ってると、キスくらい挨あい拶さつ感覚なんだろうか……。

　そう考えると、途と端たんに気持ちが萎なえてきた。

　はっきりいって、ぼくはモテない。女友達ですらできたためしがない。だから、異性と手を繋つないだり、休日には映画を観みに出かけたり、喫茶店で流行りのスイーツを食べたり、キスしたり、……とにかく、そういう経験がないのだ。故ゆえにこういう時、どういう距離感で話せば良いのか、見当もつかない。

　──ひょっとすると、からかわれているのだろうか？

　これは実に有力な考えだった。

「じゃあ、おねがいします！」

　と言ったが最後、残りの高校生活、クラスの女子にからかわれながら過ごす羽目になるのではないか。そうなったらきっと、泣くに泣けない。

　故にぼくは、

「冗じよう談だんだろ？」

　そう言ってその場を誤ご魔ま化かすしかなかった。

「…………それはその、」

　士道さんがもごもごしているが、皆まで言わせるつもりはない。

「そういうのは、誰とでも軽々しくするモンじゃない。本当に好きあった関係の人とするべきだ」

　実を言うとその時、ぼくはこの切り返しを百点満点だと考えていた。

　ド腐れビッチには、こういう清純な考えに基もとづいた説教が必要だと、本気で信じていたのだ。

　士道さんは、少しの間黙だまったままでいたが、

「あら、そう。じゃ、おやすみ」

　そう言ったきり、興味をなくしたようにぼくに背を向ける。

　その態度から、どうやら彼女が気分を害したらしいことを察するが、ぼくの方は別段反省することもなかった。

　──キスは、本当に好きあった関係の人とすべきだ。

　たかだか接せつ吻ぷんくらいで、奥手過ぎる考え方かもしれない。だが、それはそれで、ぼくの正直な恋愛観でもあった。

　こういう状況だから距離が近づいているだけで、ぼくは士道さんを好いてはいない。

　むしろあれは、苦手な部類に入る娘だと思ってる。

　明日、京丹波に着いて元の世界へ戻ってしまえば、きっと二人の関係は元通り。それまでと変わらなくなる。

　そうに決まっているのだ。

　ベッドに潜り込む。枕が柔らかい。新品の布団は柔らかく、寝心地は最高だった。

　夜が更ふけていく。

　士道さんは何やら、遅くまでゴソゴソと書き物をしているようだったが……。

　残念ながら、好奇心よりも眠気のほうが圧倒的に勝っていた。

　だから、その夜、彼女が何を書いていたかを知るのは、もう少しだけ後の話で。




　深夜のショッピングモールは、稼か働どうしていないはずの空調の匂いがした。





















　ガラス窓から入り込んだ陽の光で、自然と目を覚さます。

　時刻は五時前。気づけば十時間ほど寝ていた。土曜日の朝みたいに。

「…………………………」

　しばらく呆ほうけたようにベッドに座って、脳みその再起動をはかる。

「む」

　そうして気づいたことが一つ。

　──ぼく、ちょっとにおうか？

　体力が回復して、ようやく自身の衛生状態が気になり始めていた。

　一般に、不ふ潔けつな男ほど嫌われるものはないという。

　今日も一日、士し道どうさんと密着していなければならないだろうし……なるべく清せい潔けつにしておくに越こしたことはないよな。

　士道さんが眠っていたベッドを見る。

　どうやら彼女、ぼくより早起きだったらしく、姿は見えなかった。

　ぼくは念のため『ちょっと体拭ふいてくる』とベッドの上に書き置きを残してから、階下へと向かった。

　ここに来る時、モールの一階に大きめの薬局があるのを見かけていたので、そこでウェットティッシュを仕入れてこようと思ったのである。

　窓から外を見てみると、分厚い雲が空を覆おおっていた。

　──こっから先、雨が降らなきゃいいが……。

　そんな風に思いながら、階下へ向かう。

「…………ん」

　そこでは、ビニール袋にまとめられたティッシュの残ざん骸がいが、雑に店の隅すみっこに置かれていた。どうやら士道さんが先に店を利用しているらしい。

　──考えることは同じか。

　ぼくも彼女にならって男性向けのボディペーパーを摑つかみ……ふと、思い直す。

　──待てよ？　考えてみりゃ、もうここには人間がいないんだから……。

　と、そこで、ちょっとした贅ぜい沢たくを思いついた。

　それをさっそく実行に移すべく、生鮮食品コーナーからカートを持ってきて、シャンプーとリンス、ボディソープ、タオルとパンツ、シャツ、サンダル、さらにミネラルウォーター（一・五リットル）六本ほど載のせる。

　その後、モールの駐車場に出て、（一応、誰だれからも見られていないことを確認してから）ぱぱぱっと手早く、生まれたままの姿になった。

　──おお、なんたる解放感！

　状況が状況でなきゃ、通報されてもおかしくないよな。

　ぼくはまず、片かたっ端ぱしからミネラルウォーターのキャップを開け、頭の上からざぶざぶとぶっかける。

「………………ふうっ」

　暖あたたかい時期なのが幸いしてか、常温の水がむしろ心地良い。

　頭から足元に向かって、二日分の汗が流れていくのがわかった。

　そして、たっぷりのシャンプーとリンスを使って髪を、……次に、首、手、腕、胴、足の順番で身体からだを洗っていく。

　十分とかからず、ぼくは新品同様となった。

　すっきりした後は、もう一度誰にも見られてないことを確認してから、新品のシャツとパンツを装着し、さきほど綺麗に畳たたんでおいた学生服を抱かかえてモールに戻る。

　ぺたぺたとサンダル履ばきで歩きつつ、

　──正月元旦の朝って感じだな。

　妙みようにスガスガしい気分で掃そう除じの行き届いた店内を歩く。

　まるで、王様にでもなったかのようだった。

　実際、ぼくがこのショッピングモールの所有権を主張しても、それを阻はばむものは現れないだろう。この世界には、ぼくと士道さんの二人しかいないんだから。

　次の目的地は、男性向けの衣服を多く取り扱っているコーナーだ。

　せっかくだし、今くらいはちょっとおしゃれしてみても良いかもしれない。

　……なんかこう、腕にシルバーアクセサリ巻くとかして。

　そんな風に考えながら階段を上っていると……ふと、ぼくの視界に奇妙なものが映った。

　鮮あざやかな水色のドレスを着た少女である。

　彼女はどうやら、先んじてぼくの存在に気づいたらしく、逃げるようにどこかへ走り去ってしまった。

　ぎょっとして足が止まる。

　──まさか、ここにきて新しい出会いが？

　そう思うやいなや、ぼくは弾はじけるように走り出していた。

「おい、君！」

　叫ぶが、もう少女の姿は見えない。

　もちろん、逃しはしなかった。

　少女は、ぼくたちが寝床にしていた寝具ショップに逃げ込んだらしい。

　ぺたぺたぺたぺたとサンダル履きで駆かけながら店内に入り込むと、ぱっと黒いロングの髪が見えた。どうやら、水色のドレスを着た少女は、ベッドの中に潜もぐり込こんでしまったらしい。

「来ないで！」

　少女が叫ぶ。

　同時に、ぼくはほっと胸をなでおろしていた。

　どうやら、追っていた少女は見知らぬ誰かではない。他ならぬ、士道さんその人であったのだ。

「なんだ、……君だったのか」

「は？」

　士道さんがベッドの中で疑問符を浮かべて、顔だけ布団の隙すき間まから覗のぞかせる。

「他の誰かだと思ったの？」

「いやだって、……君、暗い色の服着てるとこしか見たことないし」

「なっ…………」

　士道さんの顔が、見る見る赤くなっていく。

「後ろ姿だけじゃ、全然別人に見えたよ」

「余よ計けいなお世話っ！」

　言って、士道さんは布団をばっと投げ捨てる。

　そこにいたのは、──それまでずっとぼくが抱いていた〝魔女〟のイメージとは一線を画する士道さんの姿であった。

　ずいぶんと複雑な刺し繡しゆうが施ほどこされたワンピース。

　肩に羽は織おった白いレースのケープが、身体のラインを華きや奢しやに見せていて、胸元にある、見たこともないくらい大きな宝石のついたネックレスも良いアクセントになっていた。

「こりゃまた……ずいぶんと高そうな……それ、おいくらですか？」

「ワンピースだけで十三万六千円。……ネックレスは、怖くて値札が見られなかったわ」

　ひええええ。

「最新のゲーミングパソコンが買える値段じゃないか」

「うるさいっ。なんでもかんでも、ゲームにたとえないでよっ」

　士道さんの顔は今や、耳の先まで赤く染まっている。慣なれない格好をしていることは本人も承知の上らしい。

　それから数秒ほど、なんと言えばいいか迷ってから、

「すげー綺き麗れいだな」

　しっかりフォローしたあと、

「でも、この後どこかのパーティ会場へ行くつもりじゃなけりゃ、着替えた方が無ぶ難なんだぜ」

　と、軽い皮肉を言ってやることに。

　すると士道さんは、心底不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆ根ねを寄せて、立ち上がった。

「……ちょっとした気の迷いで着てみただけ。もう二度と着ないわ」

「そうか？　そう捨てたもんじゃないと思うけど」

「私の趣味じゃないって言ってるの。……それにあなたの言うとおり、こんな格好で旅するわけにはいかない」

「ぼくは一向に構わないぞ。スカートをなびかせて高速を走ろう」

「楽しいのは最初の数分だけよ。すぐに鬱うつ陶とうしくなる」

　──そりゃあ残念だ。

　思わず口元に笑みを浮かべていると、

「……言っておくけれど、あなたの格好だって、へんちくりんなのよ？」

　士道さんが、これまでの逆襲とばかりに指摘する。

　まあ、確かにおっしゃる通り。今のぼくは、下はトランクスにサンダル、上はシャツ一枚だけという、あまりにもラフすぎる格好だ。

「さっきちょっとばかり水浴びしてきてね」

「なにそれ、ずるいわ！」

「君もしてきたらいいじゃないか」

「……シャワーの出る施設を見つけたの？」

「いや。外で水浴びしてきた。薬局にあったミネラルウォーターを使ってね」

「え。……それってつまり……」

「外で素すっ裸ぱだかになる必要がある」

　すると士道さんは、唇くちびるをアヒルのように尖とがらせて、

「あなた、そんな恥知らずな真ま似ねしたの？」

「したとも」

「ばか」

　そうこうしているうちに、時刻は六時を回っている。

　その後ぼくたちはしっかり支し度たくしたあと、適当にお茶とおにぎりで朝食を済ませて、旅を再開した。
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　それは、道中のパーキングエリアで軽くコーヒー休憩をとっている時のことだった。

「ねえ、四し条じようくん」

　士道さんは今、Ｔシャツにショートパンツという、いつもよりラフな格好（とはいえ、黒くろ尽づくめであることに変わりはないのだが）になっている。

　ぼくは彼女の白いふとももに吸い込まれそうになる視線を理性的に逸そらしつつ、

「ん？」

「四条くんってさ。あれだよね」

「どれだよ」

「私のこと、……わりと公平な立場で見てくれるわよね？」

「ふむ」

　小さく首しゆ肯こうする。

「〝公平〟の意味にもよるけど」

「じゃ、教えてほしいんだけどさ。……私って、男子から見て、そんなにイヤなやつかしら」

「そうだな」

　率そつ直ちよくに答えると言った手前、適当なおためごかしは無用だ。

「君、女にはモテるけど男にはモテないタイプだよな」

「……男女問わずモテない人に言われたくないけれど」

　オタクに生まれて良かったことがある。

　こうした小さな皮肉に対する、圧倒的な耐性だ。

　ぼくは肩をすくめて、

「男に好かれたいなら、もうちょっと馬ば鹿かっぽい方が良いんじゃないか」

「……どういう意味？」

「跳はねっ返かえりの女ってのは、いつの時代も嫌われるってことさ」

　後になって思うことだが、近年稀まれに見るレベルで童貞丸出しの屁へ理り屈くつである。

「それじゃああなたは、男子にモテるために馬鹿を演じろっていうの」

「ぶっちゃけるとね」

「イヤよ、そんなの」

　士道さんは唇を尖らせる。

　ぼくはコーヒーをぐびぐびやって、ニヤリと笑った。多分、この時はクールに見えると思い込んでいたのだろう。

「じゃ、今のままでいいんじゃないか」

「……んむ。そうかしら」

「君、顔もスタイルも恵まれて産まれてきたんだから、性格が多少アレでも付き合ってくれる人が現れるだろ。そのうち」

「そのうちって、いつのことよ」

「ぼくが見たところ、たぶん、大学に入れば引く手あまたってところだな。……でも、あんまり早い時期に相手を見つけない方がいい」

「どうして？」

「学生時代の恋愛なんて、ごっこ遊びの延長に過ぎないからさ。……それでヘンな野郎に絡からまれた結果、男に幻げん滅めつしちまうって展開もある。そうなると、素敵な相手が目の前にいるのに、それに気づかなくなっちまうんだな」

　あくまで、漫画やドラマで得た知識だけど。

「んーむ……」

　それでも、そういう世界に詳くわしくない士道さんには、ぼくの意見が目新しく思えたらしい。

「あなたはどうなの？」

「え？　ぼくぅ？」

「うん。……あなたは、どういう私なら、……えっと」

　そこで、しばし言葉を選んでから、

「……悪くない感情を抱くのかしら」

「なんでそんなことを聞く？」

「だってチャンスじゃない。男子の正直な意見を聞くチャンスよ、これは」

　ぼくは少し首をひねって、……考えに考えた末、答えを出した。

「そう言われても、正直わからないな」

　頭の隅っこには、あの水色のワンピースを着た少女の姿が映っている。

「素直に、君のことは美人だと思うけど、趣味が合わないじゃないか」

「しゅみ？」

「うん。ぼくが思うに、オタクはオタクとくっつくのが一番平和なんだよ」

「そうかしら」

「君とぼくは、世界観が根本的に違うだろ？　……ほら、例えば、休日の昼飯とかさ、ぼくは、松まつ村むらとか林はやし原ばらくんとかとゲームとかアニメの話をして過ごすのが好きだけど、君は違う」

「確かにそうね」

「クラスの女子がよく話す……誰それと誰それが付き合ってる、とか。理想の相手がどう、とか。正直ぼくにはそういうの、ほとんど興味がないんだ。そーいう相手と必死で話を合わせなきゃならないのなんて、けっこう気き詰づまりじゃないか？」

「じゃあ、四条くんは今、私と話してるのが気詰まりなんだ？」

　士道さんが目を逸らす。

　一瞬、「ひょっとしてぼく、調子に乗りすぎてる？」と思ったが、

「そう」

　と、断じかけて、

「……とも、言えないかもしれないっす」

　アクロバティックな着地を果たす。

「どういう意味？」

「今は状況が特殊だからさ。案外、君と話すのも悪くないと思ってる」

「あら、そう」

「……実を言うと、ぼくでもちょっと意外なことでさ。だから、もうちょっと研究が必要だな、君とのことは」

「ふーん。研究、ね」

　ぼくの言い回しがヘンテコだったからか、──あるいは、めっちゃ早口で話すぼくの姿が滑こつ稽けいだったのか。

　士道さんは、いつもの余よ裕ゆう綽しやく々しやくな態度に戻って、

「よぉくわかったわ。陸りく太た郎ろうも、私とおんなじくらい不器用だってこと」

　ぼくはなんだか見み透すかされた気分になって、顔をしかめる。

「そうとも。ぼくは不器用だとも……」

　言って、コーヒー缶をゴミ箱に放り投げると、さっさとこの話題を切り上げることに決めた。

「ま、いいや。さっさと次に行こう、次」

「りょーかい」

　一本取られた気持ちになりながら、ぼくは原付にまたがる。

　ぼくの呼び名が、「四条くん」から「陸太郎」に変化していることに気づいたのは、それから数十分後のことであった。

　……まあ、だからといって、ぼくたちの関係に特別な変化が起こった訳わけじゃないけど。

　──ひょっとすると士道さんとは、そこそこ仲良くなれるかもな。

　そんな、淡あわい期待が生まれていた。
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　気が遠くなりそうなほど延えん々えんと続く山間の道を通って静岡県を抜け、ようやくの思いで愛知県にたどり着く。

　愛知に入ってしばらく走ると、ぱっと道路が開けて、いかにも「都会に来た」という景色へと変わっていった。

　住宅街、公園、商店街、工場。

　そうした、ヒトの気配のない建造物の数々を横目に通り過ぎながら、ぼくたちは伊い勢せ湾わんを越える。

「これで、おおよそ三分の二を走りきったことになるわね」

「……よし」

　このペースなら、暗くなるまでには京きよう丹たん波ばに着けるだろう。──そう思っていると、ちょうど正午を過ぎたあたりで、空から雷の音が聞こえ始めて……、それから数分もせず、ぽつ、ぽつと雨が降り始めた。

　そこでぼくはいったん原付を停車させ、持ってきたレインコートを取り出す。

「一つ聞いていいか」

「なに？」

「いま、ふと疑問が湧わいてきたんだが。……ひょっとして京丹波まで行くのに、時間制限があったりとか……ないよな？」

　すると士道さんはちょっとだけ顔をしかめて、

「もしそうなら、バカみたいなドレスを着て遊んでたりしないわよ」

　まあ、それもそうか。

「でも、〝バカみたいな〟は余計じゃないか？」

「余計じゃない。本当に、気の迷いだったわ」

「黒ばっかりじゃなくて、ああいうのも似合うと思うけど」

　士道さんはその言葉を無視した。

「それにしても、……この天気、これからどうなるかしら？」

「本格的に降ってきたらどうする？」

「すぐインターを降りましょう。事故を起こしたり、風邪なんか引いてしまったら元も子もないわ」

「……そうだね」

　それから十数分後のことである。

　持ってきたレインコートなどでは防ぎきれないほどの雨が辺りに降ふり注そそいだのは。

　数メートル前も見えないレベルの豪雨に、ぞっと背筋が凍る。

　──これはちょっとまずいな。一刻も早く高速道路から降りないと。

　そう思った、次の瞬間であった。

「………………、──っ！」

　原付が一瞬、ふわりと羽のように浮かび、ハンドル操作を受け付けなくなったのである。

　──あ、これ、知ってるぞ。

　なんか強力な水系の必殺技みたいな名前なので記憶に残ってる。ハイドロプレーニング現象というやつだ。

　ぼくは冷静だった。こういう時は下手にジタバタしてはいけない。落ち着いてこの現象が収まるのを待つべきだ……と、事前に教わっていたためだ。

　そっとアクセルから指を離し、手のひらでハンドルを固定。スピードを緩ゆるめながら、危機が去るのを待つ。

　後続車に追突される心配がないため、今回は落ち着いて対処することができた。

　原付が完全に停車したのを確認してから、ぼくは叫ぶ。

「今のは危なかったな！」

　……と。

　そこで違和感。ずっとぼくの腰に巻かれていた両腕が消えていた。

　振り向くが、そこに士道さんの姿がない。

　見ると、彼女はぼくの十メートルほど後ろで、アメコミに登場するスーパーヒーローがよくやるようなポーズで片かた膝ひざ立だちしていた。

　どうやら危険を察知して、一足早く原付から飛び降りていたらしい。

　安あん堵どする一方、ぼくはヘルメットを地面に叩きつけ、こう叫んでいた。

「馬鹿っ！」

「…………………あ、あ、あ、……うん」

　士道さんも、まだ緊張冷めやらぬ状態らしい。

　ぼくは彼女に駆け寄り、さっとその両足を確認する。

「あっ、ちょ、ちょっと……なに気安く触って……」

　気にせず、少し赤くなっている箇所を軽く指で押す。

「痛みは？」

　士道さんは少し視線を逸らして、

「…………ない」

「そうか」

　膝のあたりの皮ひ膚ふを少し擦りむいていたが、大事なさそうに見える……が、まだ安心はできない。しばらくして痛みが出てくる場合もあるためだ。

　もちろん、腹を立てている理由はそれだけではなかった。

　雨でぐしゃぐしゃに濡ぬれた前髪をかき上げ、ぼくはなるべく理性的に話す。

「いいかい、士道花か織おり。走っているスクーターからああいう風に飛び降りるのは、ものすごく危険なんだ。ぼくにとっても、君にとっても。わかるよな？」

「うん」

「もう二度としないでくれ」

「うん」

　話はそこまでだった。

　土砂降りの中、だだっ広い道路の真ん中でだらだら説教をしても始まらない。

「次のインターで降りて、今日は休もう。……いいよな？」

「うん」

　そこから先は、なんとなくお互い無口になって、とにかく落ち着ける場所を探すことになった。

　インターを降りて十数分ほど走ると、ちょうど大きめのアーケード商店街があったので、一時的な避難所としてそこへ入り込む。

　原付を止めて、近場にあったコンビニでタオルを見つけ、ざっと身体を拭く。

　少しだけ休憩を挟はさんでから、

「なあ」

「なに」

「足、痛んできてないか？」

「いえ」

　さっきからずっとこんな感じだ。

「今日はどこで休む？」

「……少し歩いて、良いところを探しましょう」

　それから、ぼくは原付を押しながら歩く。

　アーケードの外では今も、天地がひっくり返ったみたいな雨が降り続けていた。

　どうやら、ここの商店街はほとんどシャッター通りになっているらしく、休めそうなところはなかなか見つからなかった。

　──こりゃ、雨の中走り回って寝床を探すことになるかもな。

　すでにこの辺は、〝大雨〟という言葉では物足りないレベルの雨量に達しつつある。

　どうやら〝鏡の国〟にも台風は存在するらしい。

「なあ、士道さん」

「なに」

「君、本当は痛いの我が慢まんしてるだろ」

　すると士道さんは、いつもの不機嫌そうな表情になって、

「しつこい。痛くないって言ってるでしょ」

「噓うそだ」

「なんでそんなこと、」

　ぼくは彼女の左膝を指差す。

「さっきから、血がじんわり滲にじんでるぞ」

「……………あら」

　不機嫌な表情から一転、士道さんは苦い顔を作る。彼女の膝から血が滴したたって、脛すねのところまで流れ出ていた。

　ほらみろ。スーパーヒーロー着地は膝に悪いのだ。

「今夜の宿探しはぼくに任まかせてくれ。君はさっきのコンビニに戻って、休んでいるんだ」

「嫌よ」

「なんで」

「そうなったら、あなた一人で雨の中をあちこち走り回ることになる」

「別に、それくらい……」

「怪け我がしたのは私のミスよ。足を引っ張れないわ」

　……だから。

「そういうのが一番困るんだ。君が苦しんでいるっていうのに、ぼくがまったく平気でいられるとでも思っているのか」

「……だいじょうぶ」

「だから、なにが大丈夫だって……」

「こうなったら仕方ないわね。──魔法を使うわ」

「え」

　そうして士道さんは、鞄かばんからジップロックに入れてある、一枚の白い紙を取り出した。

　そして、それを自分の左膝の上に載せる。

　白い紙の上に、じんわり血が広がっていくのがわかった。

「何を…………？」

　ぼくが目を丸くしていると、士道さんは今まで聞いたことがないような低い調子の声で、こう唱えた。




『穢けがれよ転うつれ、穢れよ転れ。……我がししむらを、あるべき姿に戻しなさい』




　するとどうだろう。

　白い紙に広がっていた赤いものが、一瞬どす黒く変色して、……そのまま、火で炙あぶったみたいにボロボロと崩くずれていった。

　紙は空気に溶とけ、煙けむりのように消滅していく。見ると、擦りむいていた膝は綺麗さっぱり元通りになっていた。

「すっげぇ…………！」

　ぼくはというと、……正直、それまでのモヤモヤした気持ちなど綺麗さっぱり吹き飛ぶ勢いで驚いていた。

「す、すごい！　士道さん、君、本物じゃないか！」

　すると士道さんは、ちょっと眉をいからせて、

「何が？」

「やっぱり君、本物の〝魔女〟だったんだろ？」

「違うわ」

「〝魔女〟が気に入らないんなら、……〝魔法使い〟とか？」

「言ったでしょ、私は〝魔女〟でも、〝魔法使い〟でもない」

「でも、いまのってあれだろ？　回復魔法ってやつだろ？　よくゲームとかで出てくるやつ」

　士道さんは少し長めのため息を吐く。

「男の子って、みんな同じ反応なのね」

「えっ」

　一瞬、言葉に詰まった。

「昔、人前でこの魔法を使った時も、同じことを言われたわ。なんか……ほいみ？　だかなんだか。そういう、ゲームに出てくる呪文みたいだって」

「じゃあ、今のは魔法じゃないのか？」

「魔法よ」

　──なんだそれ。

「魔法を使えるんなら、君は魔法使いってことでいいんじゃないか？」

「違う。違うわ。もうぜんぜん違う」

　どう違うんだろう。……というか、彼女は何を意い固こ地じになっているんだろう。

　──ひょっとしてぼくたちが〝鏡の国〟に来てしまった理由と何か関係があるのか？

「………………」

　士道さんは、それでこの話はおしまい、とばかりに膨ふくれ面つらを晒さらしている。

　──やれやれ。

　まあ、あれこれ推理する前に、落ち着ける場所を見つけないとな。

　本当はもっと詳しく話を聞きたかったが、それについては次の機会に預あずけることにしよう。

「それじゃあ、もう歩けるんだな？」

「もちろん」

「なら、スクーターはここにおいて、ちょっと商店街の先まで行ってみよう」

「休めるところ、あるかしら？」

「この先は駅があるみたいだし……たぶん、ホテルくらいあるだろ」

　それと、できれば近くにコンビニがあればベストだ。

　とにかく、雨に濡れずにゆっくり休める場所を見つけなければ。
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　それからぼくたちは、ほとんど濡れネズミになりながら街をさまよい、ようやくの思いで一つの建物を発見した。

　いざ見つけてみるとそこは「なんで最初からここを目指さなかったんだ」と思わせる程度には目立つ建物で、フロントにふかふかの絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられた、ずいぶん立派な内装のビジネスホテルであった。

　ぼくたちはひとまず、フロント奥で二部屋分の鍵を手に入れた後、荷物を置いて、ちょうどホテルの向かい側にあったコンビニへと向かう。

　一応、賞味期限に気をつけつつ、生ものを避けて夕食を選んでいく。

　──サンドウィッチ一つに弁当、五○○ミリリットルのお茶とジュースを二つずつ……。それと、懐中電灯にろうそく、ライター、替えのパンツにウェットティッシュ、タオルと歯ブラシ……は、向こうにあるか。

　こんなもので十分かな、と思っていると、

「よいしょっ」

　士道さんがカゴに詰め込んだものを見て、目を疑う。

　──弁当を六種類。サラダは全種類。おにぎりを片かたっ端ぱしから。甘いものを大量に、味み噌そ汁しる、カップ麺めん、酒のツマミみたいなお菓子をカゴいっぱい。

「それもしかして、一人分？」

「もちろん」

「……食いきれるのか？」

「うん。魔法、使うとね、ものすごくお腹が空すくのよ」

「へえ……」

　そういうものなのか。

「それじゃあ私、そろそろホテルに戻るけれど」

「そうか。……ぼくはもうちょっとここにいるから、先に部屋に戻っててくれ」

「？　なんで？　他に何か必要なもの、ある？」

「まあ、いろいろと」

　ぼくは、いかにも忙しそうに棚を物色するふりをした。「耳みみ栓せんいるかな？」とかつぶやきながら。

「…………。わかったわ」

　言って、士道さんはカゴを抱えてコンビニを出る。

　その後姿を見守った後、……ぼくは耳栓をそっと棚に戻して、コンビニの隅っこに陳列されているわいせつ物に目をやった。

　──よし。やるぞ。

　心のなかで頷うなずき、忍者のような足取りでそこへと向かう。

　正直言ってその時、ぼくの中にあるムニャムニャは、すでに限界を迎えようとしていた。無理もない。昨日からずっと、士道さんと密着した状態で原付を走らせているのだ。これで何も感じないのであれば、むしろその方が健全とは言えないだろう。

　ぼくは『成人向け』と題された棚の雑誌に素早く視線を走らせて、鏡文字になっている文字列を解読していく。

　──『淫いん夢む。～制服を着たあの娘～』。

　──『初夏、薄着の誘惑』。

　──『おじさまのせいで変態になっちゃいました☆☆☆☆』。

　なおこれは、我が人生においてほぼ初となるエロ本体験である。

　ポルノはインターネットで事足りる世代なため、このように手で触ふれられる媒体のエロはかなり新鮮だった。

「案外悪くないな、こういうのも」

　とか、意味もなく独ひとり言ごちたりして。

　──バイクで旅行中の二人が恋仲になって……みたいなシチュエーションのやつはさすがにないかな？

　とか考えていると、

「ねえ、陸太郎」

　いつの間にか士道さんが戻ってきていることに気づく。

　瞬間、ぼくは実にそれとなくエロ本コーナーの横にあったファッション誌を手に取り、神妙な表情を作って『この夏もっともイケてるメンズジャケットの着こなし方』とかいう記事の吟ぎん味みに移行した。

「ねえねえ、陸太郎」

　──見られたか？

　背中に冷や汗をかきながら、まるでいま士道さんの存在に気づいたかのような素そ振ぶりで顔を上げる。

「おや？　士道花織さん？　なにか御ご用ようですか？」

「なによ、そのヘンテコなしゃべり方。なんでフルネームなのよ」

「イヤ、ベツニ、ナントナクデスケド」

「…………。ま、いいわ。ねえ陸太郎、私にいい考えがあるんだけど」

「ハイ、ナンデショウ？」

「今日はもう雨が止みそうにもないし、……でも、時間はたっぷり余あまってるじゃない？　だから私、ちょっと手間かけて、お風呂に入りたいと思うんだ」

「お風呂？」

「うん。カセットコンロを集めてきて、お湯を沸わかすのよ。ちょうどホテルには浴よく槽そうがあるみたいだし。ねえ、いい案だと思わない？」

　なるほど。確かに悪くない。

　ぼくも、雨に打たれて冷えた身体を、芯しんから温あたためたいと思っていた。

「だが、風呂桶一杯分の水を運んでくるのが手間だな……」

「それはだいじょーぶ。部屋の近くに、ウォーターサーバーに使う水の在庫がたくさんあったからね」

「へえ、ツイてたな」

　士道さんの思いつきに感心するふりをしながら、そっとファッション雑誌を棚に戻す。

「じゃ、さっそく始めようぜ」

　そして、自分の荷物を手にとって、足早にコンビニを去ろうとした。

　──よし、なんとかごまかせそうだ。

　と、内心、安堵していると、

「ところでこれ、落としたよ」

　彼女が手に取った雑誌には、『淫夢。～制服を着たあの娘～』という文字が……、

「う」

「あ」
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　士道さんがぼくの半径二メートル以内に接近してこない。

　──言っとくが、君の身を守るための止やむに止やまれぬ措そ置ちでもあったんだぞ。

　……とは、さすがに面と向かって言うわけにもいかず。

　ぼくは水面に石を投げ込むような努力を繰り返すことで、関係の修復を目指した。

「そーいや、カセットコンロってどこに置いてるんだろうな？」

「…………………」

「でかいスーパーなら売ってるかな？」

「…………………」

「たぶん、ホームセンターとかなら間違いないんだけど。あっ、そういえば昨日、モールのキャンプコーナーにもあったような気がする」

「…………………」

「そういえばこの辺、ドンキとかないのかな？」

「…………………」

「せっかくだしちょっと行ってみたいかも。なんか色々便利なものが見つかりそうなイメージ」

「…………………」

「前々から、あそこで売ってるよくわからんパーティグッズで遊んでみたかったんだよなー」

「…………………」

「あのぉ、花織さん？」

「…………………」

「そろそろ何かおしゃべりしませんか？」

　言うと、

「ねえ、陸太郎」

　少女はいつになく昏くらい目でぼくを振り向いた。

「男の子って、三日も我慢できないものなの？」

　──お、お、おぉぉぉぉ……。

　あまりにも直ちよく截さいな問いかけに、ぼくは自分の首を締しめて息いき絶たえたい衝動に駆られる。

　母さんにＤドライブの中身を覗かれた時以来の気まずさだ。

「……どうだろう。人によると思うけど……」

「ふーん。じゃあ陸太郎は、我慢できないほうなんだ？」

　いやいや。

　ぼくだって、いつもの家族旅行とかならこんな風にはならない。

　ただ今回は、……あまりにも長時間、異性と接触しているという事実が……その。……しょうじき、しんぼうたまらんくて……。

　とはいえ、男子のデリケートな事情を率そつ直ちよくに話すほど、ぼくは恥知らずではない。

「あれはまあ、ちょっとした気の迷いだよ。気にしないでくれ」

「気になるに決まってるじゃない。身の危険を感じるわ」

　なんという言い草だ。

「ひょっとしてあなた、私がバイクの後ろに乗ってる間もずっとモヤモヤしていたんじゃないでしょうね？」

「だとしたらどうする？」

「一人で京丹波まで行くわ。歩いてね」

　まだ数百キロは残ってるんだぞ。何日かける気だよ。

「……何も、そこまで……」

　すると士道さんは、ちょっといたずらっぽく目を細めた。

「と、いうのはさすがに冗じよう談だん。けど私、こういう状況で猫みたいに発情してるのはどうかと思うの」

「しかし君、劣情は時と場所を選ばないモンだ。それを何らかの形で解消しなければ、スクーターの運転に支し障しようを来すかもしれない」

「ふうーん……」

　そこで、士道さんのスイッチがカチッと入る。

「それ、私に納得させられる？」

　この数日で、わかったことがあった。

　どうやら彼女は、何事も議論せずにはいられぬタチらしい。

　あるいは、彼女なりにぼくを理解しようと努力してくれているのかもしれないが……。

「いいだろう」

　ぼくはそれを、真っ向から受けて立つ。

　それは、ぼくと士道さんだけに通じ合う、ゲーム開始の合図でもあった。

　大雨の中、ぼくは『ポルノがいかに多様な犯罪を防ぎ、社会に貢こう献けんしているか』というテーマでロジックを組み立てていく。

　妙な話だが、ぼくたちは互いの意見が一いつ致ちしないたびに仲良くなっている気がした。

　それまでずっと、意見の合う他人とだけが仲良くなれるものだと思い込んでいたが。

　こういう形の友情もあるらしい。
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　それからぼくたちは豪雨の中を歩きまわり、ようやくの思いでホームセンターの小型店舗を発見した。

　まず、防水仕様のリュックを手に入れ、その中に必要なものを取り込んでいく。

　カセットコンロ二台に、カセットガスを二ケース。

　それとせっかくなので、それまで使ってきた安物のビニールカッパを捨てて、ナイロン製の高価なやつにアップデートしてみたり。

　──一応これで、風呂の準備に必要なものは揃そろったことになるな。

　それにしても、ホームセンターってのはなんでこう、人をワクワクさせるオーラに満みち溢あふれているんだろう。

　ぼくは店内にある様々な工具（電動ドリルとか）を眺ながめつつ、一人悦えつに入っていた。

　こうしていると、意味もなくオリジナルの本棚とか作ってみたくなる。ぴったり文庫本が収まるタイプのやつ。

「ねえ、いつまでここにいるの？　つまらないわ」

　……と、そこで、ぼくとは真逆の考えを、連れ合いのお嬢様がのたまった。

「つまらないことないだろ。最高じゃないか」

「そう？　どこが？」

「こうして色んな材料と道具を眺めていると、なんだか想像力が刺激されないかい」

「別に。出来合いのものを買ったほうが頑がん丈じようだし、確実じゃないかな」

　わかってないなあ。

　女の子っていうのはなんでこう、どいつもこいつもロマンが欠けつ落らくしているんだろう。

「あっ。いま陸太郎、私のことを『つまらない女だ』って思ったでしょう」

「思ってないよ」

「思ってるっ」

「君がそう思いたいなら、勝手にそう思ってたらいいんじゃないか」

　むーっ、と、唇を尖らせる士道さん。

　と、そこでぼくは、実に有意義な発見をした。

「あっ、これ、使えるんじゃないかな」

　乾電池式の照明器具を見つけたのである。パッケージを見た感じ、結構な光量で照らしてくれるらしい。

「これさえあれば今夜、手探りで飯を食わずに済すむぞ」

「……まあ確かに、それは使えそうね」

「ほら。こんな風にあっちこっち見て回ってると、ちょっとした宝探しみたいで楽しいじゃないか」

「んーむ」

　何やら珍ちん妙みような返答をしたきり、士道さんは押おし黙だまる。

　どうやらそれは、彼女が心動かされている時の合図らしい。
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　その後、草刈り用の鎌かまとか、チェーンソーとかが並べられているコーナーを二人で歩いていると、ふとした疑問が頭に浮かんだ。

「なあ、ちょっとばかり突とつ飛ぴな質問してもいいかい？」

「どうぞ」

「この鏡映しの世界って、なんかモンスター的な存在は生息してたりしないの？」

「はあ？」

　士道さんの眉がぴくっと段違いになる。

「……確かに突飛な質問ね」

「さっきぼくに魔法を見せてくれただろ？　魔法があるなら、モンスターがいたっておかしくないかな、と思ってさ」

　すると士道さんは、極きわめて難解な数学の問題を出されたような顔つきで、

「えっ、ちょっと意味がよく……。魔法とモンスターには何の関係もないように思えるけれど。……ひょっとして、またゲームの話？」

「いいや。ただ単に、人知を超えた力が存在するなら、人知を超えた生き物がいてもおかしくない、と思っただけだ」

「そうかなあ？」

「実は……君って、みんなに隠れて悪しき怪物と戦う、日曜朝にやってる女児向けアニメのヒロイン的なサムシングなんじゃないか？」

　一瞬、鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔の士道さんと見つめ合う。

　──さすがにこの話題は、ちょっと踏ふみ込こみすぎか？

　と、内心冷や冷やしていると、士道さんはちょっと口元を押さえて、

「ぷふっ。……くふふふふ……」

　と、吹き出し、

「うふふふふ。あなた、私のこと、そんな風に見てたの？」

　遂ついには、声を上げてけらけらと笑い始めた。

「……そうだけど」

　どうやら、ぼくの推理は空から振ぶりらしい。

　まあ、ウケたからいいか。

「陸太郎ってときどき、びっくりするくらい想像力豊かになるのね」

「そう言うなよ。君が徹てつ底ていした秘密主義を貫つらぬくのも悪いんだぞ」

　内心、苦虫を嚙かみ潰つぶしながらそっぽを向く。

　放っておくとこのままからかわれ続ける気がしたので、ぼくはさっさと話題を変えることにした。

「なあ士道さん」

「なに？」

「さっき君、不思議な力を使ったよな？　怪我を治したやつ」

「うん」

「他に何ができる？」

「知りたいの？」

「そりゃまあ」

「なんで？」

　少し考えて、

「大した理由じゃない。見み世せ物ものとして面白そうだと思ったからさ」

「そう」

「不愉快だったか？」

「なんでそう思うの」

「デリケートな話題かと思って」

「別に」

　士道さんが首を横に振る。彼女の口元にはまだ、小さな笑みが残っていた。

「私だって最初は同じ。マジック・ショー感覚だったもの」

　そうか。

　……ってことはこいつ、誰かに魔法を教えてもらったってことかな。

「ちょっと待っててね。その時見せてもらった魔法が……たしか、この辺に……」

　そうして鞄から取り出したのは、ごく普通のビー玉にしか見えない、丸型の水晶体である。

「これ」

「……なんだそれ。どういう効果なんだ？」

「これを見ると、きっと陸太郎は喜ぶでしょうね。……火の玉を作り出す魔法よ」

「ほほぉー。それは、ファイアーボール的な？」

「そんなとこ」

　そして士道さんは、先ほど怪我を治した時と同じ声色でつぶやく。




『火よ。原初の同胞はらからよ。……我が手のひらで、あるべき姿を示しなさい』




　そして、ぼっと士道さんの手のひらが燃え上がる瞬間を見る。

「うわっ！」

　その勢いが思いのほか強かったものだから、思わず悲鳴を上げてしまった。

　見ると、彼女の手のひらから数センチほど浮いて、こぶし大の赤い炎球が浮いている。どうやら火の中心部には、先ほど彼女が取り出した水晶玉があるらしい。

「どう？　すごいでしょ」

「それ、熱くないのか？」

「ぜんぜん？」

「ほーう……」

　そして、ぼくがちょっとその火球に手をかざそうとすると、

「ダメ！　危ない！　無害なのは私に対してだけよ。……これにちょっとでも指を突っ込んでごらんなさい。あっという間に皮膚が焼けただれて、指を切り落とす羽は目めになるわ」

　なにそれ、怖こわ。

「ちなみにこれ、どういう風に使うんだ？」

「お祖ば母あちゃんは……そうね。スズメバチの巣を焼くのに使ってたわ。ボールみたいに投げつけるのよ」

「へえ。お祖母ちゃん、か」

「うん」

「ひょっとして、君の魔法のお師匠さんはその、……お祖母ちゃんなのか？」

「そう。言ってなかったっけ？」

「聞いてないぞ」

「あらそう」

　ずっと秘密にしてたくせに、よく言う。

　ぼくはこの機会に謎を解こうと、質問を続けた。

「君のお祖母ちゃんは、なんで魔法が使える？」

「お祖母ちゃんのお祖母ちゃんから教えてもらったって聞いたわ」

「へえ。……やっぱり、ハリポタみたいに魔法使いの世界があるのかな」

「んーん。魔法が使えるのは、お祖母ちゃんで最後なの。お祖母ちゃんは、この世界で最後の〝魔力のある人間〟なんだって」

「世界で最後？　じゃあ、君は？」

「私？　私はお祖母ちゃんが魔力を込めたアイテムを使って、擬ぎ似じ的てきに魔法を再現してるだけよ」

　なるほど。だから「〝魔女〟じゃない」と言い張っていたのか。

「ところで、ぼくたちがいるこの空間は、君の使った……その、……魔法のアイテム的なヤツのせいで作り出されたって考えていいのかな」

「うん。そう」

　ぼくは、さっと腕時計に視線を走らせて、

「十二時五十三分。犯人、自供しました」

　事務的に言う。

　士道さんはちょっとだけ気まずそうに眉根を寄せて、

「その節せつはごめん。けど、お陰かげで私みたいにカワイイ娘と仲良くなれたんだから、ツイてたわね」

「言ってろ、『性格ブス』」

「うぐっ」と、士道さんが火球を浮かべてない方の手で胸を押さえた。

「いまの一言、ナイフより深く刺さったわ……」

　言いながら、〝魔女〟の口元には笑みが浮かんでいる。

　きっと、ぼくの顔も似た表情を作っていたことだろう。

　──ずいぶん面倒な目に遭あわされてるってのに、我ながら寛かん大だいなヤツだな。

　この話を、一昨日おととい聞かされなかったことを幸いに思う。

　もしあの時、全ての情報を一度に知ってしまったら、ぼくはきっと、士道さんを傷つけるような真似をしていたに違いない。

「……だったらその〝魔法のアイテム〟を使って、戻ることはできないのか」

「もちろん、できればそうしてる」

　だよな。

　──だんだん事態の全容がわかってきたぞ。

「まとめると、……君は、何かの魔法を間違って発動させてしまった。それでぼくたちはこの世界に転移することになってしまった？」

「うん」

「もちろん君はすぐ魔法を解こうとしたが、うまくいかなかった。──君が本物の〝魔女〟じゃないから」

「そうね……」

「んで、ぼくたちは今、君の魔法のお師匠さんを頼って、京丹波までの道のりを進んでいる？」

「そういうこと」

　そして、士道さんは少し哀かなしげに笑った。

「やるじゃん。名推理」

「このくらい、小学生でも想像できる」

　そっぽを向く。

　その時、ぼくの頭に浮かんだイメージは、『ひみつ道具の扱いに失敗したドジなメガネ小僧が、猫型ロボットに助けを求めて冒険に出かける』って感じで。

「でも、頼りになるのか、君のお祖母ちゃんは」

〝ドジなメガネ小僧〟役の少女は、ぽん、と胸を叩いて太たい鼓こ判ばんを押した。

「もちろん。この世界で一番、ね」

　彼女がそう言うなら、疑いを抱く余よ地ちはない、が。

　だが、根本的な謎がまだ、残されていた。

　──どうしてぼくなのか？　なぜ、それまで〝魔女〟と縁もゆかりもなかったぼくまで、この〝鏡の国〟に閉じ込められる羽目になっているのか？

　それまで幾いく度どとなく繰り返してきた問いかけ。

　その時もまた、

「ごめん。きっとそのうち話すから」

　と、はぐらかすばかり。

　ぼくは大きく嘆たん息そくする。

　本来なら、首を締めてでも真相を聞き出してやりたいところだが。

「……貸しだからな」

「わかってる」

「なら、今日はここまでだな」

　それでいい。

　明確な予感があった。

　きっとぼくがすべてを知ってしまった時、ぼくたちの関係はそれまでとは全く違ったものに変わってしまうだろう、と。

　だから、今はこの関係のままで。

「でも、そのうち……」

　と。

　そう言いかけた瞬間であった。

　──ん？

　士道さんの手のひらから、ぽろ、と火球がこぼれ落ちたのを見たのは。

「あっ」

　二人揃って、大きく目を見開く。

　火球は一瞬、風船のようにふわりと中空に浮き上がり、……よりにもよって、木材が並んでいる棚に着弾した。

「し、しまったあ！」

　士道さんがここまで素すっ頓とん狂きような声を上げたのは、この数日で初めてのことである。

　乾かわいた木材は、実に良い燃料であった。

　目の前で、ごお！　と火柱が立つ。

　ぼくは慌あわてて、近場にあった消火器を引っ摑んだ。

　だが、焦あせってレバーを引いたせいだろう。消火器のホースは右に左にと蛇へびのように暴れ、辺り構わず白い粉を撒まき散ちらす。

「あっ、あっ、あっー！」

「何してんの、ばか！」

　火は一瞬にして燃え広がり、やらかしたユーチューバーの動画を思わせる勢いであたりを煙で満たしていった。

　ぼくはというと、混乱のあまり消火器を火中に投げ入れるという謎の行動の後、

「よし。……逃げよう」

　そう提案する。

「でもここ、宝の山なんでしょう？」

「そんなこと言ったっけ？」

「言ってた」

「じゃあ、忘れてくれ。もうこんなところに用はない」

「うん」

　士道さんも口元が引きつっている。

　と、その時だった。

　ぼん！　と、嫌な音を立てて、何かが爆発したのは。見ると、草刈り機に使う燃料缶に引火したらしい。

　ぼくは必要な荷物だけひっつかみ、叫ぶ。

「急ごう！」





　　　　　＊






　──不法侵入に窃盗。そして放火まで……。

　まったく、〝鏡の国〟でなければ立派な重罪人だな。

「……まあ、この雨だから、悪くても他の建物には燃え広がらないだろ。たぶん」

　ぼくがそう言うと、士道さんも苦い顔で頷く。

「失敗だったわ。あの魔法、建物の中じゃ使っちゃダメって教わったのに」

「まあ、気にするなよ」

　とにもかくにも、目的は果はたせたのだ。

「風呂に入って、忘れてしまえばいい」

「そだね」

　ぼくたちはまず、元いたホテルに戻って髪と身体を乾かした後、さっそくお湯を作る準備に取り掛かる。

　そこで初めて知ったのだが、……どうやら彼女、ぼくに黙ってホテルに一部屋しかないスイートルームを専有していたらしい。

　まるで芸能人の家みたいに豪勢なその部屋は、バスルームまでやたらと広い。ぼくの実家のそれなどとは比較にもならないほどだった。

　まず、常温の水をたっぷり浴槽に流し込む。その後、二台のカセットコンロで沸騰させていたお湯を、適温になるよう、慎重に混ぜていった。

「熱すぎず、温ぬるすぎず……よし」

　準備には、三十分ほどかかっただろうか。

「それで、どっちから先に入る？」

「陸太郎が一番風呂でいいよ」

「お、いいのか？」

「私が先に入ったら、陸太郎、なんかヘンなことしそうだし」

「……ああ、さいですかい。君がぼくをどういう人間だと思ってるか、よくわかった」

「怒った？　ねえねえ、怒った？」

　ぼくは鼻を鳴らして、上着に手をかける。こっから先を見たくなかったら、さっさと浴室から出て行けという合図だ。士道さんはくすくすと笑って、そのとおりにした。

　その後、身体をよく洗ってから湯船に浸つかって、ぼんやりすること、十数分。

「…………………………………………………………………………………………む」

　ふと、電流が走るみたいに、ぼくは驚くべき発見をした。

　それは、あんまりにも突飛な発想であったので、自分でもかなり戸と惑まどった……が、考えれば考えるほど、深刻な現実味を帯びて、とある結論に結びつく。

　というのも、




　──ひょっとすると、ぼくは士道花織に惚ほれているんじゃないだろうか？




　そう考えるに足たる根こん拠きよが、いくつかぼくの心の中に見つかったためだ。

　その時のモヤモヤに関しては、電池式の照明に照らされながら、その日のうちに書いた手記をそのまま引用した方がわかりやすいだろう。




《悩み》

　第一に、ぼくの頭に浮かんでいる士道花織に対する感情が、どの程度真まっ当とうなものかを審査する必要がある。

　とにかく今は状況が状況だ。吊つり橋ばしの上でぐらぐらしているからと言って惚れた腫はれたをやっていては身が持たぬ。

　それでも、……ぼくはいま、士道花織とふれあいたいと思っているのだ。

　けどその気持ちは、元の世界に戻ってからも続くのだろうか？

　そもそもぼくは、士道さんみたいな女の子は苦手なはずだ。

　だいたい、趣味が合わない。

　もし彼女とデートする場合、何の話をすればいい？

　ぼくと士道さんでは、人生に対する見方が根本的に異ことなっている。

　本も、漫画も、映画も、まったく話題が合わないのだ。

　二人がうまくやっていけるようなヴィジョンがまったく頭に浮かんでこない。

　それに、そもそも、士道花織がぼくをどう思っているか、見当もつかないのだ。




「ねえ、まだ入ってるの？　もう三十分くらい入ってるけれど」

　士道さんから文句が出て初めて、はっと我に返る。

「い、いますぐ出る……っ」

　早口でそう応え、新品のパンツを穿はき、浴衣ゆかたを身にまとった。

「どうしたの？　何かあった？」

「いや、──少しのぼせてただけだ」

「風邪、ひかないでよ」

「ああ。心配いらない」

　なんでか、士道さんと顔を合わせるのがひどく気き恥はずかしい。

　ぼくは、さっさと自分の部屋に引きこもり、ベッドに横になる。

　窓に叩きつける雨をＢＧＭに、ぼくはしばらく動けなくなっていた。

　──明日にはきっと、元の世界に戻れる、……はず。

　それは喜ばしいことなのに。

　なんでか、ひどく胸が重かった。





















　珍しく、暗い時間に目が覚さめた。

　同時に、ぐきゅるるるるる……と、腹が鳴なる。

「なんだよ、お前のせいか」

　腹に手を当て、独ひとり言ごと。ここ数日でかなり独り言が多くなった気がする。

　──朝飯には少し早いけど、……何か食べるか。

　状況が状況だ。夜食を咎とがめる声もなかろう。

　ライトを手にして、明かり一つないホテルの廊下を渡る。

　暗闇は全くと言っていいほど恐ろしくなかった。もし闇の中に何者かひそんでいるのなら、ぜひとも会って握あく手しゆしたいくらい。

　そう思わずにいられない程度には、他者との接触に飢うえている。

〝鏡の国〟に来てからというもの、人間は群むれの中で安住する生き物なのだと改めて思い知らされていた。もしこの状況でクラスメイトの誰だれかと会おうものなら、それまでそんなに仲良くなかったやつとでも無二の親友みたいに話せる気がする。

　──帰ったらみんなに何を話そう。

　もし許されるなら、世界中に向かって言ってやりたい。

　この世の中にはまだ、不思議でわくわくさせられるような秘密が隠されているのだ、と。

　非常階段を通ってフロントを抜け、すぐ隣となりのコンビニに向かうと、そこから明かりが漏もれていることに気づいた。

「……あいつか」

　思わずため息が出る。

　もちろん、光の主の正体はわかりきっていた。

〝鏡の国〟における、たった一人の連れ合い、──士し道どう花か織おりである。

　ぼくは、なんと声をかけるか少し迷ってから、

「今け朝さは早いんだな」

　なるべく当あたり障さわりのない台詞せりふを言った。

　驚かせるつもりはなかったのだが、薄明かりの中で、少女の肩がぴょこんと跳はねる。

「むが、ぐぐぐぐ！」

　どうやらお食事中だったらしい。

「……おはようさん」

　頰ほお張ばったものを口の中でもむもむして、

「ふーふーふーん」

　たぶん、「おはよう」的なことを言ったのだろう。

「ぼくもご一緒していいかな」

「ふーんふー」

「うん。何言ってるかぜんぜんわからん」

「ふむー……むむむ」

　なんでそんなに口の中を食べ物でいっぱいにする必要があるんだろう。

「リスか、君は」

「むぐぅ」

　士道さんが顔を背そむける。

　さしもの〝魔女〟も、これに関しては反論が見つからないらしい。

「やれやれ……」

　そしてふと、フードコートの隅すみにライトを向け、……ぎょっとなる。

「うわっ、これ、君……」

　そこにあったのは、コンビニ弁当の空あき容器の山であった。

　見てはいけないものを見た気がしてすぐ視線を逸そらしたが、なんか、ぼくの腰元くらいまでゴミの山が積まれていたような……。

　内心、ちょっとホラーな気分になりながら、

「君、天下一武道会のあとの悟ご空くうみたいに食うのな」

　精一杯のジョークで場を和なごませる。士道さんに通じているかどうかは定かではない。

「ん、ぐぐぐぐぐぐ……んぐ」

　そこで士道さんは、ようやく口の中のものを飲み込むことに成功したようだ。

「──言ったでしょ。魔法を使うと、普通よりお腹なかが減るのよ」

「だとしても、ここまで……、さすがに燃ねん費ぴ悪わるすぎない？」

「そうね。だから廃すたれたの。不便だから、汎はん用よう性せいに欠かけるから。……だから、魔法は科学に居場所を奪うばわれたのよ」

　そういうものだろうか。

　……そういうもんなのかも。

「しかし君、一人でこのコンビニを空からっぽにするつもりか？」

「ぶっちゃけると、それでも足りないくらい」

「なんと……」

　たぶん、昨日二度も魔法を使わせたせいだろう。

　どうやら好奇心を優先させるあまり、地味に彼女に無理をさせていたらしい。

「でも君、明らかに人類の胃の容量を超こえて食べてるぞ。どう考えても物理に反している。自分でも気味悪くならないか？」

「ぜんぜん？　その辺は、……ふしぎな魔法パワーがいろいろ人体に作さ用ようするとかして……良い感じでうまい具合になってるのよ。たぶん」

　なんだその、フワフワッとした説明は。

「しょうがないでしょ？　だってお祖ば母あちゃん、ほんとうに〝そういうもの〟としか説明してくれなかったんだもの」

「ふーむ……」

　ぼくは渋しぶい顔で腕を組む。

　──どうも魔法使いって連中は、細かいことがあまり気にならない人の集まりらしい。

「私考えたの。どーせ現実世界に戻ったらこんなに食べられないんだし、いまのうちにお腹いっぱいにしておいたほうが良い、ってさ」

「……まあ確かに、こっちでは全部タダだしな」

「うん、うん。だから、陸りく太た郎ろうもこっちきて、食べなよ」

「お、おう……」

　応こたえる間も、士道さんは一○○○ミリリットルの牛乳パックをごっきゅごっきゅと飲のみ干ほしていく。

「ぷはーっ。おいしい！」

　いい顔しやがる。

「で、ぼくのぶんは？」

「大丈夫。残しておいたわ。そこに」

　見ると、弁当の残骸の隣に、ちょこんと菓子パンが置かれていた。……いかにも〝食べ残し〟って感じで。

「ぼく、朝に菓子パンはあんまり食べないんだが」

「好き嫌い言わないの」

　誰のせいだと思ってるんだ、誰の。

　ぼくは士道さんの向かい側の椅子に座って、パンの袋を破る。

　チョコレートの板が挟まったそれを齧かじっていると、いっときの間、昨夜のモヤモヤを忘れることができた。

「……いまは雨が止んでるな。この調子なら夜明けとともに進めそうだ」

「ええ」

「今日中には京きよう丹たん波ばに着くぞ」

「そうだね」

「ってことは……元の世界に帰れるってことだよ、な？」

「もちろん」

　思えばこの数日、ぼくたちは似たようなやり取りを幾いく度どとなく繰り返してきた。

　その度、士道花織は太たい鼓こ判ばんを押したものだ。「問題はない」と。

「京丹波に行ったら、まずどうする？　……どうやってその、お祖母ちゃんと連絡を取るんだ？」

「？　お祖母ちゃんとは連絡取れないわよ？」

「えっ」

　少し首を傾かしげる。

「だってあの人、三年前に死んじゃってるもの。肺がんでね。私が中学の時」

「なんだと……？」

　一瞬、言葉を失う。

　うちの家は父方も母方も祖父母健在なため、先入観にとらわれていたらしい。

　あるいは、〝魔女〟なんだからそう簡単に死ぬわけがないと思い込んでいたか。

「じゃ、じゃあ、どうやって元の世界に戻るつもりだよ？」

「心配ないって。お祖母ちゃんのことだから、きっと対処法を遺のこしておいてくれてるはず」

「はずって、君……」

　途と端たん、盤ばん石じやくだと思っていた鉄橋が、今にも崩くずれ落ちそうな木の橋へと変へん貌ぼうする。

「もし、その対処法が存在しなかったら？」

「そうなったら……どうしよっか？　一生ここで二人、暮らしてみる？」

　電池式の照明が照らす薄闇の中、士道さんが妖あやしく微笑ほほえんだ。その仕草に、ぼくは不覚にもドキッとしてしまう。

　──それも悪くない。

　一瞬、本気でそう思いかけた自分に戦せん慄りつした後、ぼくは素早く反撃に転じた。

「そうなったら子供を百人産んでもらう。そうすりゃ寂さびしくないだろ？」

「うふふふふ。それはちょっと無理ねー。身がもたないわ」

　少しだけ攻めた冗談だったが、士道さんは気にしたふうもなく、くすぐったそうに笑う。

　──あ。なんか良いな。こういう会話。

　とか、密ひそかに思ったり。

　だが一方で、少し寂しい気持ちもあった。

　ぼくは、教室の中で士道さんがこんなふうに笑うのを見たことがない。

　もし元の世界に戻ったら、二人の関係はそれまで通りに戻ってしまうのだろうか。





　　　　　＊






　夜が明けて。

　ちょっと思うところがあって、ぼくはホテル最上階にある展望スペースから名古屋の街並みを眺ながめている。

「……………………………………………むう」

　持ってきた望遠鏡で覗のぞき見たところ、どうやら昨日の嵐の影響で街の中心部が冠水しているようだ。

　都市の排水機構は、人の手がなければ機能しないと聞いたことがある。

　いま、ぼくが目にしているのは、人類が消滅した都市の未来図だ。

　それをじっと見つめていると、……なんだかお腹の奥からゾワゾワするものが押し寄せてくるのはなぜだろう。

　人の住処すみかは、人間がいて初めて機能するのだと思い知らされるからかもしれない。

　人類が消えたこの世界は、──きっとこれから、ものすごい勢いでヒトが住めなくなっていくのだろう。

　ふと、思う。

　ぼくたちが去った後、この〝鏡の国〟はどうなるのだろうか、と。

　テレビのスイッチを切るみたいに、ぱっと消えてなくなってしまうのか。

　それとも、ぼくたちが去ったあとも、ずっとここに残り続けるのか。

　できれば後者であってほしい。

　もし、全てが夢のように消えてしまうのなら……ちょっと寂しい気がする。

　──この光景、絶対忘れないでいよう。

　そう心の中に刻きざみ込こみ、ふと、浸水がぼくたちのいるホテルにまで忍び寄っていることに気づく。

「あっ……そういえば、スクーター……」

　つぶやき、……はっとしてぼくは走り出した。

　別に、あの原付が使い物にならなくなったとしても、新しいものに乗り換えれば済すむ話ではある。

　けど、都内からはるばる一緒にここまで来たのだ。

　できれば相棒とゴールテープを切りたいという想いがあった。
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　どうやらその気持ちは、士道さんも共有してくれていたらしい。

「ほらほら、急いで！　はりあっぷはりあっぷ！」

「ぜー、はぁ、はぁ………、はぁ！　ちょ、ちょっと待ってくれ！」

　士道さんが元気よく、ぼくの前方を駆けていく。

　──忘れかけてたけど、あいつ文武両道なんだった。

　緊急事態だからって、下手に格好つけるモンじゃない。荷物持ちを引き受けたせいもあって、ぼくの方が足を引っ張っている始末だ。

「せっかくあの子の座り心地に慣なれてきたところなんだから！　いい感じのざぶとんもゲットしたし！　水に流されちゃったら困るっ！」

　結論から言うと、幸いにもそうはならなかった。

　浸水はアーケード商店街まで進んでいなかったらしく、ぼくの愛車は昨日と変わらぬ姿で、ぼくたちを待ってくれていた。

「よかった……」

　士道さんが慈いつくしむような目で原付を撫なでる。

　──ぼくにもそれくらい優しくしてくれればいいのにな。

　その後、相あい棒ぼうにまたがったぼくたちは、大事を取って徐じよ行こう運転で伊勢湾岸自動車道に入った。

　アスファルトが徐じよ々じよに乾かわいていく匂いをかぎながら、ぼくはスピードを上げていく。

　遅くても午後二時過ぎまでには京丹波に着く計算だった。
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　それから、一、二時間ほど原付を走らせた頃合いだろうか？

「…………う、む」

　一瞬、ぼくの意識が深しん淵えんに呑のまれかけ、はっとする。

　──いかん。変な時間に起きたせいか、ちょっと眠くなってしまった。

　アクセルを緩ゆるめつつ、大きくため息をつく。

　居眠り運転なんて、今回に限って絶対起こさない……と、思っていたが。

　慣れというものは恐ろしい。

　高速道路から見える風景が、日本全国、どこへ行っても単調なのも問題であった。

　──これは、どこかで一休みしたほうがいいな。

　で、適当なベンチで十五分ほど眠る。

　到着は少し遅れるが、その方がよっぽど安全だ。

　ちょうど一キロほど先に大きめのサービスエリアがあるらしいし。

「士道さん。次のサービスエリアなんだけど」

「……………」

「おい、士道花織」

「……………………」

「花織さん？」

「…………………………むにゅ」

　こいつ。

　まさか。

「大丈夫？　おっぱいもんでいい？」

「…………………………………すやぁ」

　寝てやがる。人の背中で。

　危なかった。早めに気づいてよかった。二人揃そろって死ぬところだった。マジで。

　ぼくは時速五キロくらいまで速度を緩めて、

「ほらー、いい子だからおっきしてね？　花織ちゃん」

　と、ぼくの身体からだに力なく巻かれた少女の腕をぽんぽんと叩く。

「ん……………………ああ、おっけーもんだいないわ。わたしはもんだいなし」

　ほとんど寝言で応えてるじゃないか。

　大きく嘆たん息そくして、

　──そういえば、変な時間に起きてたのはこいつも一緒か。

　と、一人納得する。

　どうやら、休息を必要としているのはぼくだけではなかったらしい。

　完全に身を任まかせてスヤスヤ眠っている士道さんを背中に、ぼくはゆっくりとサービスエリアを目指した。
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　原付を止めると、

「ふにゃん」

　間抜けた声を発した後、ぴくっと彼女の身体が揺れた。

「あら、……もう着いたの？」

　振り向くと、まだ平静を装よそおいきれていない士道さんの顔がそこにある。

「いや。少し疲れたから、ちょっとだけここで休もうと思う」

「あら、そう。あなたが疲れたならしょうがないわね。あなたが」

　素直じゃないやつ。

　いつもなら皮肉の一つもやりあうところだが、今は休息が最優先だ。

「十分ほど寝るから、その後起こしてくれ」

「はいはい」

　言って、なんだかフワフワする足取りで、大きめの、平べったいベンチにごろりと大の字になる。

「…………ふうっ」

　雨上がりの空は蒼く、美しかった。強すぎない風が吹いていて、少し寝るにはちょうどいい陽気だ。

　目を瞑つむると、一度に眠気が襲ってくる。

　どうやら思っていたよりも疲労が溜たまっていたらしい。

　………………………。

　………………。

　…………。

　そして、ふと、自然に目を覚ます。

　寝ていたのは時間にして二十分ほどだろうか。

　ちょっと休んだだけだが、気力が湧わいてきているのがわかった。

　──これなら残りの道のりも大丈夫そうだな。

　……と、そこで自身の左腕に違和感。

「ん？」

　見ると、すぐ隣に士道花織の寝顔があった。

「……………う、ゎっ……」

　悲鳴を上げなかったのは、我ながら実に紳士的な行為であったと言わざるを得まい。

　しばしその場で硬直し、まじまじと士道さんの顔面を観察する。

　形の良い眉まゆ。すっと伸びた鼻梁。白く美しい肌。少し朱に染まった頰。

　心安らかな吐息。

　──産まれたての子猫みたいだ。

　ずっと彼女のことを、鋼鉄のように隙すきのない美人だと思っていたのだが。

　内心、ずっとそうしていてもいいかな、と考えていると、士道さんの瞼まぶたがぱちりと開く。

　どうやら彼女、本当に眠っていたわけではなく、ぼくの腕うで枕まくらで横になっていただけらしい。

「おはよう、陸太郎」

「ああ、おはよう。……花織、さん」

　そうして挨あい拶さつをかわすと、途と端たんにどきどきしてくる。

　こうしていると、まるで夫婦みたいじゃないか。

「ところで、──何やってんだお前」

「別に？　ちょっとどういう感じか試してただけ」

　なんだそれ。

　士道さんがぱっと半身を起こして、立ち上がる。

「ところで、ごはん、どうする？」

　時計を見る。まだ九時過ぎだ。

「昼には早すぎるぞ」

　……まあ、朝飯食べたの結構前だけれど。

「お腹の調子は？　食べられそう？」

「ああ……まあ」

「じゃ、ごはんにしましょ♪」

　よもや、こんな時間に二度目の暴食を貪むさぼるとは、神をも恐れぬ所業である。これぞ退たい廃はいの極きわみというべきか。

「その代わり、お昼は抜いて一気に京丹波まで行けばいい。向こうについてから色々しなくちゃいけないかもだし、明るいうちに着いたほうがいいわ」

「そうだな」

　うまいこと言ってるが、結局士道さんが早めに食事したいだけにも聞こえるぞ。

　ぼくたちはサービスエリア内にある建物に入り、土地のものがずらりと並んだおみやげコーナーを横目に通り過ぎる。

「あ、赤あか福ふくがある！　これ美お味いしいのよね～♪」

「賞味期限、大丈夫かな？」

「ちょっとくらい過ぎてても大丈夫よ」

　言って、士道さんは両腕に十箱ほど赤福を抱えて、フードコート内にある一番テーブルの大きい席にどしんと置く。

「おや？」

　ぼくは首を傾げて、突とつ如じよ目の前に発生した赤福塔を見上げた。

「君、これ……」

「安心して。私一人で食べるから」

　いやいや。安心するとか、そういう話ではなく……。

「たしか君、朝も山のように食べてたよね？　昼もあれくらい食べるのか？」

「あー、はらへったー、はらへったったらへったったー♪」

「……さいですかい」

　ぼくが見ている間にも、士道さんは次々と食べ物を「業者の人かな？」って勢いで運び込んでくる。

　その後、彼女がテーブルに運び込んだ食糧に関しては、かなり詳細な記述が残っていた。それを以下にまとめておこう。




《四日目　士道さんの昼（？）飯の内うち訳わけ》

○主食

　おかずいっぱい幕の内弁当　七個。

　焼牛カルビ弁当　五個。

　のり弁当　五個。

　鶏とりそぼろ弁当　五個。

　スパゲッティ系　各種類を二個ずつ。

　汁しるなし担たん々たん麺めん　二個。

　餃子＋チャーハン弁当　四個。

　カツカレー　八個。

　唐揚げ弁当　三個。

　オムライス　一○個。

　サラダ系　各種類を一個ずつ。

　野菜スティック　五個。

　サンドウィッチ　在庫があったもの全て。

　おにぎり　同右。

　五○○ミリリットルのペットボトル　一○○本くらい？　もっと？




○おやつ

　やきとり　五個。

　スモークタン　五個。

　ハム　五個。

　チーズ入かにかま　一○個。

　プリン系　在庫にあったもの全て。

　ゼリー系　各種類を一個ずつ。

　赤福　一三箱。




　これらを、自分より細い女の子が次々と食べ進めていく様を想像してほしい。

　まるで、宇宙船がブラックホールに吸い込まれていくのを目まの当あたりにしたみたいな気分だった。

　ぼくはというと、あとで手記のネタにするためにこっそりメモを取りつつ、

「君と結婚する人は大変だな」

「……なんでそんなこと言うのよ」

「毎食それだけ食べるんなら、きっと食費が大変だろうと思ったまでだ」

「言っとくけれど、魔法さえ使わなければ少食なのよ、私」

　どうだか。

「ところで、ちょっと思ったんだが」

「何？」

「……君が使う魔法、〝いくら食べても太らなくなる〟ってとこを強調して世間に売り出せば、ちょっとしたビジネスになるんじゃないかな」

「あら、そう？」

　士道さんはつるつるモムモムと汁なし担々麺をすすって、

「……うーん。でもやっぱり、難しいかな。お祖母ちゃんが遺してくれた魔法って、危険なものも多いし」

　そうかもしれないけど。

「しかし君、ちょっとテレビの前で魔法を披ひ露ろうしてみろよ。……あっという間に、テレビスターの仲間入りだ」

「あら」

　そこで士道さんはいったん箸はしを置いて、

「陸太郎は、テレビに出たいの？」

「え」

　ぼくは一瞬、言葉に詰まる。

「そりゃあ……まあ、……うーん」

　それまでなんとなく、「テレビに出る＝成功者」という構図が頭の中にあった。

　けど、考えてみれば、実際にそうなりたいと本気で考えたことはない。

「テレビスターになることが、陸太郎にとっての幸せなの？」

　よくわからない。

　よくわからないが、この問いかけは分ぶん水すい嶺れいだと思った。

　士道花織は、ぼくを試しているのだ、と。

　少し考えて、

「……いいや。少なくともぼくは、そうは思わないな。実際そうなっちゃうと、……いろいろと面倒ごとも多そうだし。静かに生きていきたい性分なんだ」

　格好つけず、正直な気持ちを話す。

「あらそう。私もおんなじよ」

　すると、〝魔女〟がかつてないほど柔らかく微笑んだ。

「あなたとおんなじ」

「そうかな」

「そうよ。私のことを本当に知ってくれている人が、何人かいればそれで十分」

「そうかい」

「うん」

　ひょっとすると、──この時、この瞬間こそが、ぼくが〝鏡の国〟において最も幸福を感じた瞬間であったかもしれない。

「たぶん、代々そういう人たちが受うけ継ついできたからこそ、魔法の灯ともし火びは消えかかっているんだわ。……でも、きっとそれで良かったのよ」

　果たしてそうだろうか？

「しかし、特別な文化は何らかの形で遺さないと」

「残念なことだけれど、もう遅いわ。灯火は消えてしまったの。お祖母ちゃんの代でね。私はその残り火を借かりてるだけ」

　そうして、士道さんは再び食事に戻る。

　すでに先ほどメモした食べ物のラインナップは半数以上、彼女の胃の中へと消滅していた。
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　士道さんが残りの食事を済ませている間、ぼくはちょっとした犯罪行為に手を染めることに決めた。

　と言っても、大したことじゃあない。──小銭をちょいとばかり拝はい借しやくしてやろうと思っただけである。

　もちろん、〝鏡の国〟の貨か幣へいは鏡映しになっていて、よしんば現実世界に持って帰れたとしても役には立たないだろう。

　だが、この世界でなら、……役に立つ使い方もある。

　ぼくはまず、コンビニのレジから百円玉を大量にもらってきて、サービスエリアの出入り口付近にあるガシャポンにチャリンとお金を入れる。

「さぁて、何が出るか……」

　がしゃ……がらがら、ころんっ。

　愛すべき音を立て、カプセルが出現した。

　──とりあえず、全種類十回ずつは試そう。

　がしゃ……がらがら、ころんっ。

　がしゃ……がらがら、ころんっ。

　がしゃ……がらがら、ころんっ。

　よもや、ここまで無む造ぞう作さにガチャが引ける日が来ようとは。

　至し福ふくのひとときである。

　版権物のフィギュアから、得体の知れないオリジナルキャラ、戦国武将の甲かつ冑ちゆうを模もしたもの、マグネットになっている猫の絵……。多彩なデザインのそれらを、地面の上に順番に並べていく。

　十数分もせず、パーキングエリアの一角に不思議の国が誕生した。

「そんなにたくさん引いても、鞄かばんに入りきらないわよ」

　いつの間にか、食事を終えたらしい士道さんが背後に立っている。

「わかってる。……わかってるんだが、止められない」

「ねえ、陸太郎。……ひょっとしてあなた、そーいうのの中毒だったりする？」

「ウヒヒヒヒヒ……ガチャ！　もっとぼくにガチャを引かせろぉ！　……なんつって」

「いまの、ぜんぜん冗じよう談だんに聞こえなかったわ」

　士道さんが大きく嘆息して、

「……無事に元の世界に戻ったら、〝コンコルド効果〟で検索してご覧なさい。いかにあなたが企業に踊らされているか思い知らされるわ」

「ふん。ソシャゲ世代をなめないでほしいね。コンコルド効果くらい聞いたことがある。たしか、それまでに使った費用がもったいなくてゲームを止められない心理のことだろ」

「そうそれ」

「心配ない。ぼくは根っからの無課金勢だからね」

　ドヤ顔晒さらすぼくに、士道さんはやれやれと肩をすくめた。

「〝使った費用〟の中には、あなたが無む為いに過ごした時間も含ふくまれているのよ」

「ときどき思うんだけど、女の子って多少物を知らない方がカワイゲあると思うんだ」

「悪かったわね。可愛くなくて」

　──まあ、そういう君が好きなのだが。

　……とか、さすがにそんな歯の浮くような台詞は言えず。

「もしよかったら、どれか一つ、プレゼントするぜ」

「いらないわよ。……っていうか、あなたは何も支払っていないんだから、プレゼントとは言わない気がする」

　それもそうか。

「じゃあ、この世界に来たお土産みやげに」

「お土産、ね……」

　士道さんはつぶやいて、しばしフィギュアを眺めた。

「でも、この世界のものを現実世界に持ち帰れるとは限らないわよ」

「そうかもしれないけど。──まあ、こういうのも一興じゃないか」

「そうね……」

　士道さんは小さく嘆息して、

「じゃあこれ」

　選ばれたのは、コップの縁ふちに摑つかまれるようデザインされた三毛猫のフィギュアだった。

「では、ぼくもそのシリーズから一つ」

　ぼくが選んだのは、その黒猫バージョン。

「いやだわ。……それじゃあ、あなたとおそろいじゃない」

「いいじゃないか。おそろい」

「私、そういうのダメなの。ベタベタしてる感じで」

「なるほどね」

〝カワイゲがない〟に、追加でプラス一ポイント。

　と、思ってたら、わりと後生大事にポケットにしまうんだな。ハンカチにくるんだりして。

「〝カワイイ〟にプラス一ポイント」

「え、なに？　なんか言った？」

「いや、なにも」

　ぼくは彼女に背を向けて、原付を停めた場所を目指す。

　最後のガソリン補給。

　これを済ませれば、あとは京丹波まで一直線だ。
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　手動の給油ポンプを使って、あちこちにある車からガソリンを集めて回っていると、

「ねえ」

　珍しく、士道さんがついてきていた。

　この手の作業においては、彼女はあまり役に立たない。そういう時はいつも、適当に休んでもらっているのだが。

「どうした？」

「ちょっと、大切な話があるんだけど」

「ふーん？　なに？」

　作業に没ぼつ頭とうしていたためだろうか。

〝その時〟が来たことに気づくのは、もうしばらくやり取りを続けた後のことだった。

「陸太郎はさ、──〝運命の人〟って信じる？」

「うんめいのひと？」

「そう」

　ちょうどキーがささっていた車の給油口にポンプを突っ込み、

「なんだか急だなぁ」

「いいから、答えて」

　こぽ、こぽ、と音を立て、ガソリン携行缶が満たされていく。

　ぼくは少し考えて、正直に自分の気持ちを言った。

「幽霊と一緒だ。目に見えないもののことで頭を悩ませるのは馬鹿らしい」

　少女は、「そう」と、短く答える。

「それがどうかした？」

　すると〝魔女〟は、首を三十度ほど傾げて、

「私にとって、──あなたがそうなんだけれど」

　と、風に紛まぎれてしまいそうな声で言った。

　それはどこか、恋の告白にも似ていて。

　ぼくにとっては、まったく唐とう突とつに突きつけられた事実であった。

「え？」

　しばし、意味がわからず、手動のポンプを握ったり離したり。

　握ったり離したり。

　握ったり離したりしながら、

「え？　いま、なんて……」

「あなたと私は、いずれ結ばれる運命なの」

「……え。いや。意味が……」

「魔法を使ったのよ。お祖母ちゃんが、〝まことの鏡〟って呼んでたアイテムを」

「カガミ……？」

「うん。『危険だから絶対使っちゃダメ』って言われてたやつ。お祖母ちゃんはきっと、処分したと思ってるだろうけど。私、燃えないごみの日に出してるのを見かけて、拾ひろったの。小学三年生くらいのころ。……いつかきっと必要になると思って」

　しばしの、間。

〝運命〟。

〝魔法〟。

〝危険〟。

　そんな言葉が、ぐるぐるとぼくの頭部周辺を旋せん回かいしていた。

「つまり君は……魔法で、……未来を……予知したってこと？」

　ようやくの想いで、ぼくは士道さんの言葉の意味を汲くみ取とる。

「そう」

　ポンプが、ぼくの手から滑すべり落おちた。

　士道さんは視線を宙に泳がせて、指先をもじもじさせている。

　少なくとも、冗談を言っている雰ふん囲い気きではない。

「私、……これまであんまり、男の子と付き合ったこととか、ちゃんとおしゃべりしたこと、なくてさ」

「はあ」

「だから、……けっこう気安く話しかけてくれた吉よし岡おかを……ちょっとだけ好きになっちゃったりしたわけなんだけど」

「ふむ」

「でも、……アイツには結局、性格ブス呼ばわりされちゃって……だから……」

〝魔女〟が顔を上げる。少女の瞳ひとみは、少し濡ぬれているように見えた。

「だから、どうしても気になっちゃったのね。私の〝運命の人〟が、誰か」

「ん？　ん？　んんんん？」

　唐突に突きつけられた情報量が多すぎるぞ。落ち着け。

「それで、……魔法を使って、君は運命の人を知ろうとした？」

「そう。その結果がこれ。……でもまさか、あなたまで巻き込むことになるなんて思いもしなかった。本当にごめんなさい」

「おっ、おう……。そうだな……」

　我ながら実に冴さえない返答だったが、それもやむなし。こちとら作業モードに入っているところに、突然この一件の真相を告つげられたのだ。

　こういう衝撃の事実ってものは、もっとこう、夕陽を背景に、劇的なＢＧＭと共に伝えられるものだとばかり思っていた。

「あと、このことをずっと秘密にしてたことも。──ごめんなさい」

　そこで、ここ数日の士道さんの不可解な態度の全てが、ようやく理解できる。

　初日。なぜ彼女はぼくをみて動どう揺ようしたのか。

　二日目。あまりにも唐突すぎたキスのお誘い。

　三日目。パーキングエリアでのやりとり。

　知恵の輪がするりと解けた気分だった。

「いや……まあ、……うん。気持ちはわかるよ。勇気が出なかったんだろ」

　この事実を告げるには、ある程度、ぼくの人となりを知っておきたい。──きっと彼女はそう考えたのだろう。

　無理もない。

　わかる。

　ぼくが士道さんでも、きっとそうする。

「ありがと。そう言ってくれると助かるわ」

　士道さんの表情は屹きつ然ぜんとしていた。だが、声は震えている。

「……私、やっぱり卑ひ怯きようかな？　陸太郎がそう言ってくれるってわかってたから、……こんな風に、本当のことを話すのよ」

「どうだろう。でも、たぶん君は、ぼくが怒りっぽい性しよう分ぶんでも真実を告げてくれたと思うよ」

「どうかしら」

　士道さんはぼくから目を逸らした。実にわかりやすく頰が紅こう潮ちようしている。

　しばし、二人の間に沈ちん黙もくが生まれた。

　やがてぼくは、いまの事実について、感想のようなものを求められていることに気づく。

　その時ぼくの頭に浮かんでいたのは、

　──運命の人ってどういうこと？

　──絶対ぼくたちはいずれ恋人同士になるってこと？

　──それとも結婚するってこと？

　──一生添そい遂とげるってこと？　熟年離婚の可能性は？

　とか、

　──あと、いまさらっと〝まことの鏡〟とかいう謎のアイテムが登場したけど、それってどうやって使うの？

　──たぶん、昨日見せてくれた〝怪け我がを治す紙〟とか、〝火の玉を出すビー玉〟の親しん戚せきなんだろうけども。

　──まさか、『白雪姫』に登場する魔法の鏡みたいに、「カガミよカガミ～」なんつって問いかけて使うのか？

　とか。

　そういう様々なクエスチョンであったが。

　最も単純な感想は、自然と口からこぼれた。

「ぼくの未来の嫁さんは……ちょっと可愛げがない、けど」

　士道花織が目を伏せる。

「すごく綺き麗れいだ」

　すると、唐突にぼくの脛すねが蹴けり飛とばされた。

「とてもいたい！」

「言っとくけれど、私たちはまだ付き合っていないわ。私と簡単に付き合えると思ったら、大間違いよ」

　蹴られたところを押さえながらも、口元には笑みが浮かんで消えない。どうしても。

「そのニヤニヤ笑いを止めなさい！」

　ぴしゃりと叱しかりつけられようが、感情を抑おさえようがなかった。

　甘いような。

　酸すっぱいような。




　──きっとぼくがすべてを知ってしまった時、ぼくたちの関係はそれまでとは全く違ったものに変わってしまうだろう。




　ぼくの予想は正しかった。

　ただ、その時思っていたよりも、この真実は……とても暖あたたかくて、やさしい。

　ある日神様が降こう臨りんして、「お前、空前絶後のラッキーマンだから。人生安あん泰たいだから。そこんとこよろしく」と言われたようなものだ。

　その後、しばらくの間、作業が手につかなくなるのも無理からぬ話で。

　士道さんからは、

「まったく……なんであなたなんか……」

　とか、

「〝コイツだけは絶対ナイ〟くらいに思ってたのに！」

　なんて、そういう憎まれ口を嫌というほど聞かされたが。

　彼女の思惑と違って、ぼくに芽め生ばえた多幸感はしばらく消えることはなかった。
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「じゃ、行きましょ、四し条じようくん」

　なんだか、士道さんとの距離が逆にちょっと開いた気がするなあ。

　呼び方も「陸太郎」から「四条くん」に戻ってるし。

「そうだな、士道さん。……あ、今気づいたけど、士道と四条って響ひびき似にてるな。結婚したら紛らわしくなりそうだな」

　無言で後頭部を引ひっ叩ぱたかれた。

「二度と……、二度と、私の前で結婚とか、軽々しく口にしないでちょうだい」

　言葉は冷たいが、顔は耳まで真まっ赤かになっている。

「こ、……心の整理がついていないのは、あなただけじゃないのよ？」

「はいはい」

「それに、お祖母ちゃんが言ってたわ。魔法で見出した未来像に囚とらわれてしまうと、人は大切なものを見失う、って」

「へいへい」

「ちゃんとわかってる？　私の話、理解できてる？」

「わかってるさ」

　──〝運命〟。

　士道さんは先ほど、単純にそう言って説明したが、結局のところ〝運命〟といっても、「現状から推すい定ていして、もっともそうなる可能性が高い将来」程度に考えるべきものらしい。

「例えば、私が次の試験で八○点とれるっていう〝未来〟を視たとして、それで安心して勉強をサボってしまえば、赤点を取ることだってありえる。もちろん、その逆もね。『一流の魔女は、魔法に人生を左右されたりしない』の」

「そうなのか」

　その話を聞いた時、残念な気持ちが半分、ほっと安心する気持ちも半分。

「じゃ、ぼくにはまだ、君じゃない他の誰かと結婚する可能性もあるってことだな」

　例えば、思いっきりゲームで遊んでも文句一つ言わない誰かと。

「そうね。私だって、あなたじゃない、もっとカッコイイ誰かと結婚する可能性もある」

　──ただし、いま、もっともそうなる可能性が高い相手は、……ふむ。

　ぼくは、傍かたわらにいる白い肌の少女を見て、軽くアクセルをふかす。

　原付が発進した。

　西の〝魔女〟の家は、もうすぐそこまで来ている。
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「にしても、わからんなぁ」

「ん？」

「ぼくたちはその、……いずれ、近い将来、……付き合う可能性が高いんだよな？」

「まあ、そうね」

「おかしくないか？　だってぼくら、教室じゃあほとんど接点ないし。今後、ぼくと君がいい感じになる未来が想像できないんだが」

「……確かに」

「本当に君の魔法は信用できるのか？」

「〝私の魔法〟じゃない。〝お祖母ちゃんの魔法〟。だから信頼できるわ。……残念なことにね」

　一言余よ計けいだ。

「じゃ、ぼくたちはこの先、どういう風に仲良くなっていくんだろう」

　そしてぼくたちは、どういう経けい緯いを経へてお互いを異性として認識するようになっていくのか。

　自分で言うのもなんだが、ぼくはクラスの中では実に冴えないポジションについている。勉強も運動も、人並みを超えている部分は実に少ない。

　そんなぼくに、……士道花織がときめく理由がわからなかった。

「案外、ぼくみたいな容姿が好みとか？」

「いえ、ぜんぜん？　これっぽっちも？　あなたってこう……なんか、将来的に刑務所に入ってそうな顔してるわよね。痴ち漢かんの冤えん罪ざいとかで」

　もうちょっと他に言い方あるんじゃない？

「私、作家だと中なか原はら中ちゆう也やみたいなのが好みなの」

「ナカハラチュウヤ……？」

「うん。カッコいいのよ」

　いかん。ほとんど記憶にない。……たしか、現国の授業でそういう名前を習った記憶はあるのだが。

　知的なところを見せようとして、必死で記憶を掘ほり返かえす。

「ええっと、……『ゆあーん、ゆよーん、ゆやゆよん』の人？」

「……ゆあーん？　……ああ、その詩の人。よく覚えてるじゃない」

「国語は得意でね」

　まあ、さすがに顔写真までは浮かんでこないのだが。

　それから少し後、いちおう教科書で調べたところ、なんか黒い帽子被ったオッサンの写真が出てきた。もちろんぼくとは似ても似つかなかった。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

「……でも、顔が好みじゃないんなら、なんでぼくらは結ばれるんだろうな？」

「どうしてそんなこと気にするの」

「そりゃ、学校では君から蔑さげすんだ目で見られてた記憶しかないからさ」

「あら。良い勘かんしてるじゃない。実際私、あなたを蔑んでたわよ」

　ひどいこと言いやがる。

「だってあなた、一年の文化祭の時も全然役に立たなかったし。昼休みはいつも教室の隅っこで友達とゲームの話ばっかりしてるし。掃そう除じちゃんとやらないし。空気読めないし。ときどき寝ね癖ぐせを直さないで登校してくるし」

　怒ど濤とうのダメ出しに、ぼくは苦い顔を作る。

　一応、こちらにもいくらか言い分があったが、

「悪かったよ。今後は気をつける」

　いまは素直に謝っておくことにした。いまの議題は、ぼくが社会不適合者であることとはあまり関係がない。

「じゃ、やっぱり矛む盾じゆんしているじゃないか。君がぼくに少しも良い感情を抱いてないんなら……やっぱり、君が視た未来は、……何かの間違いとか……」

　しばらく、原付のエンジン音と、吹き抜ける風だけが流れていた。

　そして、

「結局のところ、今回起こったことと似てるのかも……」

　と、小さくつぶやく。

　返答を求めていたわけではなさそうだったが、ぼくは聞き逃さなかった。

「どういう意味？」

「先のことはわからないけど。きっと私たち、高校とは別の環境で、同じグループに所属したりするのかもしれないわね」

「高校とは別……ふむ」

「大学とか。社会に出た後とか。何かのサークルとか」

「それで？」

「環境が変われば、お互い接し方も変わると思うの。……ほら、この世界での私たちみたいに」

「なるほど」

　そういうことも起こりうる、か。

「人間には色んな側面があるからなあ……」

　しばし、漫まん然ぜんと原付を走らせる。

　そして、ふと、こう尋たずねた。

「ちなみに、君はいま、ぼくのこと、どう思う？」

「え？」

「この世界で二人っきりの人間になってさ。教室の中とは、環境がまったく違ってるだろ？　……ぼくのこと、どう思うようになったかな」

　士道さんは答えなかった。

　ぼくはそのまま、ずっと返答を待っている。

「士道花織さん？」

　数分後、背中の少女が寝てしまったのだと思って、声をかけた。

　顔は見えない。

　けれど、風に紛れて、少女の深いため息が聞こえた気がした。

　それと、

「あなたは、──本当に、そういうことを平気で訊きけるんだから。……野や暮ぼな人だわ」

　という声も。

　ぼくは満足して、ぎゅっとスロットルを絞しぼる。

　山間の高速道路を、原付が一直線に走り抜けていった。
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〝魔女〟が住んでいたというから、きっとものすごい風景が広がっているのだろうと、勝手に思い込んでいた。

　だが実際に到着してみると、特別なものは何もない。

　山間に位置するその町は、実に緑豊かで、──落ち着いた風景だった。

　悪く言うならば、ステレオタイプな〝日本の田舎いなか〟とも表現できる。

　高速を降り、一車線しかない狭い道路を走りながら、ぼくは眼前に広がる耕地を眺めていた。

「うわっ、懐なつかしいなあ……！　中学生の時以来だ、ここにきたの」

　多くの人にとってはただの通過点に過ぎないであろうその町は、士道さんにはそうではないらしい。

　そのまま進んでいくと、廃はい墟きよにしか見えないプレハブの家が大量に見えてくる。その後、スギやケヤキ、カエデなんかが雑多に入り交じった森を右側に通り過ぎ、細い坂道を上っていくと、

「あった！」

　樹々に紛れるようにして、ログハウス……というか、丸太小屋とでも呼ぶべきものがぼくたちの前方に現れた。

「着いたか」

　ほっと一息つき、それでも最後の最後に力尽きないよう、慎重に原付を停める。

　士道さんの祖母の家には、車を停めるスペースがなかった。近くにコンビニの類たぐいは見当たらなかったし、生前は買い物とかどうしてたのだろう。

　──やっぱり、箒ほうきに乗ってあちこち飛び回ったりしていたのかな。

「あら？　ちょっと変ねえ」

「どうした？」

「久しぶりに来たのに、庭が片付いているわ。ハーブ畑も手入れされてるみたいだし」

「君の両親が片付けてるんじゃないのか？」

「どうかしら。うちの親、お祖母ちゃんと仲悪かったから……」

「？」

　士道さんは何を不思議がっているんだろう。

　だったら、近所の人が片付けてるとか、いろいろ考えられそうなものなのに。

　ぼくは士道さんの祖母の家を少し見回して……、やがて、蔦つたに覆おおわれ、隠れるように立っていた表札に気づいた。

　そこにはファミリーネームと思おぼしきものはなく、ただ、『ＡＬＩＣＥ』という文字だけが読み取れる。

「アリス？　君のお祖母ちゃん、アリスって名前なのか？」

「うん」

「そりゃまた……ずいぶんハイカラなお名前ですなあ……」

「あ、言ってなかったっけ。私のお祖母ちゃん、ロンドン生まれのイギリス人なのよ」

「えっ」

　ぼくは少し目をむく。

　そうだったのか。

　肌の白い娘こだとは思っていたが。

「ところで、どうやって中に入る？　必要なら窓を叩き割るけど」

「窓を叩き割るですって？　野や蛮ばんな発想だわ」

　……いや、お前も初日にやってただろ、コンビニで。

「心配しなくてもその必要はないわ。うちのお祖母ちゃん、鍵かぎとかかけない主義の人だから」

「え。でもここ、かなり長い間空あき家やだったんだろ」

「まあね」

「……ヘンな人が住み着いたらどうするつもりだよ」

「悪い人は立ち寄れない魔法がかかってるのよ。……たぶん」

　たぶん、って。

　ぼくは少々呆あきれながら、士道さんの後ろに続く。

　表にある木製の扉を引くと、本当に鍵がかかっていなかった。

「ただいま」

　勝手知ったる、という感じで室内に入っていく士道さん。少し遅れて、

「おじゃましまぁす……」

　そろそろした足取りで続く。

　出入り口付近で靴くつを脱ごうとしていると、

「靴、脱がなくていいから」

「そうか。欧おう米べいスタイルってやつか」

「そんなとこ。でも、二階は寝室になってて、そこではスリッパに履はき替かえるの」

「なるほど」

　ぼくは、手を洗わずに便所を出るような気分で室内に入る。

　丸太小屋の内部は実に整理整頓されていて、初めて訪れたぼくですら自分の家のように感じられる、落ち着いた空間だった。

　電化製品といってもテレビはなく、どう見ても壊れているラジオが一台、それと小さな冷蔵庫が一台あるだけ。驚くべきことに、空調らしきものすらなかった。

「すげーな。今時こんな生活してる人がいたなんて」

「そうでしょー？　お祖母ちゃん、スゴい人なんだから」

　称しよう賛さんしたつもりはなかったのだが、士道さんは鼻高々だ。

　物珍しげに、棚に並べられた洋書やら、その他、得体の知れない工具やら調理器具やら、小さな植うえ木き鉢ばちやらを眺めていると、

「……あっ」

　居い間まに面した台所から、士道さんの驚いた声が聞こえた。

「どうした？」

　足早にそちらの方へ向かうと、

「……む？」

　ちょっと驚く。

　台所はダイニングも兼ねているらしく、四人掛けのテーブルがあるのだが……そこに、大量の果物くだものが山と置かれていたのだ。

　どことなくそれは、ぼくたちを歓迎しているようにも見えて。

「これ……誰が置いたんだ？」

　尋ねると、少女はちょっと首を横に振った後、

「いいえ。……あり得ないわ。使い魔はお祖母ちゃんとしか話さなかったはず」

「使い魔、だって？」

　思わず、声が裏返る。

「……それ、どういうやつ？」

「魔女が使し役えきする不思議な生き物、ってところかな」

「なにそれ、そんなのいるの？」

「うん。すごく存在があやふやで、普通の人の目には見えないらしいんだけど」

「君……」

　ぼくは渋い顔で士道さんを見る。

「結局、いるんじゃないか、モンスター的なやつ」

「あなたが想像してるのとは、ちょっと違うわ。……私も詳くわしくはわからないけれど、使い魔はこう……風とか火とか水の流れとか、そういう自然現象に近いものなの」

「自然現象、ねえ？」

　ぼくは、適当に果物の山からリンゴを摑んで、……ちょっと服でごしごしした後、がしっとかじりついた。

「ん、うまい」

　果汁が口の中でどばっと弾はじけて、梨なしに近い食感だ。それに、店頭に並んでいるリンゴよりも何倍も甘い。

「でもこれ、どう考えてもぼくたちのために用意されたものだよな」

「そうね……」

　士道さんは少し考えて、

「……まあ、いいわ。とにかく私、お祖母ちゃんの寝室を探ってみる。元の世界に戻る方法がきっと見つかるはず」

「手伝おうか？」

「大丈夫。お祖母ちゃんもきっと、知らない人は部屋に入れたくないと思うし」

「じゃ、ぼくは……」

「休んでくれていいわ。ここまでありがとう。私、この恩は一生忘れない」

「おう、……りょーかい」

　ぶっきらぼうに応えて、友人から目をそらす。

　──感謝したいのはこっちだ。

〝鏡の国〟での出来事は、全て得え難がたい経験であった。

　ぱたぱたと二階へ上がっていく士道さんを見送ってから、ぼくは風通しの良い居間のテーブルで現国のノートを開く。

　四日前から、折を見て書かき綴つづっている旅行記録の続きを書くために。





　　　　　＊






　とんとんとんとんっ、と、軽けい快かいな足音を立てて士道さんが戻ってきた頃には、すでに日が傾かたむき始めていた。

「……おかえり」

　少し緊張しながら尋ねる。

「どうだった？」

「これ、見つけた。一緒に読もうと思って」

　そうして士道さんが取り出したのは、──右上をクリップで止めた、一冊の紙束であった。どうやら元は一冊のノートであったもののコピーらしい。

「ん」

　ぼくはひと目見て、それがこの世界においてかなり異質な存在だとわかった。

　そこに書かれた文字は……鏡文字になっていなかったのだ。

　──『人なき世界を旅する魔女へ』。

　表紙には、流りゆう麗れいな字でそう書かれている。

「……どうなってる？」

「きっとこれ、元の世界では鏡文字になってるんだわ。わざとそういう風に加工してあるのよ」

　なるほど。現実世界で左右反転させておけば、逆にこっちでは普通の読み方ができるって寸すん法ぽうか。

「たぶん、手書きのノートをパソコンかなにかで取り込んで、反転処理にかけたのね。お祖母ちゃんはそういうの苦手だったから、叔お母ばさんあたりに頼んだのかな」

「でも、なんでそんな手間のかかること」

「決まってるじゃない」

　士道さんは胸を張る。

「私たちに向けたメッセージよ」

「そうか」

　確かに、それ以外考えられない。

　ぼくたちは少しの間見つめ合ってから、さっそくその紙束を読み始める。

　一ページ目を開くと、士道さんはくすりと笑った。

「ひっどい字……」

　確かに、アリスさんの字は、いかにも〝日本語練習中〟の外人が書いたような、どこか絵を真ま似ねて描いたみたいな形をしている。

「でも、表紙の字は巧うまかったのに」

「たぶんそれは、お祖母ちゃんがもっと大人になってから書いたものなのね。中身はきっと、まだ子供の頃に書いたものなんだわ」

　士道さんの祖母の……子供の頃か。

　もちろん、ぼくたちは生まれていないし、ぼくの父さん母さんですら生まれていない時代のものだろう。

　それが、長年の時を越えてぼくたちの目の前にある。

　なんだか頭がくらくらした。

　アリスの手記は、こんな書き出しで始まっている。




【こんにちは。わたし、なまえ、アリスです。よろしく。

　年は、１２さい。

　まだ、こっちにきたばかりで、日本ゴが、あまり、とくいではありません。

　わたしの生まれは、LondonのWestminster町、というところです。かのスゴウデの探てい（Detectiveのこと）の、ホームズがすんでいたところから、とてもちかいばしょにいました。




　わたしには、ふつうの人にない、トクベツな力があります。

　それはわたしの国では、ずっとヒミツとされていて、ある時ではキケンだとも言われていました。

　わたしの力は、Magicといいます。日本の人には、あまり知られていないかもしれません。

　わたしは、わたしの母の母からこの力をおしえてもらったとき、Magicをただしいことにつかうことにきめました。

　わたしは、たくさんのことを、Magicによっておこないました。

　それで、しあわせになった人も、そうでなくなってしまった人も、たくさんいます。

　でも、ほんのちょっとだけしあわせになった人の方がおおいとしんじています。】




「聞いたことあるわ」

　ページをめくりながら、士道さんが呟いた。

「何を？」

「お祖母ちゃん、若いころは魔法でいろんな人助けをしてた、って」

「人助け？」

「うん。……ほら、女の子向けのアニメとかよくあるでしょ？　そういう感じ」

「ふーん……」

　よくわからんけど……要するに、スーパーマンみたいなことしてたってことか？




【ところで、あなたはいま、とてもフシギな世界にいるとおもいます。

　すべてがハンタイむきになっていて、あなたのほかに人がいない世界です。




　その世界は、わたしがMagicによってつくりました。

　わたしのようなものにとっては、それはとてもeasyなこと。

　ただし、そのばしょは、わたしにとって、とてもよくない作品になってしまいました。

　そのばしょは、とてもあぶない。

　命がなくなるようなことはないかもしれない。

　けれど、心によくない。

　心がよくないと、Magicの力もよわくなる。

　あなたは、ずっとそのばしょから出られなくなってしまう。】




　ぞわっと、幽霊に背中を撫でられた気分。

「…………」

「…………」

　ぼくも、士道さんも、息を呑んで先を読み進める。

　そんなぼくたちの緊張をほぐしたのは、その後の、たった一行の文面だった。




【けれど安心して。わたしは、元のばしょにもどるやり方をしっています。】




「あはは」

　傍らにいる少女の目には、ちょっと涙が浮かんでいる。

「やっぱり頼りになるなぁ、お祖母ちゃん。……死んじゃった後でも」




【Magicをつかう時、いちばんタイセツなのは、心（※ひときわ大きく、目立つように書かれている）。

　心は、わたしがはじめておぼえた漢字です。とてもうつくしいカタチをしています。

　おおきくいきをすって、はいてください。

　心をおちつけてください。

　まずはそれからです。】




　言葉通り、士道さんが深呼吸する。

　ついでにぼくも同じことをした。




【おちつきましたか？




　では、そんなあなたに、わたしはひとつ、ちゅういしなければなりません。

　あなたは、きっと、わたしにヒミツで〝TRUE MIRROR〟をつかいましたね？

　〝TRUE MIRROR〟は、しっぱいさくなのです。

　人を、こまらせるようなことばかりします。

　ひょっとすると、さみしがりやなだけかも。




　たぶん、わたしはそれをだれにも、つかわせないとおもいます。

　だから、それをあなたがつかっているということは、とてもいけないことです。

　なので、それを、じぶんのためにつかっているのは、まちがいですね？

　あとで、ちゃんとまちがいをみとめて、わたしにあやまってくれますね？】




　──どうも、このアリスという女性は根本的に人を怒るのが下手みたいだ。

　この状況で、こんなに気の抜けた文章を読まされて、ぼくは内心、ちょっと吹き出しそうになっている。

　しかし、隣となりの少女に視線を向けて、その気持ちは一瞬にして消し飛んだ。

　ぽた、ぽた、と、手紙に水滴が落ちている。

　敢あえて顔は見ないようにした。きっと士道さんは、泣き顔を見られるのを嫌うだろうから。

「参まいったなぁ、……もうわたし、お祖母ちゃんに……謝ることもできないんだね……」

　……。

　そういう、自分を哀しい方向に追い込むようなことを言うなよ。

　こっちまでちょっと泣けてきちまうじゃないか。




【わたしにたすけてほしくて、これをよんでいるということは、あなたは、Magicのつかいかたをよくわかっていないひとですね？

　あなたは、わたしの友だちですか？　わたしのかぞくですか？

　ひょっとすると、わたしのみらいのあいする人かもしれませんね。




　おっと！　こういう話は、いま、あなたのたすけにはなりませんね。

　あなたをイライラさせてしまっています。




　ですので、いろいろと、むつかしいことはやめにして、あなたがこれからやることをおしえます。

　いいですか？




　ごはんをたべてください。

　おなかいっぱいになるまで。】




「え」「えっ」

　ぼくたちはほとんど同時に声を上げた。

「おなかいっぱい……？」

　士道さんが首を傾げる。まるで、幻想生物の名前を口に出しているみたいに。

「いやいや。ここにくるまでであれだけ食べたんだから、もうとっくになってるはずだろ、腹いっぱいに」

　苦笑しつつ、士道さんを見る、……と、その顔は蒼白になっていた。

「ええっと、……士道花織さん？」

「そうか……そうだったんだ。すごくカンタンなことじゃない！　単に燃料切れだっただけだったんだ！」

　そして、士道さんがその場でぴょんぴょんと跳ねる。

「ずーっと変だと思ってた。いくら食べてもお腹いっぱいにならないなんて」

　ぼくは唇くちびるをへの字にして、

「噓うそだろ、君。ひょっとしてあれだけ食べて、これまで一度も満腹になってなかったっていうのか？」

「まあね」

　えええええええ……。




【あなたはいま、MagicをつかうためのResourcesリソース（日本ゴがよくわかりませんが、わたしの日本ゴのセンセイによると、〝気力・燃料・資源〟？　みたいなかんじ？）がなくなってしまっています。

　もちろんそうですよね。

　あなたはMagicをつかって、あなただけの世界をつくったのですから。

　もちろんそうなりますとも。

　だから、あなたは、これから、日本のオスモウサンよりもっともっとたべなければなりません。

　わたしは、そんなあなたのために、Familiarフアミリア（士道さん曰いわく〝使い魔〟のことらしい）という、わたしの友だちがたすけるようにしました。

　きっとかれらは、Magicをつかえるようになるように、一ばんいいFoodをくれるはずです。

　それらはほとんど、山でとれたくだものです。Magicをつかうには、それが一ばんいいのです。】




　──げ。

　ぼくは、待っている間にちょっとつまんでいた果物の残ざん骸がいを見る。

「あれ、そんなに大切なものだったのか」

　とはいえ、食っちまったものは仕方がない。

　士道さん曰く、

「どうせあそこにある分だけじゃ、絶対に足たりないわ」

　とのこと。

「どっちにしろ、不足分はあっちこっちのコンビニやスーパーを回って集めてくる必要があったってことか」

「そーいうこと」

　さしずめぼくは、餌えさを巣に運び込む親鳥の役目ってところだ。

「だから、もうひとっ走り、よろしくね？」

「……ああ、オーケイ」

　それで元の世界に戻れるなら安いもんだ。

　その後に続くアリスの手記は、〝魔法〟の力を取り戻すのに効率の良い食べ物の例が続く。

　ハーブ。アロエ。ブロッコリー。トマト。

「豆類。玄米、しょうが、と、……なんだこれ、スイバ？」

「酸すい葉ば。山菜の一種。けっこうその辺に生はえてるやつね」

「どれも、新鮮であればあるほどいい……か」

　なんか、家庭科の授業で「身体に良いのでこういうものをたくさん食べましょう」と習うような食べ物ばっかりだな。

「肉系が載のってないけど。魔法を使うのにはあんまり役立たないのかな」

「そうね」

　士道さんが歯は嚙がみする。

「うかつだったわ。だからいくら食べてもお腹が膨ふくれなかったのね。そういえば、お祖母ちゃんってお肉あんまり食べてなかった気がする」

　そりゃ単純に好みの問題かもしれんが。お年寄りだし。

　その後、ざっとアリスの手記に目を通したぼくたちは、さっそく作業に取り掛かった。
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　それは、──近年稀まれに見るほど牧ぼつ歌か的てきな脱出劇であると言えた。

　なにせ、ぼくたちがすべきだったのは、あっちこっちのスーパーから果物や野菜を持ってきて、それらを順に、美味しくいただいていくことだけ。

　異世界に遭難した人間がするものとしては、最も気楽な部類に入るだろう。

　ただし、

「でも、……さすがに……いくつも食べると飽あきてくるわねー」

　似たような味の繰り返しに、士道さんは閉口しているらしく。

　ぼくはお姫様の要望に従って、練乳や砂糖、はちみつやチョコレートソース、ヨーグルトや生クリームなどを近所のスーパーから持ってきたが、

「うーん。……このペースじゃ、まだまだかかりそう」

「〝まだまだ〟ってのは、どれくらい？」

「ぶっちゃけ、もう一晩くらい」

「……帰還は〝満腹待ち〟ってところか」

　どうやら、今日中に元の世界に戻るのは難しいらしい。

「うん。──ごめんね。すぐ戻れるって約束してたのに……」

　士道さんが心底すまなそうに頭を下げる。

「気にしないでいいさ」

　ぼくは視線を逸らした。

　むしろ、ぼくは内心、「のんびりしていい期間が増えた」くらいに思っている。

　そんな風に思える程度には、気持ちにゆとりが生まれていた。

　アリスの手記によると、帰還における注意点は三つ。




【ひとつ。

　あなたたちは、そのフシギな世界にきたときにもどります。

　この世界は、あなたがほんの一びょうのあいだにみているDreamのようなものなのです。




　ふたつ。

　この世界のものは、もとの世界にもっていけません。




　みっつ。

　もとの世界からもってきたものは、ちゃんともってかえれます。

　わすれものにちゅうい。】




　──一秒の間に見ている夢、か。

　ちょっといまいちイメージが湧いてこないけれど……一方で、ぼくはほっと安あん堵どしている。

　ずっと心の隅っこで、ぼくたちの失しつ踪そうが、家族や、クラスのみんなにどう思われているかは気になっていた。

　どうやら、〝鏡の国〟にいる間の言い訳は、考えなくても良いらしい。





　　　　　＊






　日が沈み、世界が夕闇に沈しずむころ。

　ぼくたちは〝鏡の国〟において初めて、明かりに不自由しない食後を過ごしていた。

　というのも、士道さんの祖母の家には自家発電設備が備そなわっており、電気が通じなくなった今も、それまでと変わらず文明の光を利用できたためだ。

　ぼくたちは今、士道さんが淹いれてくれたハーブティーを傍らに、のんびり将しよう棋ぎをさしている。

　もちろん、彼女はいまも〝マジックのリソース〟の補給中。

　テーブルの横には、木皿に載せられた大量の果物と野菜が並べられていた。

　なお、野菜はちょっと刻んだだけでほとんど生のままを、ドレッシングで食べている。

　必要なら調理することも提案したのだが、「その方が良い気がする」とのこと。

　彼女なりに、一秒でも早く元の世界に戻ろうと必死なのだろう。

「……………むぐむぐ」

　ぱちりとテーブルの上の駒こまが進んだ。

「なんでそこにいく。詰つみだよ」

　返す刀で、ぼくの飛車が敵陣深くへと突っ込む。

「う、うぐぐぐぐ……」

　ばき、と音を立て、野菜スティックが無残に嚙かみ砕くだかれた。

「これで四連勝だな。ちょろい」

　勝ち誇ると、

「お、おのれェ……！」

　士道さんが、美女に呪いをかける悪い魔女のような目でぼくを睨にらむ。

　正直、棋士としての彼女はとうてい優すぐれているとは言えなかった。どうやらこいつ、こういう勝負ごとはてんで苦手らしい。

「もう一局っ！　もう一局よ！」

　だが、負けず嫌いだ。女の子にしては珍しい。

「何局でも付き合うぜ。君の心がぽっきり折れるところが見たいんだ」

「ぐむむ……ぜったい吠ほえ面づらかかせてやる……っ！」

　言いながらも、士道さんの口元には笑みが浮かんでいた。

　どうやら今の一局で、彼女なりに何かコツを摑んだらしい。今度こそ勝つつもりだ。

　──もちろん、簡単には負けてやらないけどな。

　実力差があっても、勝ちに拘こだわれるやつとするゲームは楽しいものだ。

「ところでさ。ずっと気になってたんだけど……」

　駒を並べ替えながら、士道さんがぼくに尋ねる。

「何書いてるの？」

　彼女の視線の先には、ぼくの現国のノートがあった。

　ここ数日、ぼくはほとんど自動的に自分の考えを書き込む癖くせができている。

「旅行記みたいなものだ」

「へえ……ちょっと読ませてよ」

「絶対イヤだ」

　慌あわてて言う。

　この手記には、ぼくの内情が赤せき裸ら々らに綴られている。これを読まれるのはすなわち、この場で全裸になれと命ぜられるようなものであった。

「あら、そう」

　ぼくの心情を察さつしてか、士道さんもそれ以上は追及してこない。

「でも、陸太郎が書き物するなんて、ちょっと意外だな」

「そうかな？　普段でも結構、文章は書くけど」

「へえ？　どんなの？」

「日記とかかな」

「ネットにアップロードするようなやつ？　そういうの、ブログって言うんでしょ？」

「いや。そういうのはあんまり……あとになって個人的に読み返すためのやつだよ。青春の記録って感じの」

「へえ。どんなこと書いてるの？」

「最近観みた映画のこととか。本のこととか。気になってることとか」

　士道さんは口元に笑みをたたえて、

「じゃ、陸太郎って物書きになりたい人なんだ？」

「そんなつもりはないけど」

　ぼくは少しだけ内心を偽いつわる。

　彼女に稼かせげない男だと思われるのが嫌だったのだ。

「んーむ……」

　士道さんは少しだけ視線をテーブルの上の将棋盤に落として、

「じゃ、ひょっとすると、その手記のこと、誰かに話す時がくるかもね」

　どうだろう。少なくとも、いまはそのつもりはないけど。

「やっぱり魔法のこと、誰かに話されるのは嫌か？」

「そうね。いたずらに騒さわぎ立たてられるのは嫌かも」

「そうか」

　内心、ちょっとだけ残念に思っている。

　もし彼女が許してくれるなら、この経験を一本の物語にまとめて、どこかで発表したいという気持ちがあったためだ。

「でも、個人的に読み返すぶんには問題ないだろ」

「もちろん」

「あっ、そうだ。アリスの手記、貸してもらってもいいか」

「ん？　別にいいけど、なんで？」

「旅行記のネタになるかと思ってさ」

「ネタって……」

「こっち側で起こったことは、できるだけ正確な記録を残しておきたいんだよ」

「ああ……だから昨日、私のお昼ごはん、あれだけ詳しくメモってたのね」

　む。

　こっそり書いてたつもりなのに、バレてたか。

「まったく、余計なお世話だわ」

「そのうち、笑って思い出せる日が来るさ」

　その後、ぼくたちの対局は三度に及および、──結局一度も勝ち星を挙あげられなかった士道さんはぷりぷり怒って祖母の寝室へと引っ込んでいった。

　一人、居間に残されたぼくは、さっそくアリスの手記を横において、いくつかの文面を正確に書き写していく。

　士道さんにはああ言ったが、いずれ本当の意味で信頼できる誰かと知り合ったら、このことを話したいとは思っている。──それがいつのことになるかはわからないけど。

　……と、

「─────ん？」

　そこで、ふと。

　ぼくは、アリスの手記の中にある一ページに、奇妙なシワが寄っていることに気がついた。

〝帰還する時の注意点〟について書かれたページだ。

　ぼくはそのページをつまんで、ちらりとその裏側を見てみる。

「あれ？　これ……？」

　そこで初めて気づいたのだが、そのページだけ裏に書き込みがあるのだった。他のページは全て片面印刷であったため、ぜんぜん気づかなかったが……。




【このことを、はっきり申し上げるのは酷こくかもしれません。】




　流麗な文字だ。恐らく、後になってアリスが書き足したものだろう。

　ぼくはなんだか嫌な予感がして、すばやくその文面に視線を走らせる。




【当時の私は、真実を告げることで何か恐ろしいことが起こるのではないかと考えました。

　今も、その懸け念ねんは消えていません。

　もし全てを知ってしまったら、あなたはこの世界からの帰還を望まなくなるかもしれませんから。

　……なので、この事実については、この場所に、こっそりと書き残すだけにしておきます。

　あなたがそれに気づくかどうかは、神の御み心こころにお任せすることにしましょう。




　結論から言います。

　あなたが今いる世界での経験は、帰還とともに消滅してしまうでしょう。

　その世界は夢のようなもの。

　そこで得た記憶も、霞かすみのように消え行く定めなのです。】




　かち、かち、かち、かち、と、時計の音だけが聞こえていた。

　ぼくは、──しばらくその場で硬直している。

「記憶を、……失う……？」

　ちょうどその時だった。

　アリスの家の柱時計が、ちょうど十二時の鐘を鳴らしたのは。





















　ぼぉ────ん。ぼぉ───────────ん。




　午前零時を告げる、控ひかえめな鐘かねの音が居間に響ひびいた。

　ぼくはというと、くらくらする頭を抱かかえたまま、その場で凍こおりついている。

　思考は四方八方を蛾がのように飛び回っていて、とてもではないがぼくの手に負えるものではなかった。

　いったん考えをまとめるため、ソファでごろりと横になる。

　額ひたいを撫なでると、冷や汗がべっとりついていた。

「記憶を、失う、……この五日間の……」

　それについて、もう一度思考を巡めぐらせてみる。

　何度か、父さんが飲みすぎて「ぜんぜん昨晩の記憶がないぞぉ、がははははは」みたいに言ってるのを聞いたことがあった。

　手違いで、必死にレベル上げしたゲームのセーブデータを消去してしまったこともある。

　寝ぼけたまま友人の電話に出て、会話の内容をほとんど覚えてなかったことも。

　でも、……今回のことは、……それとはまったく次元の違う話で。

　ぼくは寝たままの姿勢で、テーブルの上の現国のノートを開いた。

　そこには、ぼくがこの数日に得た、様々な経験について書かれている。

　──初日。

　不安のあまり、疑心暗鬼にとらわれていたこと。

　──二日目。

　士道さんについて、いろんなことを考えていた。

　──三日目。

　魔法の存在を知って。

　──そして四日目。

　気づけば、ぼくの頭は、……彼女のことでいっぱいになっていた。

「それがぜんぶ……なくなっちまうのか？」

　冗じよう談だんではなかった。

　こんなに恐ろしいことがこの世に存在するなど、他に考えられなかった。

　もし〝鏡の国〟での経験を全て失って、元の世界に戻るのならば、……。

　その世界にいるのは、ぼくであってぼくではない気がする。

　いま、ここに存在しているぼくとは、別の何かである気がする。

　そこまで考えた瞬間、食道を熱いものがこみあげてきた。

　慌あわてて台所にかけこむ。

　吐いた。思いっきり。精神的に追い込まれて吐くなど、産まれて初めての経験だ。

　そして、──その経験ですら、いずれ消え行く運命にある。

　夢の中のできごとのように。

「ハァ…………ハァ………はぁ……」

　息を整え、いったんミネラルウォーターで口をゆすぐ。

　──じゃあどうする？　士し道どうさんを説得して、永遠に〝鏡の国〟に居続けるか？

　それこそ笑えない冗談だ。

　死刑宣告を長引かせるようなものだ。

　──けど、……死刑が長引くなら、それはそれで構わないんじゃないのか？

　混乱している。

　これではまるで、将しよう棋ぎで言うところの王おう手て飛ひ車しや取とりではないか。

　ゲームに負けたくなければ、……自陣にある大切な駒こまを捨てなければならない。

　暗闇の中、溺おぼれているような気分だった。

　しばらくの間、ぼくは台所に突っ立って、どうにもならない気持ちを持もて余あましている。

　外を見た。

　そこには、明かり一つない、生き物の気配すらない、静せい寂じやくの世界が広がっている。

　その時初めて、この世界の闇が恐ろしいと思った。

　ぼくの自意識までもが、その中に溶とけて消え行くような気がしたから。

　怖かった。

　ただひたすらに、怖かった。

　だからといって、その後のぼくの行動がいかに愚かだったかを弁明する理由にはならないだろう。

　気づけば足は、アリスの寝室へと向かっていた。

　明確に、〝こうしよう〟という意思に基もとづいた行動ではなかった。

　ただただ、誰だれかとふれあいたいと思っただけだった。

　つまるところぼくはその時、士道花か織おりに夜よ這ばいを仕掛けようとしていたのだと思う。
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　ぐらぐらする頭で階段を上る。

　二階は居間になっていて、そこでは靴くつを脱ぬがなければならないらしい。

　だが、その時のぼくはまともじゃなかった。靴を履はいていようが脱いでいようが、結局それは、何の意味もない行為に思えていた。

　──どうせ、ここでの記憶が何もかも消えてなくなってしまうなら。

　せめて彼女と、肌を重ねたい。

　意味のある何かを遺のこしたい。

　ぼくは靴を履いたまま、ドアノブに手をかける。

　がちゃ、ぎいいいいい……と、大げさに音を立てて扉が開いた。

　室内は暗かった。どうやら士道さんは眠っているらしい。

　アリスの部屋は、多数の蔵書でびっしり壁が覆おおわれているような、実に雑ざつ多たな空間であった。

　闇に目が慣なれてくるにつれ、床にも本が散らばっていることがわかる。たぶん、士道さんが家探しした痕こん跡せきだろう。

　それらに蹴け躓つまずかないよう注意しながら、部屋の中央にある大きめのベッドへと近づいていく。

　幽霊にでもなったような気分だった。誰かの寝床に侵入するという、強烈な背はい徳とく感かんが背筋を撫でている。

　心臓はいま、痛いほどに脈動していた。

「…………士道さん？」

　応こたえはない。

　寝ているのだろうか？

　ぼくはゆっくりと彼女の横まで移動して、そっと右みぎ膝ひざをベッドの上に載のせた。

　ベッドのスプリングがきしむ。

「花織」

　もう一度問う。やはり返答はない。

　闇の中、彼女の顔は乱れ髪で隠れている。

　彼女の美しい顔を見たい、と思った。

　慎しん重ちように、ゆっくりと、人差し指で髪を撫でる。

　士道さんはそれでも、──死人のように目をつぶって、眠っているだけだ。

　ぼくはその場で、しばらく固まっている。

「……………ん」

　何かにうなされるように、士道花織が唸うなった。

　ぼくは思う。

　もし、彼女の、──そういう顔を見て劣情を刺激されない男がいるのなら、そいつはもはや男じゃない、と。

　ぼくはたまらなくなって、士道さんの両肩を摑つかんだ。

「君が好きだ」

　それはどこか、懺ざん悔げするみたいな口調だった。

　その後、ぼくが口にした台詞せりふについてもまた、正確な記録が残っている。

　不必要にも思えるが、それも一応、ここに載せておくことにしよう。




【昨夜から、──ずっと考えてることがある。

　もし君が、……ぼく以外の男と一緒になるかもしれないって考えるだけで、ひどく胸がもやもやするんだ。

　ものすごく気が滅め入いってくるというか。

　たぶんそれって、君に惚ほれてるってことなんだと思う。

　自分でも意外なんだ、本当に。

　だって君って、もっと冷たいやつだと思ってたから。

　だけど、そうじゃなかったんだ。ぜんぶぼくの勘かん違ちがいだったんだ。

　君は冷たいやつなんじゃなくて、……ただ、不器用なだけなんだって。

　この四日間で、気づいたことがたくさんある。君とぼくは似てるところがたくさんあって、……その一つ一つをここで言うつもりはないけど、でも、きっとぼくたち、うまくいくと思うんだよ。




　でも、もし。

　君に、他に好きな男が現れたら、いつでも言ってくれ。

　きっとぼくは、そいつよりスゴい男になってみせるから。

　ぼくはこう見えて、けっこう努力家なんだぜ、……まあ時々、方向性を見誤ったりすることもあるけど。




　だから、──ぼくが君に尽つくすのと同じくらい、君もぼくに心を分け与えてほしい。

　それだけでぼくはきっと、この永遠の苦しみから逃れて、幸福な人生を歩めるに違いないんだから……だから、ぼくと、……ここで、……二人で……その……】




　ちなみにこの長台詞、最後の方はかなりどもっていて、何を言ってるかよく聞こえなかったらしい。

　らしいというのは、この言葉の記録者がぼくではなく、士道花織であったためだ。

　彼女もまた、〝鏡の国〟の記録を遺していたことを知るのは、それからもう少しあとのことである。

　とにかくぼくは、自身の腹の内をぜんぶ吐き出すことで、恐怖に立ち向かおうとしていた。

　士道さんは、……イエスともノーとも言わない。

　──そりゃそうか。当たり前か。だって寝てるんだもの。

　その時のぼくはそう思った。

　でも。

　ここで彼女が目を覚さましたら、……なんと言うだろうかとは、心の隅すみっこで考えていた。

　蔑さげすむだろうか。

　嫌うだろうか。

　結局それしか頭にないのかと、小馬鹿にするだろうか。
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　その後のみっともない部分も、赤裸々に語るとしよう。

　目をつぶっている士道さんを前にして、ぼくはしばしの間、──泣いていた。

　さめざめと泣いていた。

　理由はよくわかっていない。単純に感かん極きわまっていただけかもしれない。

　だがそれは、ぼくの精神を平常運転に戻すのには実に効果的な手段であった。

　聞いたことがある。このようにして出る涙を情動性分ぶん泌ぴと言って、崩くずれた心のバランスを強制的にリセットする役割を果たすのだ、と。

　──ヒトの心は、どのような苦難であっても乗り越えられるようにできているんだ。

　やがてぼくは、そういうふうに考えることができるようになっていた。

　恐らく、自分の馬鹿さ加減に気づき始めたのも、その頃合いである。

　下半身の問題は別として、ぼくはその時、大いなる矛盾を抱えていることに気づいていた。

　──もし、このまま彼女をムリヤリものにしたとしよう。

　その後、元の世界に戻って、二人共、このことを綺き麗れいさっぱり忘れたとしよう。

　それで、もし士道さんが、自分の身体からだの変化に気づいたとしたら、──それがどれだけ恐ろしいことか、考えてみろ。

　癒いえない傷跡が、自分の知らない間に、自分の身体に刻きざまれていたとして。

　果たして彼女は、どう思うだろうか。

　プールで膝小僧を擦すりむくのとは訳わけが違う。

　自分のどす黒い感情に任せて彼女を傷つけるなど、ぼくの望みではない。

　それに、




「それじゃあ、あなた、……いまから、私とキスしてみる？」




「別に？　ちょっとどういう感じか試してただけ」




　考えてみれば。

　そもそも、そういうチャンスはこれまでにも幾いく度どかあった。今さらそれをしてしまえば、きっと後悔だけが残るに違いないじゃないか。

　──帰ろう。帰ってソファで朝まで寝よう。それこそが紳士だ。紳士のなすべきことだ。

　いや。

　──ここまで来たんだ。せめてキスくらいは……。

　ぼくの脳内で、理性と本能がぶつかり合う。ひどい銃撃戦だ。多数の死傷者を出し、両者の戦いは辛かろうじて理性側の勝利に終わった。今際の瞬間、本能は叫ぶ。「このチャンスを逃せば次はない」と。

　けれど理性はこう応えた。「いずれこの決断が報むくわれる時が来る。正義は執しつ行こうされたのだ」。

　民衆が歓声を上げる。「万ばん歳ざい、万歳」。

　今日は、愛が性欲を乗り越えた記念すべき日なのだ。

　──誰に褒められなくても良い。正しいことをしよう。そうすべきだ。

　壊れやすい宝物を扱あつかうように、士道さんから手を離す。

　そして、荒れた息を整えて、ベッドから退しりぞいた。

　士道さんに背を向け、ゆっくりと来た道を引き返す。

「はぁ……」

　ため息。ぼくは何をやっているんだろう。

　寝室の扉に手をかける。

　そこで、背後から士道さんの囁ささやくような声がした。

「…………………………………………………………………………なにも、しないの？」

　起きていたのか。

「しないよ」

　そりゃそうだよな。

　ちょっとの間、肩を摑んでガキみたいに泣いてたんだもの。

「どこから聞いてた？」

「『君が好きだ』あたりから」

「……マジですか。ほぼ全部じゃないですか」

「うん」

　一番聞かれたくなかったところを。……最悪だ。

「でも、嬉しかったよ」

　やめてくれ。

　そういう、君が愛いとしく感じられるようなことを言うのは。

　ぼくは努つとめて事務的な口調で、話題を変える。

「さっきアリスの手記を改あらためたんだけどさ。そこに、ちょっとばかり衝撃の事実が書かれてたんだ」

「なに？」

「脱出する時、──この世界での記憶はなくなってしまうらしい」

「あら、そう」

　士道さんはあっさりと応える。

「……驚かないのか？」

「驚いてるわ」

　その割には屹きつ然ぜんとしてるな。

「でも、ひょっとすると、そういうものなんじゃないかなって思ってたの。半信半疑だったけど」

「なんで？」

「だって、……この世界で経験したことがそのまま頭に残るなら……相手が誰でも、気になっちゃうに決まってるじゃない。たぶんそういうの、〝運命の人〟って言わないと思う」

「ほう」

　言われてみれば。

「じゃ、君は、ずっとそうなると覚悟して、この世界を旅してたってことか」

「……まあ、ね」

　そうだったのか。

「君は強いな」

　少女は暗闇の中で、押おし黙だまっている。時計の針の音が聞こえる中で、「そんなことない……」という言葉が聞こえた気がした。

　暗闇の中、二人分の息遣いが聞こえている。

　──もう一度ベッドに戻るか、それともここを去るか、だ。

　結局、……ぼくは後者を選んだ。

　きっと彼女は、ぼくを受け入れてくれるだろう、けど。

「起こしてすまなかった。おやすみ」

　ぼくは改めて、士道さんに背を向ける。

「おやすみなさい」

　士道さんの、どこか安あん堵どしたような言葉に、正しい選択をしたと確信する。

「……あ、そうそう」

「なに？」

「つぎこの部屋入る時はさ、靴、脱いでね」

「……ああ。りょうかい」

　別に、忘れてた訳じゃなかったんだけどな、それ。





　　　　　＊






　そのあと。

　いろいろ考えた結果、ぼくはアリスの家を飛び出して、外を走り回ることにした。

　幸い、今夜は月が出ていて明るい。道に迷うこともなさそうだ。

　細い坂道を小走りに下りていき、アスファルトで舗ほ装そうされた道路へ行き着く。

　どうやらここなら転ぶ可能性も低そうだと判断するやいなや、ぼくは全力疾走を始めた。

　そして頃合いを見て、叫ぶ。

「うおわああああああああああああああああああああああああっ！」

「どりゃああああああああああああああああああああああああああっ！」

「ぐおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　別に、甘あま酸ずっぱい青春の一ページを演じたかったわけじゃあない。

　とにかくエネルギーを消しよう耗もうして、疲れ果ててしまいたいと思ったのだ。

　──そうでもしないと、とてもじゃないが寝られん。

　頭の中のモヤモヤをかき消してからでないと、ぜったい気が変になる。ただでさえ、寝る前は空想が捗はかどるタチだというのに。

　なお、アリスの手記の追記分は、このように締しめくくられていた。




【その世界に未来はありません。

　あなたは未来を生きてください。】




　と。

　彼女の言うとおりだと思う。

　十数分も走ると、膝ががくがくし始めた。

　全身から、泥どろのような汗が流れ出る。

　持ってきたミネラルウォーターを頭からどばどばかけて、ぼくはもう一度全力疾走を始めた。

　しだいに目の前がちかちかし始めて、ちょうどいいと思った。

　もう一度小道を通って、アリスの小屋に戻る。

　浴よく槽そうに行って、たっぷりのシャンプーとボディソープで汗を流す。

　スッキリしてから、居間のソファで横になる。

　眠気は即座に訪れた。





　　　　　＊






　じつに晴れ晴れとした朝だった。

　目を覚ますと、台所からパチパチと油が跳はねる音が聞こえてくる。

　ソファで横になっていたぼくは半身を起こして、そこから士道さんの背中を見た。

　どうやら料理中らしい。

「……おはよう」

「ん。おはよう。ちょうどできたとこ」

　食卓の上に、炒いためたハムをたっぷり載せたサラダと目玉焼きが並ぶ。それとインスタントだが味み噌そ汁しると、大根の漬物にかつお節ぶし、ほかほかの白米も。

　食後には、士道さんが淹いれてくれたハーブティもあるらしい。

　ぼくは内心、

　──〝幸せな家庭〟の体験版だな。

　と、思った。

　なんだか満ち足りた気分になりながら、

「それで、──どうかな？」

　尋たずねると、士道さんは〝何が〟を問い返すことなく、

「いつでもいけるわ。今朝、早起きして頑張ったから」

「そうか」

　早起きしてくれていたのか。

　そういえば、いま士道さんの目の前には、ごく一般的な女子高生が食べる程度の食べ物しか並んでいない。

　たぶん、〝マジックのリソース〟とやらが全快した証しよう拠こだろう。

「じゃ、これがここでの、最後の食事だな」

「うん」

　長い長い沈ちん黙もくが生まれた後、

「どこで、……する？」

　ぼくは少し考えて、

「ちょっとだけ出かけよう。良い感じの場所を見つけたら、そこで」

　と言った。

「忘れ物、ないようにしないとな」

「うん」

　自分でも意外なほど淡たん々たんとしていた。

　それもそのはず、というか。ぼくはもう、これっぽっちも恐れていなかった。

　昨夜のことは、深夜のテンションがもたらした異常行動の一種だと、自分の中で納得できていたのだ。

「じゃあ、──いただきます」

「いただきます」

　手を合わせた後、箸を取る。

「最後の晩ばん餐さん」──というワードが頭に浮かんだが、少し不ふ謹きん慎しんな気がして、ぼくは口をつぐんだ。





　　　　　＊






　食後、学生服に着替えてから、ぼくたちは世話になったアリスの家を、元通り綺麗に片付けた。

〝鏡の国〟に来てからずっと、多くのものを散らかしっぱなしで済すませていたが、アリスの家だけはそうしてはいけない気がしていた。

　乱れたベッドやら、荒らされた本棚やら、汚れた食器やらを整せい理り整せい頓とんし、仕上げとばかりに昨日パーキングエリアで手に入れた猫のフィギュアをお供えする。

　ぼくたちが去ったあとも、アリスの〝使い魔フアミリア〟たちが静かに暮らしていけることを願おう。

「これで、──〝鏡の国〟ともお別れだな」

「〝鏡の国〟？」

　士道さんが不思議そうにぼくを見た。

「うん。ずっと心のなかで、そう呼んでたんだ、この場所のこと」

「へえ。──そういえば、『鏡の国のアリス』ってお話、あったわね」

「ああ」

　奇妙な偶然もあるものだ、とは思っていた。

　けど世の中には、こうした偶然が星の数ほどあるのかもしれない。

「そういえばあの物語も、最後は夢オチなんだっけ」

　ぼくは頷うなずく。

「でも、ここであったことは夢じゃないぜ」

「そだね」

　外に出て、ぼくたちは原付にまたがる。

「ガソリンは？」

「ギリギリ。たぶん、四、五キロ走れれば上等ってとこ」

「じゃ、それまでにいい場所見つけましょ」

　原付が発進する。





　　　　　＊






　風が気持ちよかった。

　田園に挟はさまれた道のりを、ただ、ぼんやり走っているのが楽しかった。

　原付ってのは本来、当てもなく下道を走るための乗り物だと思う。

　決して、関東～関西間の長距離ドライブに使って良い代しろ物ものではない。

　ぼくたちを取り囲むように、大きな山が並んでいた。この街を出るには、どこへ行くにしても山を越えなければならない。

「たぶんそこまでガソリン持たないと思うけど」

「そうね……」

　と、そこで、士道さんがぼくの肩をぽんと叩いた。

「この先を曲がって、山に入って」

「うむ」

　どうやら、彼女には行く当てがあるらしい。

「ゴルフ場の看板がいくつかあるから、それを無視して進んで」

「了解」

「そのあと、廃車になったバスを目印に、左の小道へ」

「おう」

「どんどんに山奥に入っていくけど、これで大丈夫だから」

「へえ」

「このへん、秋は焰ほのおみたいに朱あかい紅こう葉ようが見られるの」

「ほほう。そりゃ一度見てみたいな」

「……もうすぐ、小さな川が見つかるはず」

　彼女の誘導は正確だった。そういえば、〝鏡の国〟ではずっと彼女のナビゲーションに頼ってきたが、一度も道を間違うことはなかったな。

「……おっと」

　川のせせらぎが近づいてきたところで、遂ついにぼくの相棒がガス欠けつを起こす。

　共に異世界を旅した友人は、終着点の手前で力尽きたようだ。

　ぼくは、スピードメーターを指先で撫でて、

　──サンキュな。元の世界に戻ったら、また一緒にどっか行こうぜ。

　振り返る。

「こっから歩きになるけど」

「大丈夫。すぐそこよ」

　実際そうだった。

　そこは、浅い小川に面した銀杏いちようの森で、等間隔に並んだ樹々が不思議な安心感を与えてくれる空間だった。

　道はある程度整備されているが、人間が歩くのにぎりぎり耐たえられる程度のもの。観光地と呼ぶほどのところではないが、きっと休日は、森しん林りん浴よくに出かける人々が見かけられるに違いない。

「ここ、お祖ば母あちゃんから最初に魔法を見せてもらったとこ」

「へえ、どんな？」

「水がね、噴水みたいにぶわーって盛り上がるの」

「それだけ？」

「うん。でも、びっくりした。私、そのせいで頭からびしょびしょになったのよ」

「そうかい」

〝魔女〟はいたずら好きだったらしい。

　ぼくはそこで、大きく息を吸って、吐く。

　気持ちのいい場所だと思った。

「よっしゃ。……じゃ、戻るか。現実に」

「うん」

　できればいつものように、皮肉をきかせた冗談を言い合いたい。

　けど、さすがにその時ばかりは笑える気分になれなかった。





　　　　　＊






　終わりが近づいている。

〝魔女〟との旅。〝鏡の国〟の旅。

　ぼくの旅。

「で、こっちは何すればいい？　一緒に呪文を唱えたりするのか？」

「その必要はないわ」

　士道さんはにっこりと笑う。

　──良かった。

　ああいう不ふ可か思し議ぎな術は、士道花織みたいな娘こがやるから様になるのだ。

　ぼくみたいに冴さえない野郎では、間抜けたごっこ遊びにしか見えないだろう。

「ただ、……目をつぶって百数えてくれればいい」

「了解」

「何か物音がしても、決して目を開けちゃだめよ」

「ん」

　よくわからんが、ここは専門家に任まかせることにしよう。

「いつから？」

「いますぐ」

　ぼくは学がく生せい鞄かばんを抱いて、ぎゅっと目をつぶる。

　視界が闇に覆われる。

　──二十一、二十二、二十三、二十四、二十五……。

　だんだん平へい衡こう感覚がおかしくなってくる。

　かさ、かさ、と、足音が聞こえた。恐らく士道さんのものだろう。

　──四十二、四十三、四十四、四十五……。

　やがて、あたりは静寂に包まれた。

　生物のいないこの世界では、鳥の鳴き声すらしない。

　──七十五、七十六、七十七……。

　もうそろそろだろうか。

　いま、この瞬間だろうか。

　記憶の消滅。

　思い出の消滅。

　怖くない。ぜったいに怯おびえてなどやるものか。

　──九十一、九十二……ん？

　と。

　そこでようやく、何かがおかしいような気がしてくる。

　なんだか、いつまで経たっても何も起こらないのだ。

　ぼくは、残りの数字をぱぱぱぱぱっと数えて、一応「百」になってから目を開けた。

　そこには、誰の姿もない。

　ぼくだけが一人、取り残されていた。

「ん？」

　呟き、すぐ目の前にある銀杏の木に、白い紙が貼り付いていることに気づく。

　手で触れると、それはするりと木から離れた。

「これは……」

　何かの〝魔法〟だろうか？　いつの間に？




　そこには、走り書きでこう書かれていた。




【最後のゲームをしましょう。

　私を見つけて。

　つかまえて。】




「…………………………ふむ」

　どうやらそれは、原付の後ろでちょこちょこっと書いたものらしい。彼女にしては乱雑な文字だ。

　ぼくはその紙を学生鞄の中に収める。

　──ゲーム、か。

　これっぽっちも面白くなかった。

　ただ、じわじわと焦あせりが押し寄せてきていた。

　おかしい。

　士道さんらしくない。

　そもそも彼女は、少しでも早く戻れるよう、頑張っていたはずだ。

「あの娘、……何考えてる……？」

　それは、ほとんど直感だった。

　彼女は今、とてもよくない状況にある気がする。




【そのばしょは、とてもあぶない。

　命がなくなるようなことはないかもしれない。

　けれど、心によくない。

　心がよくないと、Magicの力もよわくなる。

　あなたは、ずっとそのばしょから出られなくなってしまう。】




　アリスの手記が脳のう裏りに蘇る。

　気づけば、ぼくは走り出していた。

　もし、士道さんを救える人間がいるとしたら、──それは文字通り、この世界にたった一人しかいない。





　　　　　＊






「──士道さんッ！　士道花織！」

　誰はばかることなく、大声を出している。

「返事しろ！　花織ぃ！」

　第三者から見ればさぞかしみっともなく見えただろう。この世界では人目を気にする必要がないのが救いだった。

　銀杏の間を駆かける。どこかの木こ陰かげから、士道さんがひょっこり顔を出すことを期待して。

「……っと、これは……？」

　そこで、一本の木に、先ほどと同様にして一枚のメモ書きが留められているのを見つけた。

　そこには士道さんらしい丁てい寧ねいな文字で、こう書かれている。




【いまさっき、〝まことの鏡〟を使った。

　昨日の日記に書いた、例の件。どうしても気になって。

　それで、……ちょっと困ったことになってる。

　お祖母ちゃんが、この〝鏡〟はとても危険だって言ってたの、すっかり忘れてたよ。

　魔法を使うには代だい償しようが必要だってわかってたけど、……まさかこんな形とはね。

　困こまったなぁ。】




　眉まゆをひそめつつ、ぼくはその紙を読む。

「これは……？」

　よくわからないけど、ひょっとすると……。

　ぼくの旅行記と同じものかもしれない。

　ぼくがこの世界の出来事を現国のノートに書き留めていたのと同様に、士道さんも手記をつけていた、ということか。

　落ち着いて辺りを見回すと、ぼくの行く道を指し示すように、メモ書きが銀杏の木に留められているのがわかる。

　──どういう意図か知らないけど、いくらなんでも、芝しば居いじみてるな。

　元より、士道さんの言動にはそういう側面があることには気づいていたが……。

　ぼくは無言になって、それらを一枚一枚、確認していく。




【もう、最悪だ。

　どうやら私の〝運命の人〟は、あの四し条じよう陸りく太た郎ろうくんらしい（二人っきりでこんな世界に閉じ込められてるってことは、そういうことだよね？）。

　四条くんっていうのは、私のクラスでいちばん根ね暗くらな子で、いっつも教室の隅で、松まつ村むらくんとか林はやし原ばらくんとかとゲームの話ばかりしてるの。

　こんなことなら、〝まことの鏡〟なんて使うんじゃなかった！

　なんであんなやつなの？　未来の私は男を見る目ないの？　馬鹿なの？】




【一晩寝て考えたら、そんなに捨てたものじゃないような気もしてきた。

　あいつ、ちょっと空気読めない時あるけど、悪い人じゃないみたい。

　でも、趣味が合わないのがなあ。私、ゲームなんかに夢中になる男の子、ちょっとついてけそうにない。】




【なんでか、元の世界に戻る術が使えないみたい。

　困った。

　本当に困った。

　お祖母ちゃんが〝まことの鏡〟を使うのを禁止してたのは、きっとこのせいね。】




【いろいろ考えて、お祖母ちゃんの家に行くことにした。

　あの家、お父さんもお母さんも気味悪がって手付かずにしてるみたいだし、きっと元の世界に戻るためのヒントが残されてるはずだよね。

　問題は、移動手段だ。】




【結局、四条くんを頼ることにした。

　昨日、すっごく取り乱したところを見られたから、ちょっときまずい。

　でもそれしかないものね。】




【かるい揉もめごとがあったけど、なんとか説得に成功。さすが私だわ。

　いまは富士山が見えるショッピングモールで休憩中。

　陸太郎の背中に抱きついてここまで移動してきたけど、すっかりくたびれた。

　でもあいつ、あんがい話せばわかるやつみたい。】




【キス、断られちゃったなあ。

　なんでだろう？

　男の子って、きほんてきにみんなチョロいって沖おき田たさんが言ってたんだけど。】




　木々の間を縫ぬうように進んでいく。

　ぼくも、これが士道さんのメッセージだということには気づいていた。

　だから、一枚のメモ書きも取り逃がさないように。

　この世界での彼女の思い出を、消してしまわないように。




【やらかしたぁ！

　調子に乗ってお高いワンピースを着てモールを歩きまわってたら、四条くんと出くわすなんて。

　うう……私が築き上げてきた〝魔女〟っぽいイメージが……。

　やっぱり私じゃ、お祖母ちゃんみたいなホンモノにはなれないかな？】




【ちょっとだけ踏み込んで、陸太郎に私の印象を聞いてみた。

　そしたらあいつ、なんて言ったと思う？

　──バカっぽい女のほうがモテる。

　なんて。

　やっぱりあいつとは話が合わない。あんなやつが私の〝運命の人〟なわけないわ！】




【失敗だ。

　いきなり大雨に降られて、バイクが転ころびかけたせいで、怖くなって座席から落っこちちゃった。

　陸太郎、すごく怒ってた。当たり前だ。

　下手すれば、怪け我がしてたのは陸太郎の方なんだから。

　あとで謝らないと。

　でも、素直に言えるかな。】




【陸太郎は怒ってなかった。

　──君が苦しんでいるっていうのに、ぼくがまったく平気でいられるとでも思っているのか。

　なんて。

　なんで私は、自分のことばかり考えてるんだろう。

　陸太郎はずっと、私が真実を告つげるのを待っていてくれるのに。

　私は卑ひ怯きよう者ものだ。】




【なんか、陸太郎のやつがコンビニでえっちな本を漁あさってた。

　私のシリアスな気持ちを返してよ、もう！】




【今日は陸太郎に魔法を見せてあげた。

　あいつ、子供みたいに目を輝かせてた。

　お祖母ちゃんの前の私も、ああいう感じだったのかな？】




　微笑ほほえましい思い出だ。

　机の中にしまって、ずっと大切にしておきたいような思い出だ。

　ぼくは、それらが書かれた紙を、一つ一つ丁寧に、鞄にしまっていく。




【どうしよう。

　ヘンだヘンだと思ってたけど、やっぱりおかしい。

　食べても食べても、ぜんぜんお腹なかがいっぱいにならない。

　魔法を使うと、ときどきそうなるって話は聞いたことがあるけど、……これは異常だ。

　ここ数日、陸太郎の目を盗んでいろいろ食べてきたけど、そろそろ隠すのも難しくなりそう。】




【陸太郎、けっこう無理してるみたいで、いまは死んだみたいに寝てる。

　黙ってたら……そこそこ見れる顔かな、こいつ。】




【陸太郎とおそろいのフィギュアをゲット。

　この世界のおみやげにした。

　大切にしよう。うん。】




【ひょっとするとあいつ、けっこう信用できるやつかもしれない。おもってたより。】




【真実を告げる。

　陸太郎は許してくれた。】




　思う。

　では、士道さんは、……なんでこんな風に、自分の思い出を置き去りにしていっているのか。

　なぜ士道さんは、こんな回りくどい真ま似ねをするのか。

　全ての答えは、実に単純。

　結局、ぼくたちは同じ想いに囚とらわれていたってことで。




【陸太郎に告白された。

　私も同じ気持ち。】




【でも。

　やっぱりうすうす思ってた通りだ。

　この世界での記憶は消えてしまうって。】




【陸太郎は私のことを「強いな」って言った。

　けど違うの。

　怖いの。

　帰りたくない。

　この思いが消えちゃうなんて。昔の私にもどっちゃうなんて。

　そんなのってないよ、お祖母ちゃん。】




【怖い。怖い、怖い。

　終わりが近づいてる。

　陸太郎はぜんぜん平気みたい。

　でも、無理だ。私にはできない。】




　深く、ため息をつく。

　自分が情けなかった。

　士道花織が不器用な人間だってことくらい、──ずっとわかっていたのに。

　彼女のことをまだ、心の何ど処こかで超人のように思っていたのかもしれない。

　だから気づかなかった。

　彼女はずっと、平気なのだと思っていた。そういう娘なのだと。

　だが違った。

　彼女もまた、一人の人間で。

　頭をがりがりと掻かきむしる。

　最後のメモ書きからそれほど離れていない場所に、士道さんはいた。

　裸足はだしになって、小川に足をつけている。

「見つけたぞ」

　ぼくが言うと、士道さんはゆっくりと顔を上げた。

　いつものように、何事にも動じていないような顔色で。

「あら。思ったより早かったのね」

「ゲーム終了だ」

「まだ終わってないよ。〝見つけて〟、〝捕まえる〟までがゲームだもの」

「そうか」

　ぼくは一歩踏み出す。

　同時に、




『火よ、……その姿を示しなさい』




　ぼくの足元から、小さな焰ほのおが湧わき出でた。

「──ッ！　おおッと？」

　数歩ほど後ずさる。火力は大したことなかったが、危うくズボンの裾すそに焦こげ目がつくところだった。

「なッ何しやがる！」

　ぼくは驚いて叫んだ。

　士道さんは唇くちびるを尖とがらせて、

「……昨晩のゲームだって、陸太郎、ぜんぜん手を抜いてくれなかったじゃない」

「む……」

　どうやら、彼女のお許しが出ない限り、近づくのは危険らしい。

　もちろん、力づくで彼女に接近することは不可能ではない……が。

　できればもう少し、文明人らしく事態を解決したかった。

　ぼくはその場にどっかりと座り込み、深く嘆たん息そくする。

　ここ数日、意見が合わないことがあるたびに、ぼくたちは議論を重ねてきた。

　すでにぼくは、〝この世界にいてはいけない理由〟に関する道理を、十から二十通りは説明することができる。時が経たてばもっと辛くなる、とか。友達や家族と別れてもいいのか、とか。

　──けど、士道花織が求めているのはそういうことじゃない。

　理屈じゃないのだ。何かを怖れるって気持ちは。

　だからぼくは、何も言わなかった。

　ただ、彼女のそばにいてやることにした。

　ぼくが昨夜、彼女にそうしてもらったのと同様に。

　世の中には、待つことでしか解決しないこともある。

　嵐が過ぎ去っていくのを。

　実を言うとその時、ぼくはそれほど心配していなかった。

　士道さんは強くて、賢い娘だ。

　ぼくに乗り越えられたものを、彼女が乗り越えられないわけがない。





　　　　　＊






　どれくらいそうしていただろう。

　ぼくたちは川のせせらぎに耳を傾かたむけながら、ずっと黙っている。

　気まずくなどはなかった。ひょっとすると、ぼくたちの間では気まずくなる瞬間など、永遠に訪れないのかもしれない。

　状況はあまり芳かんばしくないというのに、ぼくは幸せな気持ちだった。

「なあ」

　ぽつり、と、何の気なしに尋ねる。

　のんびりした休日の午後みたいに。

「魔法、見せてくれないか」

「え？」

　士道さんが曇くもった顔を上げる。

「なんでもいいからさ」

「いいけど、……でも」

　視線が泳いで、

「あんまり力を消耗するのも……」

「そうなったらもう一泊すればいいじゃないか」

「それは……なんか悪いし」

「なんだそりゃ」

　苦笑する。

　──結局、今日中には帰るつもりなんじゃないか。

　だったら、早いか遅いかの問題だろ、……なんて、無ぶ粋すいな発言はしない。

　例えば、自分の指先にぷすりと針はりを刺ささなければならないとして、できるかぎりそれを後回しにしたいと願うのは、実に自然な気持ちだ。

「じゃ、あんまり力を使わないやつを」

「んー……」

〝魔女〟は、しばらく悩んだ後、

「あっ。いいのあるかも」

　叫んで、鞄の中をごそごそした。

「これよ、これ」

　そう言って取り出したのは、指揮棒にも似た、白いステッキだ。長さは二十センチほどだろうか。

「なんだそれ。使うとどうなる？」

「何が起こると思う？」

「ぼくの頭が爆発して、脳みそが飛び散る、とか」

「……そういう猟りよう奇き的てきな発想はどこからくるのよ。──これはね」

　そして彼女は、〝魔女〟の声色で、




『水よ。生命の源みなもとよ。……我が杖の導みちびきで、新たな水筋を示しなさい』




　すると、ぼくの目の前で川の水が跳ねた。まるで生き物のように。

　そして、一筋の水流が蛇へびのようにうねって、くるくると回転を始めた。

「ほォ……」

　感心して、それを見上げる。

「いちばん基本的な魔法の一つよ。魔女は最初にこの魔法を覚えるんだってさ」

　一匹の蛇となった水の流れは、ぼくたちの前で舞い、踊る。

　実に幻想的な光景だった。ハリウッド大作系の映画通を除のぞけば、きっとこの世界で、こんなものを目まの当あたりにできる人間は自分だけだろう。

　士道さんはステッキを指揮者のように振るいながら、そんなぼくの顔色を窺っている。

「君が操そう作さしてるのかい？」

「半分ね。もう半分は、使い魔のアドリブかな」

「ずっと気になってたんだが、……その、〝使い魔〟ってなんなんだ？」

「言ったでしょ。風とか水の流れみたいなもので……」

　それは聞いた。

「ぼくが聞きたいのは、そいつらには意志とか、知性があるのかってことだ。……もしそうなら、連中はいまもぼくたちの周りにたくさんいて、見守ってくれているのか？」

　士道さんはくすりと笑って、

「さあ、どうかな。お祖母ちゃんはそこまで教えてくれなかったから」

「……なんだそりゃ」

　肩かた透すかしを食らって、ぼくはガクリとうなだれる。

「霊れい魂こんの実在とか、死後の世界とか。……そういう問題にも通ずる疑問だと思ってたのに」

「でもお祖母ちゃん、こんな風に言ってたよ。『本当の意味で消滅するものなど、この世界には何もない』って」

　ぼくは、もっともらしく頷く。

「……それなら、この世界のできごとも、きっと無む駄だにはならない」

「そうね」

　ぼくは、学生鞄の中の旅行記録に思いを馳はせる。

　勇気がむくむくと湧き上がってきた。

「なあ、士道さん」

　士道さんは、心ここにあらず、といった感じでステッキを揺ゆらしながら、

「なあに？」

「お互い、現実世界にいる相手にメッセージを出すってのはどうかな」

「どういうこと？」

「たぶん、自分の身に何が起こったかは、旅行記を読めばだいたいわかると思う。……けど、最初はいろいろと混乱すると思うんだ。だから、お互いがお互いに手紙を書く。そうすりゃ間違いは起こらない」

「そっか。……いいかもね、その案」

　士道さんも乗り気になってくれたらしい。

「できれば、内容はシンプルで、単純明めい快かいなのがいいな」

「そうね。しょーじき、あなたの汚い字でぎっしりのメモがいつの間にかポケットに入ってたら、気持ち悪くてすぐゴミ箱に捨てちゃいそうだし」

　この期ごに及およんで、士道花織の毒舌が炸さく裂れつする。

「そんなに字、汚いかな、ぼく」

「汚いわ。元の世界に戻ったら、習字教室にでも行ったらどう？」

「嫌だよ面倒くさい」

「あれ、おかしいなあ。……あなたって『努力家』で、『私に尽つくしてくれる』んじゃなかったっけ？」

「……。なんだか、一刻も早く記憶を抹まつ消しようしたくなってきた。ぜんぶなかったことにしたい」

「あら。──何言ってるの？　〝なかったこと〟になんてならないわよ？」

　言って、ポケットからペン先ほどの機器を取り出す。

　どうやらそれは、小型のＩＣレコーダーらしい。最長で五百時間くらい録音できるタイプのやつだ。

　士道さんはその、再生ボタンをポチリ。




『ぼくはこう見えて、けっこう努力家なんだぜ、……まあ時々、方向性を見誤ったりすることもあるけど』




「うぎゃあ！」

　たまらなくなって、ぼくは叫さけんだ。




『だから、──ぼくが君に尽くすのと同じくらい、君もぼくに心を分け与えてほしい。

　それだけでぼくはきっと、この永遠の苦しみから逃れて、幸福な人生を──』




「その不ふ愉ゆ快かいな音を止めろォ！」

「ひどいわ。あなたの言葉なのに」

〝魔女〟がニッコリ歯を見せて笑う。

「ピアノの録音用にね、いつも持ち歩いてるの」

「おねがいします花織さん。いまの音声、削さく除じよしていただけないでしょうか」

「ダーメ♪」

　そんな、歌うように言わないでくれ。

「あなた、昨晩言ったじゃない。『そのうち、笑って思い出せる日が来るさ』って」

「ぐぬぬ」

　我ながら、余よ計けいなことを。

「ここでのことは、ぜんぶ無駄にしない。そうでしょう？」

　そんな風に言われたらもう、──反論の余地がないじゃないか。





　　　　　＊






　それから、十数分ほど経過して。

　ぼくたちの目の前では、未だに水の蛇が身体をくねらせている。

　士道さんはとっくの昔にステッキを仕舞っているというのに……どうやらこいつ、〝杖の導き〟がなくても、わりと自発的に動き続けるようだ。

「よし。できた」

「こっちも」

　短冊の願いごとと一緒で、二人とも、手紙を書いている時間は長くなかった。

　立ち上がり、士道花織に歩み寄る。

　そしてぼくは、そっと彼女の背中を抱きしめた。

　甘い匂いがする。抵抗はない。

　とはいえ、

「……気安く触さわらないでよ」

　刺とげ々とげしい返答はあったけど。

「一応、〝捕まえる〟までがゲームだって言ってたからさ。これで完了だ」

「まだ覚えてたの、そんなこと」

　そしてぼくたちは、そのままの格好で四つ折りにしたメモを交換する。

「中身、見る？」

「見ても覚えてられないだろ。後の楽しみでいい」

「それもそうね」

　ぼくはそれをポケットに入れる。

「それで、…………そろそろ？」

「うん」

　頷く。

　名残なごり惜おしく思いながら、ぼくは身体を離した。

　そして士道さんは、学生鞄の中から一枚の手鏡を取り出す。

　それは、──なんてことのないキャラクターものの鏡であった。裏面には見たこともない白しろ斑ぶちの猫の絵が描かれている。

「改めて聞くけど。……ぼくは、何をしていればいい？」

　士道さんは答えた。

「ぎゅっと手を握にぎっていて」

「了解」

　ぼくは握りこぶしになっている彼女の左手をほどいて、指と指を組み合わせる。

「ちょっと力を無駄遣いしたけど、……魔法は？」

「だいじょうぶ。いけそう」

　──難しく考えるから怖くなるのだ。

　注射と一緒である。

　そう考えると、一気に気が楽になった。

「もう、怖くないか？」

「もちろん、まだ怖いわ」

　士道さんは言う。

「だから、手を離さないでね」

「おう」

　その時だった。

　ばあん！　と、ぼくたちの目の前で水の蛇が天空高く飛び上がったかと思うと……はるか上空で四し散さんし、霧きり雨さめとなる。

　するとそこには、それまで見たことがないくらい見事な虹にじが、──。

　それはどこか、二人の門出を祝うようで。

「やっぱりあいつら、意志があるみたいだ」

「そーかも」

「このこと、ぜんぶ忘れちまっても、……ぼくは誓うよ。アリスの〝使い魔〟に」

「え」














「またもう一度、君を好きになるって」

　そしてぼくは、ほんの一瞬、士道さんと唇を重ねた。












「──────────っ」

　小雨が少し降って、ぼくたちの髪を濡ぬらす。

　士道さんは、空いている手で〝まことの鏡〟を掲かかげた。

　そして、震える声で、こう唱となえた。




『鏡よ。〝まことの鏡〟よ。──我が問いかけに、答えなさい』




　一拍の、間。

　士道花織は、何かの声を聴きいているらしい。

　残念ながら、その声はぼくには届かない。

〝魔女〟は答えた。




『──さよなら。〝鏡の国〟』









　　　　　＊






　………………………。

　………………。

　…………。




　隣の席の林原くんが描く、やたら精せい密みつなアサルトライフルの絵とか。

　前の席のちょっと地じ味みめな女子の背中にてんとう虫が張り付いていたこととか。

　右みぎ斜ななめ前のやつがこっそりジャンプを盗み読んでいるところとか。

　風になびくクリーム色のカーテンとか。

　陽光のぬくもりとか。

　それらを見下ろしながら、ぼくはぼんやりと立っていた。

　気づけば、学生鞄を後生大事に抱きしめている。

　机の上は片付いている。

「……………………………………………………………………………………………は？」

　目を丸くしていると、教室中の視線がぼくに集中していることに気づいた。

　坊さんのお経きようのような口調の伊い藤とう先生が、苦い表情で訊たずねる。

「ん？　どーした、四条？　早退か？」

「え……………あ……………」

　何がかはわからない。

　けど、大切な何かを失った気がして……。

「おいおい、なんつー斬ざん新しんな寝ボケだよ……」

　サッカー部の吉よし岡おかが、ボソリという。

「っていうかお前、汗かきすぎじゃね？　なんか濡れてンぞ」

　教室が爆笑に包まれた。

　ぼくは後頭部を掻き掻き、卑ひ屈くつに笑う。

　自分でも、何がなんだか見当もつかない。

「……さっさと顔、洗ってきなさい」

　呆れ顔の伊藤先生の指示に従したがいつつ、違和感の在あり処かを探している。





　　　　　＊






　蛇口から流れる水でざぶざぶと顔を洗って、ぼくはすっかり気を滅め入いらせていた。

　──カッコ悪。

　確かなのは、どうやらヘンテコな夢をみていたってこと。

　どういう内容だったか、よく覚えてないのだが。

　こりゃ、次の休み時間、友人にいじられるのは必至だな。

「はぁ……」

　嘆息しながら、教室に戻ろうと踵きびすを返す、と。

「──む？」

　そこで、ポケットの違和感に気づいた。

　探ってみると、四つ折りの紙切れが入っている。

「……なんだこりゃ……」

　誰かのいたずらか？

　ミステリー小説の登場人物みたいな気分でそれを開く。

　なんだか良い香りが漂ただようその内容は、ずいぶん几き帳ちよう面めんな文字で、




【今度は、──ちゃんとお友だちからはじめましょう。　By 士道花織】




　と、ある。

　その時ほど頭に？マークを浮かべた日はない。

「──〝魔女〟からの手紙？」

　だとしても、どうしてぼくのポケットに。

　正直、気味が悪いという気持ちがあった。

　そう思わせる程度には、彼女は一ひと癖くせも二ふた癖くせもあるクラスメイトであったためだ。

　──いつも不機嫌に眼光鋭く。

　──男子に命令ばかりしていて。

　──そのくせ、女子からはカルト的な人気を誇り。

　──誰に対しても上から目線。

　我が三年六組においては最大の権けん勢せいを誇ほこる士道さんだが、基本的に男子の受けは良くない。

　なにせ彼女、誰に対しても高圧的なのだ。

　かくいうぼくも、何度か一方的に叱しかりつけられたことがある。

　──声がでかい、ゴミ虫！　とか。

　──ちゃんと隅まで掃除なさい！　愚ぐ図ず！　とか。

　──もっと空気読んで発言なさい、腐くされオタクが！　とか。

　──あなたってこう……なんか、将来的に刑務所に入ってそうな顔してるわよね。痴ち漢かんの冤えん罪ざいとかで。とか。

「…………ん？」

　最後のやつって、いつ言われた言葉だっけ？

　なんかの記憶違いかも。

　まあ、いいか。

　頭の中にもやがかかったような気分だった。

　なんだか、顔色も悪い。……というか、ちょっと黒い？

　いつの間にか、ずいぶん日焼けしてる気がする。

　──ここ最近、外出してなかったんだけどな。体育の授業中に焼けたか？

　しきりに首を傾げつつ、洗面所を出る。

　……と。

　そこでばったり、士道花織と出くわした。

　なにやら手鏡を見つめながら、呆ぼう然ぜんと廊下で立たち尽つくしている。

　化粧直しってやつかな？　よくわからんけど。

　──教室にいないと思ったら、こんなところで油売ってやがったのか。

　さっと視線を逸そらす。

　正直、あの手紙の正体がなんであれ、やつとはあまり関わりたくない。

　たぶんこの関係性は、高校を卒業するまでずっと続くだろう。

　ぼくは気づかなかったふりをして、士道さんの前を通り過ぎようとする。

「…………四条くん？」

　ちっ。

　絡からまれたか。

　きっと何か嫌なことを言われるだろうと覚悟していると、どうもそういうふうじゃない。

　彼女の目が、少し潤うるんで見えて。

　不覚にもぼくは、ちょっと可愛いと思ってしまう。

　彼女の手にはいま、一枚の紙片が握られていた。

「……ん」

　言って、士道さんはぼくの眼前にそれを突き出す。

　厄やつ介かいだな、と思いつつも、視線は何かに誘われるように、その文面を追っていた。

　そこには、こう書かれている。




【人なき世界を旅した魔女へ。

　また二人で、夢のような旅行をしよう。


クラスでいちばん根暗な男より】






　署名はなかった。

　だがその文字は、たしかに見覚えのある、──ぼくの筆跡で。





















「………………………むう」

　小説の世界から解放されて、ぼくは夕焼けに染まった部屋を見回す。

　引っ越し作業はこれっぽっちも進んでいなかった。

　散らかった部屋の真ん中で、ため息一つ。

　どうにもそれ以上作業を進める気になれず、ごろんとその場で横になる。

　物語は、確かに『了』の文字で締しめくくられていた。

　だからここで、ぼくと〝魔女〟のお話はおしまい。

　……では、ある……が。

　その後の顚てん末まつを思い出し、ぼくは苦い気持ちで満たされる。




　結論から言うと、──ぼくと士し道どうさんが恋人になることはなかった。




　もちろん、〝鏡の国〟での出来事はいまでも事実だと思う。

　それは、多くの証しよう拠こ（士道さんのＩＣレコーダーとか、現国のノートや各種メモ類など）が証明してくれている。

　けど、……だからといって、〝鏡の国〟でぼくたちが感じた想いまでは蘇よみがえらない。

　この物語の主人公はぼくである。

　けど、──ぼくはこの物語の当事者ではない。

〝鏡の国〟における〝ぼく〟は、いまここに存在している〝ぼく〟とは似にて非ひなるものなのだ。

　物語の中で、士道花か織おりは「運命といっても絶対ではない」みたいなことを言うが、まさしくその通り。ぼくたちの関係は蜘く蛛もの糸いとよりももろく、大学進学後はぷっつりと切れてしまっている。

「…………すぅ──────────────はぁ─────────」

　弱々しく、長い深呼吸。

　そのことに対する後悔はない。

　士道さんとぼくは少しも釣つり合あっていないし、趣味だって合わなかった。きっと付き合ってもお互いストレスが溜たまるばっかりで、うまくいかなかっただろう。

　ぼくは現国のノートを閉じ、ダンボールに放り込んだ。

　夢。

　あそこで起こったことは、しょせん夢の中の出来事のようなもの。

　だからこれでよかったのだ。

　うん。

　そう思って、しばらく静止して。

　一時間くらいベッドの上でゴロゴロして。

　腹が鳴って、買い置きのカップ麺めんを啜すすって。

　そして。

「まあでも、たまには連絡取ってみるか」

　と、気まぐれを起こす。

　何ごとも、一度くらいは試ためしてみようと思ったのだ。

　ぼくは高校の卒業式、クラスの全員で入会したＳＮＳのコミュニティにアクセスし、〝士道〟という名を探す。

　だが、〝士道〟という名はなかった。

　そのかわり〝鏡の国の魔女〟というハンドルネームが見つかった。

　ぼくは、〝鏡の国の魔女〟に一言、『やあ』とだけメッセージを送る。

　──もしこれをスルーされたら、……それまでにしよう。

　そんなふうに思いながら。

　返信は、それから五分後。

『なに？』

　ほっと胸をなでおろす。

『いや。いま何してるのかと思って』

『彼氏とデート中』

『そうか。ごめん。邪魔した』

　実を言うとこの時、ぼくは猛もう烈れつにアパートのベランダから飛び降りたい気持ちに襲われていた。まあ、ここから飛び降りてもちょっと足を怪け我がするだけなのでやらないけど。

　それから三十分ほど沈黙が続いた後、

『落ち込んでる？』

『は？　落ち込む？　ぼくが？　なんで？』

『いいえ。なんとなくだけれど』

『思い上がるのも大たい概がいにしてくれ』

　たぶん、こういう見み透すかされ方をして素直になれる男はこの地球上に存在しないに違いない。

『ただ、久しぶりに〝鏡の国〟のことを書いたノートを見つけたから、なんとなく連絡してみただけだよ』

『あらそう』

　それから、五分ほどの間。

『ちょっとした奇跡ね。私も、当時の録音が見つかったから、ひさびさに聴いてたの』

『彼氏とのデートはどうした』

『あれは噓うそ。知ってるでしょ。私みたいに可愛げのない女と付き合ってくれる男なんて、そうそういないわ』

　からかわれているのだとわかっていながらも。

　どこかぼくは、夢を見ているみたいな気分だった。

『ところで、あなた最近、何してるの？』

『それが、ちょっとばかりモラトリアム中でさ』

『なに？　就職、うまくいってないの？』

『そんなとこ。無職でスイマセン』

『最低』

　ぐうの音も出ない一言。

　やはり彼女は〝魔女〟だ。当時と少しも変わらずに。

『でも、そのうちうまいこといくさ。ぼくは前向きな努力家だからね』

『あら、そう』

『だからさ、いま、時間があるうちに、……約束を果たしておきたいんだ』

『なに？』

『また、君と旅行がしたい』

　二時間ほど、返信はなかった。

　さては振られたか、と思い始めた頃。

『どこへ？』

　決まってる。

　彼女と旅をするなら、──あの場所しかない。

　だからぼくは、こう答えた。

『京都へ』

　と。




　その次の返信は、ほとんど待つ必要はなかった。





了　　











あとがき






　──もし、世界から人間がいなくなったらどうする？

　……なんて、実にありがちな空想を一本の小説にしてみました。




　私が世界でただ一人きりの人間になったら……そうですね。

　どこか見晴らしのいい暖かい家に引きこもって、そこに大量の書籍、映画、ゲーム類を持ち込み、ずーっと素すっ裸ぱだかで過ごしているでしょう。

　食事は缶詰とカップ麺の組み合わせローテでなんとかします。

　旅行とかは多分しません。

　たぶん早々に死ぬと思います。肝かん硬こう変へんとかで。

　…………。

　人類、消滅してなくて良かった。




　そういう意味では、この物語の主人公たちは恵まれています。

　なにせ、同じ人類消滅後の世界でも、連れ合いがいるのといないのでは天と地ほどの差が生じますからね。




　これは、とあるひねくれた少年とひねくれた少女の物語です。

　そんな二人が、生命が消えた世界でどのような旅をするか。

　これから読む方はぜひ、楽しんでいただければ幸いです。




　さて、本書が形になるまでには、数多くのご助言、ご助力を頂いております。

　まず、性根から腐りきった自分に「なんか恋愛もので素敵な話書けば？」という革新的なアイデアをくださった、ファミ通文庫担当者様。

　バイクに関する知識と、関西～関東間の旅行について情報をくれた友人のＧくん。

　気晴らしの映画鑑賞に付き合ってくれたＭくん。

　数え切れぬほどのドン勝をごちそうしてくれたネット上の友人の皆々様。

　この本の出版に携わっていただいた、全ての方々。

　そして何より、このような枝葉末節の文章にまでおつきあい頂いた読者の皆々様方に、心からの感謝を捧ささげます。

　本当に、ありがとうございました。


十一月　津田夕也

















　作中、次の作品・著作を引用、参考にさせていただきました。

『中原中也全詩集』中原中也著（角川ソフィア文庫）









著者

津田夕也

Yuya Tsuda
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